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中チューの下ゲ！


ランク１.中の下と言われたオレ


長岡マキ子
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ごまえ




ＣＯＮＴＥＮＴＳ









プロローグ　中の下と言われたオレ


第一章　憎める顔と言われたオレ


第二章　頑張り屋と言われたオレ


第三章　ジェイソンと言われたオレ


第四章　「イヤだな……」と言われたオレ


第五章　「エッチ！」と言われたオレ


第六章　ぬりかべと言われたオレ


エピローグ　「カッコよかったよ」と言われたオレ


あとがき







　プロローグ　中の下と言われたオレ




　やった。やったぞ。


　ついに、オレの待ち望んでいた時が来たんだ。


「この一年間で、好きな人とカップルになるザマス！」


　春休み明けの四月某ぼう日じつ、始業式のあとで大講堂に残されたオレたち二年生は、うちのキャラの濃こい校長からそう命じられた。


「いいザマスか？　この世の中、どんな立派な職に就つこうが、どんなに金持ちになろうが、イイ女をつかまえられなかったら男の価値などゼロに等しいザマス！　女だって同じザマスよ！　モテること、そして、異性を見る目を養うこと。それこそが、この世で最も大事なこと！　我が校は恋れん愛あい力を重視するザマス！」


　金きん髪ぱつの縦ロールを揺ゆらし、ド派手ドレスに身を包んだ校長は高らかに宣言した。


「ここに今年度、二年生の生徒を対象として、我が校の伝統『カップル試験』を実じつ施しすることをお知らせするザマース！」


　調子はずれなその声を聞きながら、オレは一人静かな闘とう志しを燃やしていた。





　　　　　☆





　昔からずっと不思議だった。


　はっきり言って、オレは超ちようカッコいい。なのに、なぜ彼女ができたことがないのか。


「よーし！　今日も全方位スキなしの、キング・オブ・イケメン男子だぜ！」


　校長の話が終わって解散になると、オレは教室に帰る前にトイレへ立ち寄った。鏡を見つめ、自じ慢まんのヘアスタイルを整える。長めの髪かみに金メッシュを入れ、三十分かけて細かくツンツンに立てた、入学以来ずっと続けているこだわりの髪形だ。


「よう、成なる道みち。今日も元気にナルってんな」


　そのとき、後ろから鏡に映り込む人ひと影かげがあった。


「石いし田だ」


　振ふり向くと、悪友の石田晋しん哉やがヘラヘラ笑っている。


「おまえの叔お母ばさん、今日もイカれたカッコしてたよなぁ。やっぱ、そういう血統なのか？」


「オレのはオシャレだよ。そういうオマエこそ、他人のこと言えたカッコしてないだろ」


　オレの言葉に、石田は素知らぬ顔で目を逸そらした。輪ゴムで一つに結んだ銀ぎん髪ぱつが、ヤツの襟えり足あしでゆらゆら揺れる。


「しかし、成道よう。とうとう来ちまったな、伝説のカップル試験。まさか俺らの代で実施するとはな。ツイてんのか、ツイてねぇのか……」


「ツイてるに決まってるだろ。オレはこの試験のために、こんな変態学園に入学したんだぞ」


「まぁ、変態なんて言うなよ。おかげで俺たちは毎日、美少女だらけの教室で楽しく授業を受けられるんだからよ。じいさんには感謝しようぜ」


「誰だれが！　あんなエロジジイ……」


　石田と共にトイレを出たオレは、苦々しい思いで呟つぶやいた。


　何を隠かくそう、この「聖☆ジュウゾー学園高等学校」の創設者であり現理事長である瀬せ木き重じゆう蔵ぞうは、オレの実の祖父だ。一人タカラヅカみたいな校長はその娘むすめで、オレの父の妹でもあるというわけだ。


「おまえのじいさん、ほんとスケベでおもしろいよな。昔、温泉掘ほろうとしてたんだっけ？」


「アホにもほどがあるだろ。『家に露ろ天てん風ぶ呂ろを作って、ピチピチギャルの入浴シーンをのぞき見したい』って、スコップで地道に庭を掘ったんだよ」


　ちなみに、今ではとっくに死語になっている「ピチピチギャル」は、じーちゃんの最も愛する言葉の一つだ。


「そしたら庭から温泉じゃなくて石油が出て、オイルショックでボロもうけ、あっという間に大だい富ふ豪ごうで、今じゃ瀬木グループの総裁か。ジャパニーズドリームじゃねぇか」


「関係ないね。早くエネルギー革命が起こって、石油が売れなくなればいいんだ」


「確かに、おまえ俺よりカネ持ってねぇもんなぁ！」


　石田はカラカラと笑って、オレの肩かたを小こ突づいた。


「うるさいぜ、アホ石田よ」


　オレが言い返しても、石田はその細い、よく言えば切れ長の目を細めて、イヤな感じの笑みを浮うかべているだけだ。


「まぁ、今年もよろしくな。また同じクラスってことでよ」


　まったく、なんでこんな男がオレの友人なんだろう。


　入学したての頃ころ、瀬木という名字のオレは、億万長者の理事長の孫ということで同級生から散々もてはやされた。ところが、凡ぼん人じんには獅し子しのように気高いオレの性質がなかなか理解できないらしく、一人また一人と級友が去っていき、孤こ高こうのカリスマを決めこんだオレの元にたった一人残ったのがこの変人、石田だったのだ。


「ねえ、見て見て。あれがほら、例の瀬木理事長の孫の……」


「マジで？　何あのライオンみたいな髪形……」


　そのとき、廊ろう下かにいた新入生の女子が、オレを見てひそひそ言っているのに気づいた。


「やあ！　朝っぱらからボクの噂うわさかい？　超時空イケメン、瀬木成道サマはココだよ！」


　手を振って紳しん士し的に挨あい拶さつしてみると、彼女たちは「キャーッ！」と悲鳴を上げ、たちまち逃にげていってしまった。


「照れ屋サンたちだな……」


　孤こ独どくはイイ男の宿命さだめだ。そう思って嘆たん息そくするオレを、何を思っているのか、石田はからかいを含ふくんだ目で見ている。コイツはいつもこんな感じだ。


「で、成道はどうすんだ？　カップル試験よ」


「何がだよ？」


「おまえ、ずっと言ってたじゃねぇか。『もしオレたちの代でカップル試験をやることになったら、オレは必ずヴィーナス賞を獲とる』って」


「ああ、そのつもりだよ。オレはヴィーナス賞を獲って……」


「っつーかさ、まず『ヴィーナス賞』ってなんなんだよ？」


　それを聞いて、オレはちょっと拍ひよう子し抜ぬけした。


「他人の話は聞いとけよ。オレ、いつも言ってただろ」


「だってよ、俺は瀬木家の人間じゃねぇんだぜ。在校中にやるかやらないかもわからない試験のことなんか知るかよ」


　石田はちっとも悪びれず、薄うす笑わらいを浮かべている。


　確かに、我が校の伝統であるはずのカップル試験は、莫ばく大だいな費用と人材の確保のため、数年に一回しか行われない。よって、試験を経験せずに卒業する生徒も少なくなかった。


「うちの叔母さんが言ってただろ？　この試験の目的の一つは、異性を見る目を養うことなんだ。だから、ランクの高い異性と両りよう想おもいになった方が成績上がるんだよ。中でもランキング一位の女子を『ヴィーナス』、男子一位を『ヒーロー』って呼ぶわけだ」


「ふんふん」


「んで、その二人と両想いになれたヤツらには、それぞれ『ヴィーナス賞』と『ヒーロー賞』が与あたえられるっていう話だよ」


「へー、じゃあなんかもらえたりすんのか？」


「ああ。受賞者は、なんでも一つ望みを叶かなえてもらえるんだ。だから現金一千万円とか、ＡＶ一年分とか、過去にはそういうのをもらったヤツもいるらしいぜ」


「おぉ、そいつは夢があるじゃねぇか」


　石田は途と端たんに目を輝かがやかせた。


「まあ、カネだけはある学園だからな……」


　とはいえ、さすがに「現金三億円」と願い出たヤツには、校長手書きの三億円札が進しん呈ていされてしまったらしいので、その辺が大望との折り合いのつけどころだろう。これは「平へい成せいの三億円事件」と呼ばれている恐おそろしい教訓だ。


「じゃあ、成道よぉ。おまえは何狙ねらいでヴィーナス賞を獲りに行くんだ？　カネ？」


「それもいいけど、オレにはもっと崇すう高こうな目的があるんだよ」


「へー？」


　ちょっと眉まゆを上げた石田だったが、次の瞬しゆん間かんにはもう廊下の前方に目を留め、オレの話など忘れたかのようにニヤけ出した。


「おっ、真ま弓ゆみ先生だ。やっぱ大人の女ってのもいいよなぁ」


　見ると、そこに立っていたのは、今朝からオレたち二年Ｃ組の担任になった真弓梨り佳か先生だ。新しいホームルームはもうすぐそこで、廊下に出ていた生徒たちは、先生の姿を認めて次々に教室へ入っていく。


「先生！」


　そこでオレは颯さつ爽そうと先生の前に立ちはだかった。ここぞとばかりにニヒルな微ほほ笑えみをキメて、はだけた学ランの襟えり元もとを強調するように胸を反らす。


「あら……瀬木君ね。何かしら？」


　先生の色っぽい唇くちびるがひくりと引きつる。真弓先生は美女ぞろいの聖☆ジュウ女教師陣じんの中でも一、二を争う美人で、しかも一、二を争うナイスバディときている。そんな先生でも、オレの魅み力りよくの前にはなす術すべもないようだ。


「このイケメン最終兵器・瀬木成道に、ヴィーナスが誰なのかを教えてください」


　韓ハン流りゆうスターも真っ青の極ごく上じようスマイルで微笑みかけると、先生はぞくっとしたように背筋を震ふるわせた。


　よし、これでオチたな。


　女なんてチョロいもんよ……と、渋しぶい笑顔をキメていると、先生は頭痛をこらえるかのような仕草でこめかみに手を当てた。


「貴方あなた、何を考えているの。ランキングに関することは、まだ生徒には教えられません」


「……あれ？」


　おかしいな。なぜ効かない？


「や、わかってますけど、そこはソレ、オレの類たぐいまれなる美び貌ぼうとカリスマ性に免めんじて……」
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「いいから早く教室に入りなさい。これ以上終礼を遅おくらせるのは級友に迷めい惑わくです」


　先生の怜れい悧りで冷たい視線を受け、思わずたじたじとなって道を退いてしまった。


「いやー、すげぇな、成道」


　茫ぼう然ぜんとしていると、まだ教室に入っていなかった石田が、笑いをこらえきれないといった風にオレの背中を叩たたいた。


「おまえって、ホントおめでたいヤツだよなぁ！」


「どういう意味だ」


「見てておもしれぇよ、マジで。おまえのそういうとこ、嫌きらいじゃないぜ！」


　なんとなくはぐらかされ、釈しやく然ぜんとしない気持ちのまま教室の席に着いた。


「それでは、これからカップル試験について簡単に説明します」


　真弓先生は着席したオレたちを見み渡わたすと、教きよう卓たくに両手をついてそう言った。スーツのジャケットに包まれた、推定Ｇカップの胸がぷるんと揺ゆれる。


「初めに実じつ施し期間についてのお話ですが、まず、明日あしたから『準備期間』が始まります。五月の連休明けからは、いよいよ試験の『本期間』です。本期間中、貴方たちには学校側が用意する各種イベントを通じて、異性との健全な交流を図はかってもらい、最終的に来年の三月十五日、好きな人の名前を一人だけ書いてもらいます」


「通つう称しよう『投票日』ですね」


　オレが訳知り顔に口を挟はさむと、教室内の生徒と先生の注目がこちらに集まった。


「そうです」


　真弓先生はにこりともせずに答えた。


「そして、投票の結果、両想いになれれば合格です。なれなければ、学業成績が全教科一段階ずつ下がった上、春休みの二週間、恋れん愛あい力を鍛きたえるための補習を受けてもらいます」


「えーっ」


　クラス中から大ブーイングが起こり、オレは自分に注目が集まらなくなったのに焦あせる。


「先生！　では、明日からの準備期間には何をすればいいんですか」


　手を上げて質問すると、真弓先生はオレを見つめ、口の片かた端はしを上げて冷れい笑しようした。


「貴方には関係ないと思うわよ」


「え？」


「準備期間は、現在すでに交際相手のいる生徒が、試験の開始に向けてフリーになるための期間です。貴方、付き合っている相手なんていないでしょう？」


　途端に、一部の生徒が大おお騒さわぎし始めた。


「先生、違ちがう高校の子と付き合ってるんですけど！」


「うちの二年生が相手の場合はどうなるんですか？」


　そんな喚わめき声ごえを聞きながら、オレは先生のあまりのツンデレぶりに陶とう然ぜんとなった。


　先生……オレにはわかってますよ。わざと冷たく当たらないと、教師という仮面が剝はがれ落ちそうになってしまうくらい、このオレは魅力的なのですね？


「静かに。どこの誰だれと付き合っていようが、恋こい人びとのいる生徒には別れて一人になってもらいます。学年全員がフリーの状態から始めないと、フェアじゃないでしょう」


　しかし、それも理り不ふ尽じんな話だ。先生の言う通り、オレにはたまたま彼女がいないからよかったけれども、別れろと言われて別れられるものでもなかろうに。


「交際相手のいる生徒に関しては調査済みですから、準備期間内にきちんと別れてください。でないと、チェックして最初から減点します」


　事態についていけない生徒が多数発生したせいか、不満の声は小さかった。


「試験で両想いになった相手と実際付き合うかどうかは自由ですから、一年後にまだ好きならば、今の相手とは試し験けん終しゆう了りよう後ご、また付き合えばいいでしょう」


　そして、先生は誰も何も言わなくなった教室内を見渡した。


「詳くわしいことは、明日のカップル試験説明会でお話があります。今の時点で質問のある人はいますか」


「はい！」


　そこでオレは手を上げた。なんとしても、今のうちにヴィーナスの名前を聞き出すんだ。


「瀬木君？」


　たちまち真弓先生の眼光が鋭するどくなる。またもや「ツン」発動か？


　と思いきや、意外にも先生は教卓へ目を伏ふせただけだった。


「わかりました。では放課後、英語科資料室までいらっしゃい。これで終礼を終わりにします」





　　　　　☆





「おー、成道。新しいクラスでも早さつ速そく目立ちやがったな」


　真弓先生が出ていくと、一気に騒そう然ぜんとした教室で石田がオレにからんできた。


「先生が美人だからって一人でシャシャリやがってー、この、でしゃばりクソ野や郎ろう！」


「いででっ、や、やめろ……！」


　割と本気なヘッドロックをかけられ、かすむ視界の中でギブアップのサインを出した。決して虚きよ弱じやくなわけじゃない。オレの体は人一倍ナイーブにできているんだ。


「た、すけ……」


　ほとんど白目をむきかけたとき、隣となりの席の女子と目が合った。オレが地じ獄ごくの形相をしていたせいか、彼女は息を詰つめてこちらを見ている。


「うぐぐ……」


　すると、白い手がすっと伸のびてきて、オレの肩かたに触ふれた。隣りん席せきの彼女が、安否を確かめるようにトントンと叩いてくれたのだった。


「ん？　うわっ、どーしたんだ、成道っ」


　それで石田がオレの異変に気づき、慌あわてて手を止める。


「死ぬな、成道！　俺はまだシャバにいたいんだ！　頼たのむ！」


「ぷはぁ……！」


　そこでオレは生せい還かんした。呼吸を整えていると、ふと視線を感じる。


　隣席の女子が、まだオレを見つめているのだった。


「ありがとう。おかげで命拾いしたよ」


　そう礼を言ってみると、彼女は気き後おくれしたように目を逸そらし、そのまま立ちあがって教室を出ていった。


「そっけねーなぁ」


　その後ろ姿を見送りながら、石田がぽつんと呟つぶやいた。


「あんな娘こいたっけ？　うちの学校じゃあ珍めずらしいくらい地味な女子だな。今朝の学級内自己紹しよう介かいでも全然印象に残ってねぇし、おまえ名前覚えてるか？」


「うーん。オレは個人的に聞いたはずなんだけどな……」


　今朝、掲けい示じ板ばんで発表されたクラスに来て、隣の席に座っていた少女と挨あい拶さつしたのは覚えている。けれども、彼女のあまりに素そ朴ぼくな、はっきり言ってしまえばダサい見た目のせいで、その名前はたちまち記き憶おくの彼方かなたに消えてしまったのだ。


　どんな容姿かというと、まず髪かみ形がたが古めかしい。目元を隠かくすような分厚い前髪が野や暮ぼったい印象で、その上、長い黒髪を顔の両りよう脇わきでみつあみにしている。おまけに眼鏡めがねまでかけているもんだから、パッと見まるで昭和の女学生だ。


「出席番号順の席で隣なんだし、オレと近い五十音の名字だった気がするな」


　いくら思い出そうとしてみても、それくらいが限界だった。


「それより、成道よぉ。おまえ、これから先生にヴィーナスのこと聞きに行くのか？」


「あ？　ああ」


「懲こりねぇヤツだなぁ。ヴィーナスの当たりならついてるんじゃねぇのかよ」


「そりゃそうだけど……」


　途と端たんにオレは、恋こいする乙女おとめのようにモジモジした。本気を出せば女の子などよりどりみどりなオレだが、そこは紳しん士しらしく一いち途ずに、ちゃんと好きな娘がいるのだ。


　Ｄ組の瑞みず本もと絽ろ美み。ちょうど一年前の入学式の日、オレは彼女に一ひと目め惚ぼれした。


　絽美はめちゃくちゃかわいい。美少女の多い聖☆ジュウの中でも彼女の美び貌ぼうは際きわ立だっていて、彼女が手芸部に入部したと知るやいなや、オレは迷わず手芸部員になった。部内は当然、そんな不純な動機によって押しかけた男子で超ちよう満まん員いんかと思いきや、全学年合わせても男はオレ一人だけで、手芸を愛するちょっとフェミニンな男の子だと思われてしまったオレは、同級生の女子から「フェミ男お」というあだ名をつけられてしまった。


　しかし、その甲か斐いあって、オレは部員として彼女と仲良くなることに成功した。そして、絽美を知れば知るほど、彼女が非の打ちどころのない美少女だとわかった。


　成績は常にトップクラスで、スポーツも万ばん能のう。運動会では一年の団長を務めるなど、人望とリーダーシップもあって、二年からは手芸部の部長にも就任した。もちろん性格も良く、自分がかわいいことをちっとも鼻にかけない、明るく気さくな気性だ。


　こんなに素晴らしい女の子が、ヴィーナスでないはずがない。オレは自分の見る目の素晴らしさに、風邪かぜかと思うくらい身み震ぶるいした。


「そりゃ、オレは絽美こそがヴィーナスだと思ってるけど、やっぱ確証が欲しいじゃんか」


　引きつづきモジモジしながら答えると、石田は気味悪そうにこちらを眺ながめた。


「じゃあさ、おまえ、もしヴィーナスが瑞本絽美じゃなかったら、別の女子と両想いになるよう頑がん張ばんのか？」


「それは……」


　一いつ瞬しゆん言葉に詰まったものの、すぐに首を縦に振ふった。


「そうだよ。そのためにオレは、身内の恥はじでしかないこんな高校に来たんだ。ヴィーナスが誰だろうと、必ずその娘をオトす！　ハンサムビーム狙ねらい撃うちで！」


「あのなぁ、おまえ……」


　堂々言いきったオレに、石田は憐あわれむような視線を向けてくる。本当に変なヤツだ。


「なんだよ？」


「……いや。ま、いいや」


　そう言うと、ヤツはにんまり笑ってオレの肩を叩たたいた。


「頑張れよ、成道。男は当たって砕くだけろだぜ！」





　　　　　☆





　そもそも、うちの高校は全体的におかしい。受験偏へん差さ値ち通りの私立進学校だと思って来たら、入学してから仰ぎよう天てんすることになる。


　まず、校内に美人が多い。教職員はじーちゃん自身が採用面接をしているのだから当たり前だとしても、とりあえず公正に試験で取っているはずの女子生徒のレベルも、他校に比べてきわめて高い。


　次に、校則がおかしい。女子高生のスカート丈たけが短くなりがちな昨今、少女の可か憐れんな太ももを野や獣じゆうの熱視線から守るため、巷ちまたの教師たちは日々生活指導に忙ぼう殺さつされていることだろう。そういうご時世にありながら、聖☆ジュウの生徒手帳にはこう書いてある。


「女子生徒の制服のスカート丈は、膝ひざ上うえ十センチ以上を厳守すること」


　以下じゃない。以上なんだ。


　その他ほかにも、ニーソックスやハイヒールを認めるなど、女生徒の服装に関しては実に寛かん大だいな規定の数々が書き連ねられている。


　きわめつきがカップル試験で、これこそ聖☆ジュウが地元で「変態学園」と呼ばれるゆえんとなった、悪名高き伝説の試験だ。


「この試験がある限り、この学校は永遠に『変態学園』なんだ」


　英語科資料室に向かいながら、オレは一人でぶつぶつ呟いた。


「でも、じーちゃんはこの試験にカケてるんだよな……」


　戦前生まれのじーちゃんは、戦争によって青春を奪うばわれた悲しい世代だ。そもそも教育者でもないじーちゃんが高校を作ろうと思い立ったのは、平和な時代に生まれた少年少女に思いきり男女交際を楽しんでもらいたいと願ったからで、その理念を象しよう徴ちようしているのがカップル試験なわけだ。


　カップル試験は、いわば、じーちゃんの信念そのものなんだ。


　だったらオレは、じーちゃんの信念と闘たたかう！


「……先生、瀬木です」


　そこで職員室の隣にある資料室ゾーンに着き、「英語科」の表示を確かめてドアを叩いた。


「お入りなさい」


　真弓先生の色っぽい声を聞いて、控ひかえめに扉とびらを開ける。


「失礼します」


　初めて入った資料室は、ホームルームより一回りほど小さい部屋だった。四方の壁かべに本ほん棚だながあって、中央に置かれた長テーブルには英語の本が雑然と積み上げられている。


　真弓先生は、一人で窓際に立っていた。窓を背にして腕うで組ぐみし、顔をこちらに向けているが、逆光のせいで表情はわからない。


　ふと、先生はなぜオレをこんなところへ呼んだのだろうと思った。数日前に見た「教えてティーチャー！　愛あい欲よくのレッスンＡＢＣ」というアダルト動画を思い出してしまい、色んなところが若じやつ干かん緊きん張ちようした。


　ここでいよいよ、先生の「デレ」が堪たん能のうできるというわけか……。


「それで？　質問というのは何かしら」


　しかし、先生は依い然ぜんとして冷たい声色で言った。


「は、はい……」


　よこしまな妄もう想そうはとりあえず振ふり払はらい、ここへ来た目的を思い出す。


「あの、やっぱりオレ、先生にヴィーナスが誰だれなのかを教えて欲しいんです」


　オレの言葉に、先生は美しい眉まゆをぴくりと動かした。逆光に目が慣れてくると、先生が厳しい表情でこちらを見ているのがわかる。


「またそれなの？　さっきも言った通り、順位に関することは一いつ切さい教えられません」


「そこをなんとか！　だって先生、オレはイケメンなだけでなく、理事長の孫なんですよ？」


　日ひ頃ごろは苦々しく思っている肩かた書がきだが、こんなときくらい存分に利用させてもらう。ところが、オレのそんな言葉にも、先生は冷ややかな笑えみを浮うかべるばかりだ。


「知ってるわ。だから貴方あなたをここへ呼んだのよ。貴方には言っておきたいことがあるの」


「え？」


「理事長の孫だからヒイキしてもらえると思ったら大おお間ま違ちがいよ。なぜなら、私は貴方のおじいさんに騙だまされた恨うらみがあるんですからね」


　低い声で言い、先生は腕組みしたまま俯うつむく。


「四年前のことよ。新卒で女子高に勤め始めた私に、瀬木理事長が引ひき抜ぬきのお話を持っていらしたの。素晴らしい教育が行われている、夢のような学園だなんて説明して。まあ一番魅み力りよく的だったのは、新人では考えられないような破格のお給料だけどね。あのとき疑うべきだったわ。私は都外の人間で、聖☆ジュウの噂うわさなんて何も知らなかったのよ。その実態が、ただの変態学園だったなんて！」


　そこで先生は、憤ふん懣まんやるかたないといった風に嘆たん息そくした。


「こんなところ辞やめてやろうと思っても、この学校の教師だっただけで近きん隣りんの他校は雇やとってくれなくなるし、もう私の人生めちゃくちゃよ」


「はあ……」


　先生には気の毒だが、じーちゃんのすることなどオレの手に負えるわけがない。


「こうなったら、もうひたすらお金を貯めまくるの。お金は噓うそをつかないわ。お金さえあれば、あんなことやこんなこと、なんだって思いのままにできるのよ。だから、私はここで高給ふんだくるだけふんだくって教師を辞めて、人生を一からやり直すの！」


　一気にまくしたてた先生は、そこで落ち着いた様子に戻もどった。気を取り直したように腕うでを組み直し、改めてオレを見つめる。


「聞いてもいいかしら。貴方はなぜ、ヴィーナスが誰かを知りたいの？」


「はい、それはですね」


　よくぞ尋たずねてくれたと、はりきって答えた。


「オレには夢があります！　ヴィーナス賞を獲とって、じーちゃんの代わりにこの学園の理事長になるという願いを叶かなえてもらうんです！　そして、この変態色に染まった学校をゼロから立て直して、このオレの手で、聖☆ジュウをノーマルな学園に改革するんです！」


　キマった……！　オレってカッコよすぎるぜ！


「ふうん？」


　オレの熱い宣せん誓せいに、先生はやや興味を引かれた顔つきになる。


「貴方、理事長の孫なのに、この学園を良く思っていないわけ？」


「当たり前です！」


　そこでオレはずいっと進み出た。


「小さい頃ころから、オレがこの学園のせいでどれだけイヤな思いをしてきたことか。オレだけじゃない、父さんも母さんも妹も、死んだばーちゃんだって、みんな恥はずかしくて仕方なかったんです。知ってるでしょ、先生。色しき魔まのじーちゃんが理事長なせいで、聖☆ジュウとじーちゃんは、一部じゃ『性せい獣じゆう』って呼ばれてるんですよ」


　とはいえ、キリスト教とは無む縁えんである我が校の名に「聖」の字が入っているのは、創設時にじーちゃんが「性☆ジュウゾー」と学園名を決めかけたのを、ばーちゃんが慌あわてて「聖」に直したという逸いつ話わがあるからで、あながち「性獣」も間違いじゃないのが泣ける。


「オレの初はつ恋こいは、この学園のせいで終わったんですよ。オレが『性獣』の身内だってバレただけで、小学生の頃から仲良くしていた女の子に嫌きらわれたんだ」


　言っているうちに興奮してきて、そのまま思いが止まらなくなった。


　そう、あれは蜂はち子こちゃんという、その名の通り昆こん虫ちゆうを愛するかわいい女の子だった。小六から中三までずっと片想いで、オレは彼女のために色々な努力をした。好きな娘ことは趣しゆ味みを共有したいタイプなので、虫むし嫌ぎらいを直すために、厳しい訓練「Ｇプログラム」を完かん遂すいした。それなのに、恋こいはあっけなく終わった。


　――やっぱりそうなんだ。あの「性獣」の孫なんだ……。


　彼女の悲しげな顔は、今でも脳のう裏りにやきついて離はなれない。オレの素す性じようを噂で聞いた蜂子ちゃんは、オレに事実を確かめると、もう二度と口を利きいてくれなくなったのだった。


「オレは聖☆ジュウをノーマルにする！　そのためにこの学校に入ったんです！」


　拳こぶしを固めて声を張り上げたが、先生のオレに対する態度は相変わらず冷れい淡たんだった。


「それはそれは、ご立派な意気込みね」


「でしょう？　だからヴィーナスの名前を……」


「でも、私がヴィーナスを教えたところで、貴方に彼女がオトせるのかしら？」


「え……？」


　挑ちよう戦せん的に言われて、戸と惑まどった。


「貴方、自分のことわかってる？　ヴィーナスっていうのは、学年一の魅力を持つ女子よ。そんな女の子が自分を好きになってくれると、本気で思ってるわけ」


「もちろん！　今から努力すれば余よ裕ゆうだと思うんです！」


「それは標準レベル以上の男が言うセリフよ。万が一ヴィーナス賞を獲れても、あまりに相手との順位が離れていると『身のほど知らず』として減点されるの。それくらい、魅力がかけ離れた相手との恋れん愛あいは成じよう就じゆが難しいということ、わかってるの？」


　ぴしゃりと言われて、オレは目をぱちくりさせた。


「まあ、オレの悪あく魔ま的なカッコよさをもってすれば、ヴィーナスだってイケるんじゃないですかね。確かにオレ、成績とかはイマイチだと思いますけど、そういう欠点を補って余りあるくらい、見た目だけは超ちよう一いち流りゆうじゃないですか」


「まあ、あきれた」


　すると、先生は軽けい蔑べつしたように言った。


「じゃあ特別に教えてあげましょうか。貴方のランク」


「えっ」


　面めん食くらうオレに、先生は悪魔の微び笑しようを浮かべた。


「学業成績はやや下位の３、性格は自信過か剰じようでナルシストで楽観的に過ぎ、電車で座っているとき自分の前にお年寄りが来ると寝ねたフリをする卑ひ怯きようさや、多めにもらったつり銭をラッキー！　とポケットにしまうなどのセコい心を持っているので２。基本的に状じよう況きようや他人に流されやすく、確固たる自分を持っていないところが、性格面での評価を大きく下げています。容姿についても、髪かみの金メッシュが校則違い反はんで減点、眉まゆ毛げを整えすぎなので減点、体がガリガリすぎるので減点、夏にしばしば制服のシャツを第三ボタンまで開けるのがイタいので減点、かっこいいと思って上うわ履ばきのかかとを踏ふんでいるのがイキがりすぎで減点、その他もろもろのアイタタ的マイナスポイントにより、貴方が思っているような評価は出ていません。よって、総合成績も決して良くありません」


　そして、次に強きよう烈れつな一言を発した。


「つまり、貴方の男としてのランクは『中の下』です」


　東京タワーからバンジージャンプしたかのような衝しよう撃げきが、オレを襲おそった。


「ちゅ、中の、下……」


　まさか、超時空イケメンのこのオレが……！


　信じられない。信じたくない。


　……でも、待てよ。


　オレには今まで彼女ができたことがない。オレはそれを、オレが近寄りがたいほど究極カッコいいせいだと思っていた。高校に入ってからは、瀬木重蔵の孫だという特権的身分も威い圧あつ的なんだろうと思った。それに、十六年の人生で一番イイ感じになった娘こ、蜂子ちゃんとうまくいかなかったのは、まぎれもなく変態じーちゃんのせいだ。


　しかし、もしオレに彼女ができないことが、じーちゃんも学園も一切関係なく、オレ自身の問題なんだとしたら。


　中の下……。


　オレはもしかして、内面に取とり柄えがなく、おまけにそれほどカッコよくすらない男なのか？


「モテるはずないわよね、そんなオトコ」


　先生の言葉がトドメのように胸に突つき刺ささり、立っていられず、床ゆかに這はいつくばった。


「おお、神よ……！」


　今まで特に根こん拠きよもなく持っていた自信とプライドが、ガラガラと音を立てて崩くずれ去っていくのを感じた。


　なんてこった……。オレはもうオシマイだ……！


　このままじゃ、オレはヴィーナスと両想いになるどころか、生しよう涯がい誰だれとも両想いになることができず、都会の片かた隅すみのうらびれた四よ畳じよう半はんのアパートで、一人さびしくショボくれジジイになっていくしか道が残されていないんじゃあるまいか。


　ショックで二の句が継つげずにいると、真弓先生はふとオレの背後に視線を向けた。


「誰？　用事があるなら入っていいわよ」


　その言葉に、オレは凍こおりついた。


　オレの人生がひっくり返った最低な瞬しゆん間かんを、よもや誰かに目もく撃げきされていたのか？


　振ふり返かえってみると、ドアのすりガラス部分に女生徒と思われるシルエットが映っている。その影かげはしばらくの間ためらうように揺ゆれていたが、やがてドアノブがくるりと回って、扉とびらが細く開いた。


「どうしたの、妹せ尾おさん」


　先生に言われて顔を上げた彼女を見て、オレは息を呑のんだ。


「あっ、キミは……！」


　それは、先ほどオレの命を救ってくれた隣りん席せきの女子だった。


「すみません、あの……」


　よろよろと立ち上がるオレから視線を外し、彼女は気まずげに目を伏ふせた。


「どうかしたの。私に用事？」


　一気に白はく髪はつ化しかけたオレをよそに、真弓先生は落ち着き払はらった声で言った。


「はい。新しい担任の先生にも提出するよう、前の先生から言われていたので……」


　そう言って、女生徒は鞄かばんから一枚のプリントを取り出した。先生に渡わたそうと近づいてきて手を伸のばした瞬間、その印刷面が目に入った。





「校則免めん除じよ申しん請せい書しよ」





　生まれつき茶ちや髪ぱつの生徒が、それを保護者のサイン入りで学校に訴うつたえたりするアレだ。


　でも、目の前にいる女子は至極マジメな風ふう貌ぼうで髪の毛も黒く、違反しているところなんか見当たらない気がする。第一、聖☆ジュウでは女子の茶髪やピアスは校則違反じゃない。


　真弓先生は、書面に軽く目を通すと頷うなずいた。


「わかりました。結構です」


　それで女生徒は部屋を出ると、最後にオレに向かって会え釈しやくした。


「すみませんでした、失礼します」


　ドアが閉められてパタンと音がしたとき、オレは唐とう突とつに思い出した。


　妹尾雪ゆき菜な。


　それが彼女のフルネームだった。名前の通り肌はだが雪のように白くて、ほっぺたと唇くちびるが雪国の子のように赤いのがイケてないと思ったのだった。


「では、話を続けましょうか」


　真弓先生が仕切り直すように言ったが、まだ「中の下ショック」から立ち直れていないオレは、茫ぼう然ぜんと彼女の言葉を待つしかなかった。


「貴方あなた、私にいくらくれるの？」


「……へっ？」


「お金よ。規則を破って生徒に現状のランクを教えたんですから、それ相応の見返りがあると思っていいんでしょう？」


　先生は、世にも妖よう艶えんな微笑を浮うかべて言う。


「それに、ヴィーナスも知りたいんでしょう。金額によっては、今すぐ実名で教えてあげないこともないわよ。あの理事長の孫なんですもの、お金は持ってるわよね？」


　なんてこった。まさか教師がそれを逆手に取ってくるとは思わなかった。っていうか、こんなめちゃくちゃな学校があっていいんだろうか。


「いえ、あの、先生、うちのじーちゃん、すごくケチなんです。オヤジにも生前分ぶん与よはしないって言ってて、オレたち、じーちゃんの屋や敷しきの庭の片隅に、庶しよ民みん的な一いつ軒けん家や建てて住んでるんです。オヤジ、土地代までじーちゃんに払ってるんです。だからオレの部屋なんか四畳半で、妹の部屋はなぜか六畳じようですけど……」


　混乱の中しどろもどろに説明していると、先生の顔がみるみるうちに失望に覆おおわれた。


「何それ。まさか払えないっていうの」


「五百円！　五百円なら払えます！」


　ポケットをまさぐったオレは、今日の帰りにマンガを買おうと取っておいた硬こう貨かをつまみ出した。


「今月の新刊は我が慢まんします！　来月のオヤジの給料日まで待ってくれたら、あと千円は小こ遣づかいからお支し払はらいできます！」


　この時の先生の、醜みにくいノブタを蔑さげすむようなサディスティックな視線は、オレの心に深い傷を与あたえた。


　結局ヴィーナスを教えてもらえなかったオレは、絶望感に打ちひしがれて帰宅した。


　なけなしの五百円は失わずに済んだが、もうマンガを買っておもしろおかしく読む気にはなれなかった。


　中の下。


　オレは男として「中の下」なのか。


　中の下であるオレが、上の上の上、女として頂点の魅み力りよくを持つヴィーナスを射止めることができる確率は、一体何パーセントくらいだろう。


　ゼロでだけはありませんように。


　そう祈いのりながら、その夜はほんの少し枕まくらを濡ぬらして眠ねむりについた。




　第一章　憎める顔と言われたオレ




　翌日、オレはあからさまに意い気き消しよう沈ちんしていた。


　元気など出せるはずがない。ヴィーナスと両想いになって学園を再建しようという計画を、根幹から見直さなければならなくなってきたのだ。


　始業二日目は、朝から憂ゆう鬱うつな気分だった。


「よぉ、成なる道みち」


　下げ駄た箱ばこでのろのろと上うわ履ばきを取り出しているとき、オレの肩かたを小こ突づくヤツがいた。もちろん、そんな輩やからは一人しかいない。


「よう、石田……」


「どうした、暗いじゃねぇか。厚こう顔がん無む恥ちだけが取り柄のおまえが、なんかあったのか」


「なあ、オレってひょっとして、男として中の下か？」


　悲痛さを隠かくしもせずに尋たずねると、石田は細い目をぱちぱちとまばたかせた。


「おまえが自分のことを客観的に見つめるなんて、なんか変なモン食ったのか」


　案の定、まともに取り合ってもらえない。


「それよりほら、瑞みず本もと絽ろ美みがいるぜ。ヴィーナス最有力候補に話しかけなくていいのかよ」


「えっ」


　それでオレはたちまち舞まい上がった。斜ななめ後ろにあるＤ組の下駄箱の前で、今まさに靴くつを履はき替かえている女子を発見する。その後ろ姿は確かに絽美だ。


　絽美は小さい。そんでもって体つきも華きや奢しやで、肩なんか抱だきしめたら折れてしまいそうなほど細い。規定のＳサイズセーターも大きいらしく、いつもダブっと手を袖そでに潜もぐらせている姿が最高にかわいらしいのだ。


　絽美は脱ぬいだローファーを持ち上げようと上半身をかがめ、オレは、彼女の校則を遵じゆん守しゆした膝ひざ上うえ十センチのスカートから、ひょっとしたらありがたいものが拝めるのではないかと鼻の下を伸ばした。そこで、本人と目が合った。


「あっ、成道くん。おはよう」


　かわいらしい高い声で言われて、一気に鼓こ動どうが速まる。


　絽美はオレを変なあだ名で呼んだりしない。そんな女子は、もはや部内では彼女だけだ。


「成道くん、そうだ、あのね」


　彼女は気さくに言って、ちまちまとこちらへ小走りにやってきた。


「ちょっと聞きたいことがあったの。今年の手芸部の文化祭なんだけどね、女子みんなで出し物の案を出し合ったら、多数決で一番やりたいって決まったのがね……」


　絽美には悪いが、オレは彼女の話なんか聞いちゃいなかった。


　絽美がオレを見つめている。猫ねこのように大きく魅み惑わく的な目が、まっすぐオレを捉とらえている。化け粧しようをしているようには見えないのに、長いまつげはくるんとカールしていて、吸い込まれそうな瞳ひとみとは、まさに彼女のためにある言葉だと思う。オレはほとんど吸い込まれかけており、もはや幽ゆう体たい離り脱だつ寸前だった。


「……ってことなんだけど……いいかな？」


「ああ、もちろんだとも」


　ぎりぎりで魂たましいを戻もどし、ノリだけで頷うなずくと、彼女は愛くるしい目をいっぱいに見開いた。


「えっ、ほんと？　ほんとにいいの？」


「えっ……？」


「すごい！　こんな失礼なこと、まさかオーケーしてもらえると思わなかった。成道くんって、とっても器うつわが大きいんだね」


「いや、その……」


　彼女の反応を見て不安が押し寄せてきたが、もう後の祭りだ。絽美は安あん堵どした表情で微ほほ笑えんでいるし、今さら聞いていなかったとは言えない。
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「じゃあ放課後、部室に来てね！　集まれる子たちで、今日から制作始めるから」


　明るく言って、彼女は去っていった。


「……ほんとかわいいよなぁ、瑞本絽美」


　少し離はなれて見守っていた石田が、惚ほれ惚ぼれした様子で呟つぶやいた。


「あんな娘こに話しかけてもらえるだけでも贅ぜい沢たくってもんだぜ。まったくよぉ」


「そうだな……」


　いつになく神しん妙みような気分で答えると、石田はオレをまじまじと見てくる。


「どうしたんだよ、おまえ。マジで変だぜ。そんな謙けん虚きよキャラじゃねぇだろ」


「いや、春はセンチメンタルな季節なのさ……」


　思い出したようにカッコつけて、桜の舞まい散る校庭へ目を向けた。けれども、気分はさっぱりノってこない。


　だめだ、だめだ。こんなの全然オレらしくない。


　でも、オレらしさってなんだ？


　などと青春の迷い道へ入り込んでしまったオレは、石田のロクでもない話におもちゃのサルよろしく頷きながら教室へ向かった。


　そうして自分の席にやってきて、はっとした。隣となりの席に座っていた妹せ尾お雪ゆき菜なと目が合ったからだ。


「お、おはよう、妹尾」


　上ずった声で言うと、妹尾はほんの少し表情を和やわらげた。


「おはようございます、瀬せ木きくん」


　昨日のことがあって身がまえたものの、彼女に変わった様子は見られなかった。妹尾の声は甘くやわらかい音色を持っていて、オレはそれに少し安心した。


「妹尾、そういえばさ……」


　話を続けやすい雰ふん囲い気きだったので、思い出したことを聞いてみようと思った。


「昨日提出してたヤツって何だったんだ？　校則免めん除じよ申しん請せい書しよって……」


「フェミ男ー！」


　そのとき、オレの席の前に数人の女子がやってきた。メンツを見てみると、去年から同じクラスだった娘たちだ。


「フェミ男、あんた手芸得意だったよね。今年もクラスぞうきん作ってくれない？」


「えっ？　ああ……」


「じゃあこれ、使い古しのタオルね。クラス全員分で三十三枚、頼たのんだわよ」


　一人の娘が抱かかえたものをどさっと離し、机の上にボロきれの山ができた。


「あー、今年もフェミ男と同じクラスでよかったぁ」


「自分で縫ぬうのって、ミシン出すだけでもめんどいもんねー」


「マジ、フェミ男サマサマよね」


　一いつ斉せいにオレへの感謝を口にしながら、女子たちは去っていく。


　やっぱりオレ、けっこうモテるんではないだろうか。


　ちょろりと自信を回復させたオレは、そこで妹尾の視線に気がついた。眼鏡めがねの奥の瞳が、なぜか心配そうに揺ゆれている。


「ああ、これ？」


　オレは顔まで埋うまりそうなほど盛られた、机き上じようの古タオルを見た。


「実はオレ、手芸部に入っててさ。裁さい縫ほう得意なんだよね。まあ、並み縫いしかできないんだけど、好きだからつい手が動いちゃうんだ」


　そう言いながら、早くも机の引き出しから針と糸を取り出し、二つ折りにしたタオルを鮮あざやかな手つきで縫い始めた。


　スイスイスイ。並み縫いだから、あっという間だ。


「やだ、フェミ男。また並み縫いにしてるわよ」


「あーあ、今年もうちのクラスのぞうきんは耐たい久きゆう性せいがないので有名になるね」


「一年経たったから、ちょっとは上達してると思ったのにぃ」


　さっき帰っていった女子たちが、オレの方を見て再び何事か騒さわいでいる。大方、オレへの感謝の続編だろう。


「どうだ？　うまいもんだろ」


　オレは得意になって、こちらを見守っていた妹尾を見た。


　すると、彼女はきょとんとした表情でオレを見つめ返した。やがて、その口元からきれいにそろった歯列がこぼれ、ついに妹尾は笑い始めた。


　あ、ちょっとかわいいかも。


　昨日は全然そんな風に思わなかったけれども、心底楽しそうな笑顔につい心動かされた。


「ど、どうした？　なんか笑わせるようなこと言ったっけ、オレ」


　うろたえつつ尋ねると、彼女は首を横に振ふった。


「え、じゃあなんで……」


「瀬木くん、おもしろいです」


　微笑んで、妹尾はそう言った。


「そ、そう？」


　オレの何が彼女のツボにハマったのかは知らないが、まんざら悪い気はしない。


　やっぱり、ヴィーナスだって夢ではないんじゃないだろうか。


　そんな自信をつけ始めていると、妹尾は平素の表情に戻ってオレを見つめた。


「そういえば、さっき何か言いかけていませんでしたか」


「え、なんだっけ？　んー、あ……」


　校則免除申請書のことを思い出しかけたとき、教室のドアがガラっと開いた。


「皆みなさん、おはようございます」


　始業のチャイムが鳴っていたらしく、真弓先生が入ってきたのだ。タイトスカートにむっちりしたお尻しりを包み、今日も朝からお色気ムンムンだ。


「これから、カップル試験の詳くわしい説明会があります。大講堂へ移動してください」


　それを聞いて、生徒たちは重い腰こしを上げて教室を出た。


　説明会では、昨日オレが石田にしたようなヒーロー賞とヴィーナス賞の解説のあとで、その基準となるランキングの作成方法が説明された。


「我々教師は、去年一年間かけて、おまえたちの生活を隈くまなく観察してきた。その結果に基づき、男女それぞれを『成績』『性格』『容姿』の三つの観点で五段階評価して、その評定平均によって順位表を作った。おまえらのランクは、すでに決まっている！」


　壇だん上じようで説明しているのは、学年主任の鬼おに沢さわだ。血気盛さかんな三十代半ばの男性教師で、指導科目は体育という、笑っちゃうくらいありがちな筋肉一代男だ。


「騒ぐな、落ち着け。このランキングは、大まかに上・中・下と分かれていて、さらにその中にも上・中・下がある。たとえば『上の中』とか『中の下』といった具合にな」


　中の下……。


　オレは真弓先生の言葉を思い出し、一いつ瞬しゆんずーんと落ち込んだ。


「これが、通つう称しよう『☆スターランク』だ。おまえら一人一人にこのランクづけがなされ、カップル試験に合格した際には、相手との☆ランクの釣つり合いによって、最終成績が高くなったり低くなったりする」


　鬼沢はそこで一いつ旦たん言葉を切り、講堂の中を眺ながめ渡わたした。


「以上が、試験の内容についての説明だ。ちなみに勉強の方の試験についてだが、各学期の期末試験のみを通常通り行う。中間はナシだ、喜べ！」


　しかし、定期試験よりやっかいな試験の説明を聞いた今、喜ぶ生徒はいなかった。


「とりあえずは、連休明けまでに彼氏、彼女と別れろよ。隠かくれて交際していても、学校には必ずバレるぞ。警告を受けない準備期間のうちに、きちんと別れておくんだ。いいな」


「……こっそり連れん絡らく取り合ってれば絶対バレないよね。私、黙だまって彼と付き合ってようっと」


　近くにいた女子が、隣の女子に小声で言った。


　ムダですよ、とオレは心の中で教えてあげる。


　何せ、うちのじーちゃんはこの行事に全力投球なんだ。実じつ施しすると決まった以上、対策は万ばん全ぜんのはずだ。なんでも、試験期間中は非常勤講師を大量増員して生徒を校内外で監かん視しし、近きん隣りん住民にも金をバラまいてスパイ活動させているという身の入れようだ。


「それじゃあ最後に、理事長からカップル試験開幕の宣言をしていただくぞ！」


「えっ！」


　鬼沢の言葉に、オレは思わず声を上げた。


　そんなこと、寝ね耳みみに水だ。周りの生徒が興きよう味み津しん々しんにこちらを見てくるけれども、オレはまだ心の準備もできていない。


「理事長って、あの瀬木成道のじーちゃんだよな」


「そういえば入学以来見たことないな。どんな人だろう」


　辺りがどよめき始め、オレの緊きん張ちようはピークに達した。ダメだ、ヤバい。


　我が家の恥はじが、やってくる……！


「皆みなの者、ごきげん幼女～！」


　陽気なしゃがれ声と共に舞ぶ台たいの袖そでから現れたのは、まぎれもなく瀬木重じゆう蔵ぞう本人だった。こんな大勢の生徒を前にして、つかみからダダすべりだ。


　背が低く小こ柄がらなじーちゃんは、壇上中央にやってくると、校章のついた演説台から首だけ出してマイクに向かった。そのハゲ頭に本来あるまじきものを確認して目を凝こらしたオレは、そのまま泡あわを吹ふいて卒そつ倒とうしそうになるほどショックを受けた。


　じーちゃんは女物のパンティをかぶっていた。ハイレグでＴバックの相当きわどいヤツで、本来なら女性の艶なまめかしい太ももが出るべき部分から、しわくちゃの両目が覆ふく面めんレスラーのようにのぞいている。


　サイアクだ……。同級生たちは、もう誰だれ一人ひとりオレの方を見ようとしない。


「しゃて、二年生諸君」


　総入れ歯のフガフガした口調で、変態まる出しの理事長はオレたちを見渡した。


「今年度、我が校は諸君らの学年でカップル試験を執とり行うことを決定した。よって、今ここに開幕宣言を行う！」


　こうなると、試験に「開幕」とは何ぞやというツッコミなんざ、もうどーだっていい。


「最近じゃあ、世間ではやれ草食系だのなんだのと、ふがいない男が増えてるようじゃが、男の本質はいつも同じじゃ、肉食じゃ、獣けものなんじゃ！」


　おおーっと盛り上がっているのは、理事長の顔色をうかがう教師陣じんだけだ。


「若者よ、性なる獣になれ！」


　理事長の口からすぽーんと入れ歯が弾はじけ飛び、それを合図にしたかのように、教師たちは拍はく手しゆ喝かつ采さいして雄おたけびを上げた。


「性獣！　性獣！」


　呆ぼう然ぜんとするオレたちを取り残して、講堂は決起集会にも似た異様な熱気に包まれた。


　いつの間にか、大勢の見慣れぬ大人たちが拳こぶしを突つき上げて「セイジュウ」コールをしている。大方、大量に臨時採用された教師やご近所のスパイさんたちだろう。


　オレたち、この一年どうなっちゃうんだろう。


　おそらく二年生の誰だれもがそんな不安を抱いだきながら、いつまでも鳴りやまない歓かん声せいの中で途と方ほうに暮れていた。





　　　　　☆





　それから教室に戻もどったオレたちは、開幕宣言のショックを引きずったままガイダンス授業を受け、午前中で解散になった。午後は、部活に出るという絽美との約束がある。


「あっ、成道くん。来てくれてありがとう」


　部室のドアを開けると、絽美が振り返ってオレを見た。ホームルームの半分くらいの広さの部屋には、他に二年の女子が数人いるだけだ。手芸部自体が少人数のクラブなので、これでも集まっている方だ。


　絽美は床ゆかに座って、白い模造紙に鉛えん筆ぴつを走らせていた。部室用の長机を脇わきに寄せ、真しん剣けんな表情で紙に向かっている。


「何やってるんだ、絽美」


「ん、あのね、今朝言ってたものの型紙描かいてるの。大体の大きさを決めようと思って」


　そう答えて、彼女は顔を上げた。こぼれそうな両目がオレを見つめる。


　この上目づかい、たまらなくイイ。


「でも成道くん、本当にいいの？　私、絶対ムリだろうなって思って、みんなにも違ちがうのにしようよって言ってたんだけど……」


「なぁに、男に二言はないさ」


　ドキドキを隠して調子よく言い、ふと横のホワイトボードを見た。そして凍こおりついた。


　そこでは、一人の女子がマジックで何やら文字を書いていた。





　平成××年度　文化祭展示企き画かく


「日ひ頃ごろのストレスぶっとばせ！　刺さして爽そう快かい！　呪のろいのフェミ男人形」





　その横には人形の絵が描いてあって、顔の部分にオレの写真が貼はってあった。去年のクラスの集合写真から引き伸のばしたと見られる、写真うつり最悪のブサイク仏ぶつ頂ちよう面づらだ。そういえば、このときは西日がやたらまぶしかった。


「えーと、何コレ……？」


　おそるおそる尋たずねると、マジックを握にぎっていた女子は不ふ審しんげにオレを見た。


「何って、絽美から聞いたんでしょ？　文化祭の企画よ」


「いや、『呪いのフェミ男人形』って……」


「だから、丑うしの刻こく参りの人形みたいに、来場者が五ご寸すん釘くぎを打っていいのよ。最初、普ふ通つうの等身大ぬいぐるみの制作展示にしようって言ってたんだけど、それだけじゃつまんないって話になって、お客さんに溜たまったストレスをぶつけてもらうことにしたの。憎にくいアンチクショウのこと考えて釘ぶっ刺したらスッキリするでしょ」


「でも、なんでそれがオレの顔なの……？」


「だって、普通のぬいぐるみっぽいかわいい顔にしちゃったら、憎しみが薄うすれるでしょ？　かといって特定の有名人を使うのも気が引けるし、鬼沢とか教師の顔を使ったら怒おこられるかもしれないじゃない。フェミ男なら部員だし、憎める顔だし、別にいいかなって」


　ガビィーン！


　頭の中に、昭和のギャグマンガのような効果音が響ひびいた。


　ということは、文化祭の二日間、どこの誰とも知らぬ方々が入れ替かわり立ち替わり、ストレス社会の鬱うつ憤ぷんに任せてオレの分身を貫つらぬきつづけるのか。


「さすがに五体満足でいられないんじゃないだろうか、オレ……」


「やっぱりイヤかな、成道くん」


　そのとき、背後から絽美の声がした。振ふり返ってみると、彼女は申し訳なさそうに俯うつむいて手を組んでいる。


「実は、私もあんまり賛成してないの。そもそも、せっかく作ったぬいぐるみに釘を打つのもどうかと思うし、成道くんがイヤなら、部長として企画を廃はい案あんにしようと思うんだ」


「もう、絽美はフェミ男に甘すぎるよ！」


　すると、周りの女子が声を荒あららげた。


「普通の人ならイヤかもしれないけど、フェミ男だよ？」


「そうそう。本人もこうしてヘラヘラしてるし、全然いいじゃん！」


「顧こ問もんの先生も大賛成で乗り気だったし、何も問題ないよ！」


「えっ、うちに顧問なんかいたの？」


　思わず口を挟はさんだオレに、女子たちは白けた顔で頷うなずいた。


「いるに決まってるじゃん、部活だもん。何言ってんの」


「誰？」


「真弓先生」


　それでオレはこの、どう考えても倫りん理り的に問題アリな「呪いのフェミ男人形」が、顧問承しよう諾だくを勝ち得た理由を解した。


「全体的にアウェイすぎる……！」


　オレは今、罵ば声せいまみれのスタジアムでボールをドリブルする日本代表の気分だった。


「そんなわけだから、フェミ男のことはいいとして、仕事に戻ろうよ」


　女子の一人が仕切って、部員たちが作業を再開しかけたときだった。


「待って、みんな」


　そう言ったのは絽美だった。


「もう一度ちゃんと、成道くんの気持ちを聞いてみてからでもいいかな。今朝は慌あわただしい中で聞いちゃったし、イヤだったらイヤって、ここで言って欲しいの。私たち部員が一人でも楽しんでなかったら、当日お客さんを楽しませることなんてムリだと思うから」


　そう訴うつたえる目は真剣で、心からオレを思いやってくれているのがわかった。小さな体でたった一人オレをかばってくれる姿は、誇こ張ちよう抜ぬきで女神様のようだ。


「ありがとう絽美、でもオレは大だい丈じよう夫ぶだよ」


　思わず、カッコつけてそう言ってしまった。


「絽美がそう言ってくれただけで、オレは充じゆう分ぶんだよ。呪いだろうが祝いだろうが、今のオレならドンと来いだぜ」


「でも……」


　絽美はかわいい顔で気き遣づかわしげにオレを見上げる。背の高さは平均くらいのオレだが、絽美との身長差はなかなかイイ感じだ。ああ、このままチューしたい！


　発作的によこしまな欲よく望ぼうに襲おそわれ、オレは悪あく霊りように憑つかれたエクソシストのごとく悶もん絶ぜつした。すると、彼女はふっと頰ほおの緊張を解いて微ほほ笑えむ。


「ありがとう、成道くん」


　大輪の花が咲さいたかのような、明るく素敵な表情だった。それを独ひとり占じめしてしまいたいと思ったのも束つかの間、彼女の笑顔はすぐさま他の部員たちに向けられた。


「じゃあ、協力してくれる成道くんのためにも、楽しい文化祭にしようね！」


「おーっ！」


　それでようやく女子が団結し、フェミ男人形の制作が始まった。


　制作過程はというと、まず市し販はんの型紙をいくつかのパーツに分けて拡大コピーし、人間と同じくらいの大きさの型紙を作る。あとは普通のぬいぐるみ制作と同じで、布を縫ぬい合あわせて綿をつめれば完成だ。もちろん顔の部分の布には、アイロンシートにしたオレの写真をプリントするのを忘れてはいけない。


「だけどさぁ、絽美はえらいよね」


　拡大した型紙をみんなで切り抜ぬいているとき、女子の一人が絽美に話しかけた。


「自分は佐さ々さくんとのことで部活どころじゃない心境だってのに、フェミ男なんかにまで気を配ってやってさ」


「ん、だって部活は部活だもの。私は部長だし」


「そういう責任感の強いところに、佐々くんも惚ほれたんだろうね」


「やめてよぅ」


　絽美はきゅうっと目をつぶって、恥はずかしそうに友人の肩かたを押した。


「でも絽美、マジでどうすんの？　カップル試験の間、佐々くんと会えないんでしょ」


「うん、でもしょうがないよね。試験は試験だもん」


　気落ちした声で答えた絽美は、そこで作業の手を止めた。


「テストが終わるまで、別れることにしたよ。佐々くんも気持ちは変わらないって言ってくれてるし」


「それにしても運が悪かったよね。おととい電話で告白されて付き合うことになったばっかりだったのに、昨日カップル試験の実じつ施しが発表されちゃったなんて。まだ二人きりで会ったこともなかったんでしょ？」


　その問いに、絽美は力なく頷いた。


「でも、これまでどんな男にコクられても付き合わなかった絽美が、今回に限ってよくオーケーしたよね。佐々くんのこと好きだったの？」


　そう尋ねられると、絽美は友人たちから視線を逸そらした。気まずげに口を引き結んで明後日あさつての方向を見つめ、頰をほんのり染める。


「よくわからないの。でも、サッカーしてるときはかっこいいなって思って見てた」


「んもー！　それを好きって言うんじゃん」


「奥手だねぇ、絽美は」


　ついにフェミ男人形の型紙をほったらかしにして、女子たちがきゃっきゃと騒さわぎ始めた。他人から鈍にぶい鈍いと言われるオレだが、ここへ来てようやく事情が呑のみ込めてきた。


　佐々一かず晶あき。


　小学生のときから同じ学校で、ヤツのことはよく知っている。昔から続けているサッカーは今やプロ級で、二年からは晴れて部のキャプテンだ。勉強はからきしなのに、卓たく越えつした運動神経と甘いルックスで女子から人気がある。本当はロクでもない女好きだが、聖☆ジュウに入ってからは割と大人しくしているので、ダマされている人間は多そうだった。


　そして一晶の大本命が、オレと同じく絽美だったのである。


「なんてこった……」


　茫ぼう然ぜんとして呟つぶやいてから、気がついた。


　でも、待てよ。


　たとえ一日であろうと、カップル試験の前に付き合った二人は、投票日に互たがいの名前を書くことができない。絽美は将来テレビ局のアナウンサーになるのが夢で、学業を頑がん張ばっているのもそのためだ。放送部のない聖☆ジュウなんかに来たのも、地元以外に悪名が知れていない本校には、この辺ではレベルの高い私立として難関私大の学校推すい薦せんが多く来ているからで、成績や内申に響くカップル試験に対して不ふ真面まじ目めに取り組むわけがない。


　ということは、だ。絽美は必ず、一晶以外の男と両想いになろうとするはずだ。


　ざ・ま・あ！


　オレは姿の見えない一晶を盛せい大だいにあざ笑った。


　ひょっとしてひょっとすると、オレはかなりラッキーなんじゃないだろうか。最大のライバルである男が、自ら墓穴を掘ほって頭から突つっ込こんでくれたようなもんだ。しかもこの様子だと、一晶は絽美とキスはおろか、手をつなぐことすらできていない模様だ。


　ラッキーオレ！　全然問題ナシ！


　浮うかれに浮かれ、心の中でサンバを踊おどった。いや、これはジルバか？


　とにかく、体育は２で盆ぼん踊おどりの輪にも入れないオレだが、脳内はもはや浅あさ草くさもブラジルも真っ青の一大カーニバルだった。


「ど、どうしたの、成道くん」


　絽美に声をかけられ、我に返った。


　しまった。うれしさのあまり、ついサンバが表に出てしまったか。


「そんなにトイレ行きたいなら、行ってきていいよ」


「いや、あの……」


「違ちがうんじゃない、絽美。フェミ男は踊ってたんじゃないの」


　隣となりの女子が半笑いで言った。


「そう、そうだよ。よくわかったね」


「やっぱり。それにしてもヘタなボックスだったね。もう座ったら」


　ああ……神よ……！


　オレは再び落ち込み、床ゆかに座って作業に戻もどった。


　サンバを踊ろうとしてボックスを踏ふんでしまうオレが、五試合連続でハットトリックを決め、聖☆ジュウ始まって以来のボールの魔ま術じゆつ師しと言われる生きた伝説の男に、どうやって勝てるだろう。絽美が一晶以外の男を選ぶとしても、その男にオレがなれる確率はとんでもなく低いんじゃあるまいか。


　まったく、オレはいつからこんなにネガティブになってしまったんだ。今のオレは、立ち便器へのオシッコの的すら外しそうなくらい、男としてまるで自分に自信がない。


　それもこれも全部、昨日「中の下」と言われたせいだ。あの瞬しゆん間かん、オレの信じてきた世界はひっくり返ってしまったんだ。


　考えれば考えるほど、絽美はおろか誰だれにも相手にされないような気になってきて、マイナス思考スパイラルはどこまでも続いた。


　誰でもいい、どこかにオレをイイと思ってくれる女子はいないのか。


　――瀬木くん、おもしろいです。


　藁わらをもつかむ気持ちで願ったとき、思い出したのは妹尾の笑顔だった。
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　週明けの月曜日、妹尾が学校に来なかった。


　あれからどうにかして彼女に取り入ろうとしたのだが、妹尾は大人しいので話しかけるきっかけに苦労して、なかなか仲良くなる機会を見つけられずにいた。


「なぁ、成道。不思議な娘こだと思わねぇか、妹尾雪菜って」


　昼休み、教室でパンを食べていると、妹尾の席に座っていた石いし田だが呟いた。


「何が？　ただの地味な女子じゃないのか」


「いや、そうであってもよ、普ふ通つうは地味な女子同士でグループ作ったりして、適当にひそひそ仲良くやってるもんだろ。あの娘って、仲いい友達がいねぇみたいなんだよなぁ」


「調べたのか？　さすがは願書の『趣しゆ味み』の欄らんに『女子チェック』って書いた男だな」


「おう、任せろ。中学が一いつ緒しよだったっていうヤツに早さつ速そく聞いてみたんだけどよ、彼女、昔からそうなんだと。笑ってるところも見たことねぇって言うし、なぁんか取っつきにくいらしいぜ」


「そうか？」


　オレはこの前の妹尾の笑顔を思い出していた。ちょっと大人しいだけの、普通の女の子だと思っていたのだが……。


「……なあ、石田。オレ、妹尾をデートに誘さそおうと思ってるんだけど」


「は？」


　オレの告白に、石田は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったような顔をした。


「何言ってんだよ。おまえ、瑞本絽美のことが好きなんじゃねぇのか？」


「そうだけどさ……」


　と、オレは深いため息をついた。


「どうもオレ、近ごろ自分に自信がなくてさ。絽美なんか夢のまた夢なのかなぁって。妹尾はあんな見た目だし、オレみたいな『中の下』でもデートしてくれるかと思って」


「おまえ、感心するくらいサイテーなヤツだなー」


　まさか石田にそんなことを言われるとは思わなかったが、ヤツは心からあきれ返った顔をしている。


「なんだよ、悪いか」


「悪いっつーか、どうなんだよ、それ。そもそも、おまえに女の子なんか誘えんのか？」


「誘えるとも！　オレが電話で誘えば、どんな女の子でも二つ返事でオーケーさ！」


「それはエロゲん中の話じゃねぇか。中古で安かったから買ったっつーアレだろ？」


「違うぞ、エロくない！　純愛だ！」


　誤解をしている悪友に、オレは親切に説明してやった。


「オレがやっているのは、伝説の樹きの下で女の子に告白されるような、元祖恋れん愛あいシミュレーションゲームだ！」


　オレの力説を聞いて、周囲の級友たちがちょっと遠巻きになった。


「い、いや、これもあくまでもカップル試験の予習でだね……」


「ったく、ゲームん中の女の子オトして予習した気になってたら世話ねぇよなぁ」


「けっこう勉強になるんだぞ、これが。シオリちゃんがなかなか手ごわくて……」


　と内容説明を始めそうになったところで、周りの視線が気になって話を戻した。


「とにかく、オレがリアルでデートなんかしたら、全校の瀬木成道ファンの少女が悲しむだろ？　だから、ゲームで我が慢まんしていたのさ。でも……」


　そこで改めて真弓先生に言われたことを思い出し、ちょっとヘコんだ。


「でも、オレはどうせ『中の下』なんだ。だったら、普通の男みたいに、デートの一回くらいしてみたいじゃないか！」


　そう訴うつたえると、周囲の女子が露ろ骨こつにオレへ視線を注いでくる。


「やだ、フェミ男ってばデートしたことないんだー」


　くすくす笑う彼女たちを見て、オレの心がわずかに和なごむ。


　やっぱオレ、人気者じゃん？


　ヴィーナスには届かなくても、普通の女の子なら全然イケるんじゃないだろうか。


「だから、オレは妹尾とデートがしたいんだ！」


「あのなぁ、成道……っとぉ!?」


　オレに何か言いかけた石田が、急に慌あわてて立ち上がった。それでヤツの背後を見たオレは、一いつ瞬しゆんにして顔を引きつらせた。


「せっ、妹尾……！」


　そこに立っていた妹尾は鞄かばんを提さげていて、今登校してきたばかりのようだ。オレが何も言わずに目を逸らすと、彼女は特に変わった様子もなく着席した。


　どうやら、今の会話は聞かれていなかったようだ。


　ちょうどパンも食べ終わり、話し相手の石田は自分の席へ帰ってしまった。しばらく一人でモジモジしていたオレは、思いきって口火を切った。


「遅ち刻こくだなんて、今日は何かあったのか？」


　鞄から筆箱を出していた彼女は、手を止めてオレの方を見た。周りのみんなは、とっくにオレへの関心を失っている。いつもの半分くらいの人口になった教室は、ほどよくざわついていて、ほどよくオレと彼女を二人きりにした。


　妹尾はためらいがちに口を開いた。


「弟が、熱を出したんです。だから病院に行っていて」


「弟……が？」


　オレだったら、妹が熱を出していても家族に任せて登校してしまうなと思った。


「えらいなあ、妹尾」


　その言葉に、彼女は生き真面まじ目めな表情のまま、うっすら頰ほおを染めた。


「えらくないです。当たり前の看病しかしてませんから」


「ふうん」


　なんとなく会話に嚙かみ合わないものを感じたオレは、そこでソワソワと話題を変えた。


「なあ、妹尾。今度の日曜日、空いてる？」


　すると、妹尾は眼鏡めがねの奥の目をぱちくりさせた。


「空いてますけど……どうしましたか」


「じゃあ、オレとデー……。デー……っと」


　ダ、ダメだ、その先がどうしても言えない……！


「はい？　デー……？」


　妹尾は困こん惑わくした表情をしている。


「い、いや、実はオレ、デーモン小こ暮ぐれ閣下の親しん戚せきで、今度の日曜に悪あく魔まのミサという名のライブがあるんだけど、よかったら妹尾も……」


　違う違う！　何言ってんだ、オレ！　誘えばいいってもんじゃないだろ！


「えっ、そうなんですか？」


「いや、間ま違ちがえた！　そうじゃなくて、あのな、デー……」


　ごまかせ、成道！　そしてスマートに誘い直せ！　「デー」だ！　デー……！


　デールとチップ。ダメだ、逆だ。


　デーンマーク。なぜ伸のばしたし。


　デイトン教授と不思議な……って誰だよソイツ。


　ええい！　もうめんどくさい！


「デートしようぜ、妹尾！」


　勢いで口にした瞬間、激しく後こう悔かいした。いくらなんでも軽すぎる……！


　しかし、信じられないことに、数秒の沈ちん黙もくの後、妹尾は静かに頷うなずいた。


「いいですよ。わたしでよければ」


　はにかみがちな微び笑しようを見せながら、彼女はそう答えた。
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　生まれて初めて、女の子とデートをすることになった。


　日曜日は、朝から落ち着かなかった。家にいてもそわそわするだけなので、予定より二時間早く家を出て、待ち合わせの公園へ向かった。


　そう、オレたちは今日、公園デートをする。都内にありながら緑が多く、ボート池まである広い公園は、高校生にぴったりの健全なデートコースだ。天気も良好だし、今のところ何も問題はない。


　待ち合わせした門に着くと、オレは妹尾がいつ来てもいいように一時間前からモデル立ちでキメつづけた。三十分が経たってふくらはぎの筋肉がプルプル震ふるえ出し、とうとう限界を迎むかえて攣つった脚あしを抱かかえケンケンしているとき、まったく時間通りに妹尾が登場した。


「大だい丈じよう夫ぶですか、瀬木くん」


「ああ……」


　左脚の痛みを利用し、オレはニヒルな表情を作った。


「キミこそ大丈夫だったかい。迷ったりしなかったか」


「はい。なんだかすごくお待たせしてしまったみたいで、すみません」


「いや、いいんだ、そんなことは……」


　そこで改めて彼女の姿を見て、はっとした。


　妹尾はもちろん私服だった。ブラウスにジーンズというオーソドックスな恰かつ好こうで、今日はみつあみにせず髪かみを下ろし、眼鏡もかけていない。それでも分厚い前髪は相変わらずで、野や暮ぼったい印象はそのままだった。


「眼鏡、してないんだな」


「はい。勉強しない日は外すようにしてるんです」


「それに、スタイルいいんだな。制服だとわからなかったけど」


　思わず目が離はなせなくなり、並んで歩き始めてから、横目で上から下までなめるように眺ながめさせてもらう。特に、歩くたびにぷるんと揺ゆれる巨きよ乳にゆうは注目に値あたいする。お尻しりは小さめだがウエストがすごく細いので、しっかりくびれているように見える。しなやかで女らしい、きれいな体型をしていた。


「ジーパンも似合ってるしな。そんな脚細いの知らなかったよ。もうちょっと制服のスカート短くしたら……」


　そこまで言いかけて、ふと思考が止まった。今思い出したのだけれども、妹尾はいつもスカートが長い。膝ひざ上うえ十センチどころか、常に膝が隠かくれているくらいだ。


　もしかして、あの校則免めん除じよ申しん請せいは……と考えて、すぐにバカらしくなった。逆ならまだしも、イマドキ校則に反してまでスカートを長くしたいと思う少女がどこにいるだろう。


「瀬木くんは、短い方が好きなんですか」


「えっ」


「スカートの丈たけです」


　ドキリとして見ると、妹尾は興味深げにオレを見上げている。


「いや、ボクはスカートの長い短いなんか別にどうだっていいと思っているのだがね。そんなものは実にくだらん問題だよ、うむ」


　ズバリ聞かれてしまうと、妙みようにカッコつけたくなるのが男心というもんだ。オレは急に真面まじ目めキャラになった。


「瀬木くん、やっぱりおもしろいです」


　妹尾はそう言って微ほほ笑えんだ。
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　オレたちはとりあえず、池に沿って設けられた遊歩道を散策することにした。


「あっ、そうだ。デート報告書、ちゃんと出しておいたからな」


「デート……報告書……？」


　オレの言葉に、妹尾はわからないような顔をした。やっぱり、まだみんなよく試験のルールを把は握あくしていないらしい。


「デートの約束をしたとき、提出しなきゃならない紙だよ。おととい、妹尾にもサインもらっただろ？　デートの場所と日時を書いて出すアレだよ」


　ちなみに、グループデートする時には「グループデート報告書」を出すことになっているし、期せずしてバッタリ会い、そのまま行動を共にしたときには、後日「ハプニング報告書」を提出する決まりになっている。


「出さないと減点ってすごいよな。どんな場所でこっそり会ってても、誰だれかから必ず密告が入るらしいぜ」


　というのも、この試験はあくまでも一年かけて異性を見定めて選び、最終的にその人と両想いになるというのが目標だ。だから、投票日前にカップルができることは防がなければならないし、デートの場所も「家」や「カラオケ」などの密室はダメだ。期間中に恋こい人びととしての既き成せい事じ実じつが認められた男女は、投票日で互たがいの名前を書くことができなくなる。


「ってことは、今のオレたちのことも、どっかで誰かが見てんのかな」


　気になってきて、辺りをきょろきょろと見回した。桜が散り終わった時節のせいか、休日の昼だというのに、公園はあまり賑にぎわっていない。ベビーカーを押した主婦たちや、いかにも散歩したがりそうな中高年、あとはカップルの姿がちらほら見えるといった具合だ。


　カップル、か。オレと妹尾も、そう見られているんだろうか。


　途と端たんに居い心ごこ地ちが悪いような変な気分になってきて、身をよじってくねくねした。


「どうしましたか」


「え？」


　不ふ審しんな動作を彼女に気づかれ、急いでごまかしの言葉を考えた。


「いや、腹減ったなーと思って。そういやメシどうする？　もう昼だよな」


　すると、妹尾は何やら持っていたバッグをごそごそさせた。


「お弁当、食べますか？」


「え!?」


　彼女が取り出したのは、ピンクの布に包まれたお弁当箱らしき物体だった。


「そそそそ、それ、妹尾が作ったのか」


「そうです」


　オレの反応を見て、妹尾は不思議そうに頷く。


「すっげぇー……」


　卵のカラすらまともに割れないオレは、家族がいない日は納なつ豆とうご飯かカップラーメンにしかありつけない。弁当作りなど夢のまた夢だと思うと、同い年の妹尾が一気に雲の上の人のように思えた。


　その思いは、広場のベンチに座って弁当を広げたとき、最高潮に達した。


「うわ、うまそう！」


　中に入っていたのは、卵焼きやからあげやタコさんウィンナーなど、お弁当の定番おかずだった。けれども、そのすべてがつやつやとおいしそうな輝かがやきを放っていて、食べてみると、味の方も期待を裏切らない出来だ。


「すごいよ、妹尾。料理部とかだっけ？」


　興奮して尋たずねると、彼女は首を横に振ふった。


「部活は入ってません」


「入ればいいのに。部長とかなれるぜ、きっと」


　オレの思いつき発言に、彼女はちょっと微笑んで目を伏ふせた。


「わたしは、そういうのには向いてないんです」


「なんで。やってみればいいのに」


「わたしはそんなに気が利きく人間じゃないから。自分の本当に大事な人たちに食べてもらえれば、それだけで充じゆう分ぶんなんです」


　そのとき、強い風が吹ふいて彼女の髪が揺れた。分厚い前髪の奥から一いつ瞬しゆん現れた眉び目もくが予想外にきれいで、胸を貫つらぬかれたように呼吸が止まった。


　この娘こ、もしかして、本当はすげーかわいいんじゃないだろうか。


　そう思って見てみれば、抜ぬけるように白い肌はだが描えがく横顔のラインもなるほど美しい。どうして今まで気づかなかったのだろうかと、急に心臓が速くなった。


　いや、オレだけじゃない。きっと誰も気づいていないんだ。あの石田でさえノーマークだったくらいなんだから。


「瀬木くん、ちょっとこっち見てください」


　動どう揺ようしていると、そう声を掛かけられた。


「え、何……」


「ご飯、ついてますよ」


　言うが早いか白い手が迫せまってきて、やわらかな指先がオレの口の横に触ふれた。そして、彼女は米こめ粒つぶの塊かたまりがついたその指を、何のためらいもなく自分の口元へ持っていったのだ。


「ほら。おいしいのに、もったいない」


　そこで見せた笑え顔がおはいつになく無む邪じや気きで、オレの心臓は爆ばく発はつ寸前だった。


　惚ほ・れ・る！


　これはヤバい、これはヤバいぞ！　決して女性に慣れていないわけではないが、度たび重かさなる偶ぐう然ぜんによって、たまたま彼女いない歴十六年でドーテーを守りつづけている「中の下」の男に、一体なんてことをしてくれるんだ！


「ちょ、な、何をするんだね、キミは……」


　慌あわてふためいて真面目キャラも中ちゆう途と半はん端ぱなオレを見て、彼女がはっと気がついたように笑みを引っ込めた。


「ごめんなさい。つい弟の世話をしてる気分になってしまって……」


　みるみるうちに赤面する彼女に負まけず劣おとらず、オレはゆでダコのようになっていた。


　そうして、オレたちが二基のポストよろしくベンチに鎮ちん座ざしているときだった。


「こら、来なさい、ベッキーちゃん！」


　近くで女性の声がした。見れば、オレたちのベンチに一いつ匹ぴきのチワワが近づいてきている。フリフリの高そうな服を着こんで、ブランド物のリードにつながれたセレブ犬だ。


「い、いぬ……！」


　何を隠そう、オレは犬が大の苦手だ。まだ赤ん坊ぼうの頃ころ、じーちゃんの屋や敷しきに遊びにいって、真っ黒なドーベルマンに頭からパックリくわえられたのが原因である。





[image: ]


「かわいいですね」


　おびえてプルプル震ふるえるオレの隣となりで、妹尾は身をかがめて足元の犬を撫なで始めた。


「ごめんなさいね。犬、お好き？」


　いいえ、嫌きらい！　大嫌いです！


　けれども、飼い主の女性が聞いているのは顔面蒼そう白はくのオレに対してではなく、当たり前だが妹尾の方だ。


「好きです。特に小型犬はかわいいですね」


「でしょう、もう家族の一員よ。あなたも何か飼ってるの？」


「いいえ。いいな、とは思いますけど」


「いいものよぉ。誰かお家の人にアレルギーでもあるの？」


　オレはただただ、リードを握にぎる若奥様と妹尾の会話を見守っていた。


　こうしてハタから見ていると、石田の言っていたことがちょっとわかる気がする。妹尾の声は甘く落ち着いていて、聞いているだけで人をほっとさせるものがあるけれども、そこには同時に、ある種の冷たさのようなものも漂ただよっていた。


「いいえ。でも、ペットは飼わないって決めてるんです」


　そう言って、妹尾は犬を撫でる手を止めた。


「『家族』が死んだら、悲しいと思うから」


　一瞬、周りの空気が止まった。犬の飼い主は憮ぶ然ぜんとした表情になる。


「せ、妹尾……」


　周囲から「空気が読めない」レッテルを貼はられているオレだが、この気まずさはさすがに感知した。助け舟ぶねを出そうとしたとき、自分の右足首が何やら妙に生ぬるいのに気づいた。


「んがーっ！」


　なんと、オレの足元ではチワワが短い脚をえいっと上げ、一いつ丁ちよう前まえに気持ちよさそうな顔で用を足しているではないか！


「あらヤダ！　何してるの、ベッキーちゃん！」


　飼い主は慌ててリードを引くが、ベッキーちゃんのマーキングはちょろちょろと続く。


「こんなお行ぎよう儀ぎ悪いことするの初めてだわ。ごめんなさい、これ洗せん濯たく代」


　若奥様はオレの手に千円札を握らせると、何が気に入ったのか未いまだ名残なごり惜おしそうにオレのボロスニーカーを見ているチワワを引っ張り、逃にげるように立ち去ってしまった。


「なんだ……今の……」


　降って湧わいた災さい厄やくとしか言いようのない出来事に、オレはしばらく放心状態になった。


　そのまま天を仰あおいでいると、ふと足首に触れる物がある。いつの間にか、妹尾がオレの足元にしゃがみこんで、ベッキーちゃんの聖水を拭ふいてくれていたのだ。


「いいよ、妹尾。そんなきれいな……」


　レースのついた白いハンカチに申し訳なくて止めたが、彼女は慣れた手つきでズボンの裾すそを叩たたくように拭きつづける。


「早いうちの方が、シミは取れますから」


　そう言う顔は真しん剣けんそのもので、オレは彼女を見下ろしながら、今日あったことや石田から聞いたこと、色々なことを思い返していた。


「……キミは、不思議な娘こだね」


　オレが言うと、妹尾はふわりと顔を上げた。


「わたしからすれば、瀬木くんの方がずっと不思議です」


　そう言って、彼女はいつもの微び笑しようを見せた。


「今日は誘さそってくれてありがとうございました」


「いや、うん……」


　これがまさか「オレが男としての自信を取り戻もどすため」のデートだったとは、彼女は思いもしないだろう。そう思うと、急に罪悪感のようなものに襲おそわれた。


「瀬木くんといると、楽しいです」


　そこでもう一度微ほほ笑えんだ彼女を見て、ふと胸を打たれた。


　そうか。今気づいた。


　妹尾の笑顔は、どこかせつないんだ。





　　　　　☆





　家に帰ってきてから、オレはずっと抜け殻がらのようにぼんやりしていた。


　妹尾雪菜。なぜか心に残る娘だった。


　あれからオレたちはデートを再開しようとしたのだけれども、足元からイイ感じに漂ってくる芳ほう香こうにオレ自身が耐たえかねてテンションがダダ下がりになり、結局ほどなくして家路を辿たどることになった。


　男としての自信うんぬん以前に、妹尾のことが気になって仕方なくなってしまった。そんなデートだった。


　このままじゃいけない。オレはヴィーナスをオトすんだ。


　原点を再確認すると、オレは机に向かい、ノートと学年名めい簿ぼを広げた。先生から情報を得ることに失敗したので、自らヴィーナスの当たりをつけてみようと思ったわけだ。


　まずは、容姿のいい娘をピックアップすることにした。オレの中では絽美が断然トップだけれども、とりあえず一いつ般ぱん的にかわいいとかキレイとか言われるタイプの女子はすべてチェックした。百名弱の女子の中から、アイドルオーディション並みに厳しく審しん査さして九人、普ふ通つうに採点して三十八人の美少女を挙げることができたのは、さすが聖☆ジュウといったところか。


　次に、その中で明らかに学業成績の悪い娘を振り落とした。テストのたびに複数科目で補習になっているようなおバカさんは、他ほかがどんなに良くてもヴィーナスはムリだろう。


　結果、とてもかわいい女子の中でとても成績がいいのは、絽美と他一名だけになった。まあまあかわいくて成績がすごくいい子、すごくかわいくて成績がまあまあの子はいたので、一応候補として取っておく。


　最後に、性格の評価について考えた。オレ自身の主観だけでなく、周りからの評判の良し悪あしや、噂うわさなども考こう慮りよした結果、すべての項こう目もくでパーフェクトなのは絽美だけになった。


　やっぱり、ヴィーナスは彼女しかいない。


　オレは一年後、絽美から選んでもらえる男になるんだ。


　そのためには、どうせ絽美と両想いになれない一晶なんかを目指したってしょうがない。この学園で唯ゆい一いつヴィーナスに釣つり合う魅み力りよくを持つ男、ヒーローを目標にするんだ。


　オレのライバル、ヒーロー候補は誰だれだ。


　今度は男子の名簿とにらめっこし、血ち眼まなこになって再び評価を始めた。女子より辛からめの採点でザコから軒のき並なみ振ふり落としまくった結果、最後に残ったのは一人の男だった。


　黒くろ川かわ将しよう。


　絽美と同じＤ組の男子で、オレとは去年同じクラスだった優等生だ。一年のときから定期試験では常に学年二位に君臨しつづけ、外見、人ひと柄がら共にケチのつけどころがないのが地じ団だん駄だを踏ふみたいくらい悔くやしい、完全無欠のイイ男だ。


　黒川に勝って、オレはヴィーナスである絽美にふさわしい男になるんだ。




　第二章　頑張り屋と言われたオレ




　新しい目標を掲かかげたオレは、翌日、決意も新たに学校へ出かけた。


「よぉ、妹せ尾お雪ゆき菜なとの公園デート、どうだったんだよ？」


　その矢先、下げ駄た箱ばこのところで石いし田だにからまれ、驚おどろいて口をぱくぱくさせた。


「なんでそれを……」


　妹尾とのデートの詳しよう細さいは、面めん倒どうだから秘ひ密みつにしておいたのに。


「水みず臭くせぇよなぁ、成なる道みち。人生初のデートのことを、親友にも黙だまってるなんてよぉ」


　石田は眉まゆを下げ、大げさに悲しい顔を作る。


「誰が親友じゃい」


　とりあえずツッコんでから、問題はそこではないのに思い至った。


「なあ石田。なんでオマエ、それ知ってるんだ？」


「なんでも何も、おまえらデート報告書、書いただろ。あれって先生たちにまとめられて、『今週末のデート予定者』みたいに、職員室に貼り出されてるんだぜ」


「ま、マジで!?」


　うちの学園の教師には、ぜひ懇こん切せつ丁てい寧ねいに「プライバシー」という言葉を教えてやりたい。まあ、みんなじーちゃんや叔お母ばさんの方針で仕方なくやってるんだろうけど。


「で、どうだったんだよ、デート」


　石田がしつこいので、オレは下駄箱に立ったままデートの顚てん末まつを語った。


「……ってわけ。オレは今日から気持ちを切きり替かえて、絽ろ美みにバク進しんするぜ」


「はぁ？　おまえって、罪深いくらいの単たん細さい胞ぼうだなぁ」


「は？」


　石田を見上げると、ヤツの顔にはいつものふざけたような表情がなかった。


「妹尾雪菜、ひょっとしておまえに気があるんじゃねぇの」


「え？」


「だってそうだろ。初デートで弁当作ってくるって、普通なくねぇ？　しかも、『自分の本当に大事な人たちに食べてもらえれば……』とかなんとか言ってるってことは、おまえがその『大事な人』だってことなんじゃねぇの？」


「ま、まさか……」


　オレとしたことが、まったく気づかなかった！


　しかし、言われてみれば確かにそうだ。石田の言う通りかもしれない。いや、そうとしか思えない。


「ありがとう、我が親友よ！」


　考えているうちに興奮してきて、石田を突つき飛ばして教室に走り出した。


　なんだオレ！　やっぱモテるじゃん！


　有う頂ちよう天てんになって本ほん鈴れい直前の教室に駆かけ込こみ、自分の席へまっしぐらに向かった。


「おはよう、妹尾」


　目をぎらぎらさせて隣となりの席に挨あい拶さつすると、いつものように眼鏡めがねをかけた妹尾が、少し微笑んで会え釈しやくしてくれた。


「おはようございます」


「なあ、妹尾。昨日はどうしてお弁当作ってくれたんだ」


　唐とう突とつすぎるとは思ったが、そんなことには構ってられない。勘かん違ちがいして浮うかれていたら、瀬木家末代までの恥はじだ。


　妹尾は少々面めん食くらった様子で、ほぼ席の埋うまった教室を見回した。


　しまった、ちょっと声が大きかったか？


　しかし、運良く誰もこちらを気にしていないのがわかると、妹尾は再びオレを見た。


「先週、あれから弟がずっと小学校を休んでいて、家でもお粥かゆしか食べないから、お弁当日用に買っておいた食材が余っていたんです。お花見で有名な広い公園だし、お天気もいいって予報があったから、食べるの手伝ってもらえたらと思ったので。迷めい惑わくでした？」


　オレはあからさまにがっかりした。妹尾の話は実に筋が通っている。


　石田のうそつき！


　ほとんど涙なみだ目めになりかけながら、悪友を呪のろって授業の用意をした。フォローの言葉ならいらないぜと、何か言いたげな妹尾の視線には気づかないふりをした。
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　その日ぐらいから、徐じよ々じよにクラスの様子がおかしくなり始めた。カップル試験の意識が生徒にも浸しん透とうしてきたのか、男女が意識し合って気軽に会話もできないような、ぎこちない空気が漂ただよい出したのだった。


　終礼が済むと、オレは居い心ごこ地ちの悪いＣ組を出て、隣のＤ組へ向かった。


　目的は一つ、敵情視察だ。敵を知り己おのれを知れば百戦危あやうからず、とは、中国のえらい人の兵へい法ほうだと聞いた。オレは敵を知るんだ。


　オレのライバル、ヒーロー最有力候補の黒くろ川かわ将しようはどこだ。


　Ｃ組に負けず劣おとらず、Ｄ組の雰ふん囲い気きもビミョウだった。どことなくよそよそしい男女が三々五々帰っていく教室を探してみると、絽美の姿はもうない。人気者の彼女は、一年の頃ころから、休み時間や放課後になるとたちまち誰かに連れ去られてしまうのだ。


　そんな中、本日のターゲットを見つけた。


「黒川、黒川」


　近づいていって声を掛かけると、席の前に立って鞄かばんに大量の教科書を入れていた男子生徒が顔を上げた。


　げっ。コイツまさか、毎日教科書を持ち帰ってるのか。


「瀬せ木きくんか。どうしたんだい」


　余計なところでカルチャーショックを受けているオレを、黒川は微笑と共に見下ろした。


　悔しい。身長もだいぶ負けている。石田もわりかしノッポな方だけれども、それよりもっと高くて、百八十はあるんでないだろうか、コイツ。


　思春期の男子にとって、身長というのは一種の権力だ。少なくとも、オレにとってはそうだ。オレは精いっぱい背せ伸のびして黒川を見上げた。


「なあ、駅まで一いつ緒しよに帰らないか？」


「えっ、どうして」


　黒川はきょとんとした顔をする。そりゃそうだろう。オレと黒川が直接会話をしたのは、去年の十二月にあった期末試験の日、休み時間にカッコよくペン回しをしながら教科書を見ていたオレの手から、誤ってプロペラのように飛んでいったシャーペンを、前の前の前の席にいた黒川が拾ってくれたときくらいだ。ちなみに、オレは「縁えん起ぎがいい」と三日間そのシャーペン一本で試験を頑張ったものの、結果はいつもと同じだった。


「いや、あの、去年同じクラスだったよしみで、いや、出席番号が近かったよしみで……」


　薄うすいつながりを引っ張り出してきて懸けん命めいに主張すると、黒川は得心したように頷うなずいた。


「ああ、君のクラスも気まずいのか」


「え？」


「ほら、試験の準備期間が始まって、なんとなくクラスメイトとぎくしゃくしてるんだろう。女子と話しづらいだけじゃなくて、男同士でも腹の探さぐり合いみたいのが始まっているみたいだから」


「ああ……」


　確かに、黒川のような男は同性から警けい戒かいされるだろう。オレだって、ヘイホーだかヘイヘイホーだかの教えを実じつ践せんしようと思わなければ、こんなヤツには近づかない。


「そう、そうなんだよ、黒川」


「そうか、やっぱり」


　黒川は明るく笑った。


「そういうことなら、仲良くしよう。どうして僕を選んでくれたのかはわからないけど、君とは今まで余計なしがらみがなかった分、本音を言えそうな気がするよ。変なテストだけど、一年間、一緒に頑張ろう」


　さわやかな笑え顔がおを向けられて、オレは息を呑のんだ。


　どうしよう、コイツ。


　黒川のあまりの文科省推すい薦せん図書ぶりに押されつつも、ともかく一緒に下校することに成功した。


「黒川くーん、さようなら」


　下駄箱のところに来ると、女子の二人組がうれしそうにこちらに手を振ってきた。


「さようなら」


　黒川は穏おだやかな笑みでそれに応じる。その板についたような応対に悔しさを隠かくしきれないでいると、彼女たちはなんと、オレの方にも手を振ってくれたのだ。


「フェミ男もバイバイ！」


「お、おお……！　バイバイ！　バイバーイ！」
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　慌あわてて、彼女たちに両手を振り返す。


　女の子から声を掛けられるなんて、さすがはオレだ。でも、これはひょっとしなくても、たぶん黒川と一緒にいるせいなんだろうな。


　イケメンすげー！


　そう、大変遺い憾かんながら、黒川は確かに正統派のイケメンだった。くどくない程度にはっきりした顔立ちに、黒くろ髪かみのごくノーマルな髪形で、学ランの着方も実に校則に則のつとっており、一言で言えば「好青年」といったさわやかな風ふう体ていだ。


　こういう男がモテるのかと思うと、なんとも世の中やりきれない感じがする。オレだって決して負けてはいないと思うけれども、オレとはまた違ちがったタイプの男前だ。


　そんなことをぐちゃぐちゃ考えていて、黒川と何を話したのかまったくわからなかった。


「あっ、雨だね」


　駅が近くなった頃、黒川が呟つぶやいた。天を仰あおぐと、なるほど、空はどんより灰色になっていて、目の中に水すい滴てきが目薬のように命中した。


「げーっ、マジか。今日そんな天気予報だったっけ」


　次し第だいに大きくなる雨あま粒つぶに焦あせっていると、黒川が教科書でパンパンになった鞄を開けた。


「折り畳たたみ傘がさ、あるよ。一緒に使おう」


　すげぇ、こいつ。雨天対策までカンペキなのか。


　男と相合傘というのはあまり気持ちのいいものではなかったけれども、駅はもうすぐそこなのでありがたく入らせてもらう。


「なあ、黒川。オマエ、毎日教科書持って帰って勉強してるのか」


　オレはさっきから気になって仕方ないことを聞いてみた。


「ああ、うん」


　黒川は頷く。


「必ずしも毎日家で使うわけではないんだけど、鞄は重くしておいた方が筋トレにもなっていいだろう。僕は運動部にも入ってないし、体がなまりがちだから」


　ああ、くそっ。そういやコイツ、スポーツも万ばん能のうだった。


「すごいなあ、黒川は。ご自じ慢まんの筋肉を触さわらせてくれよ」


　オレはちょっとイヤミな口調で言い、傘を持つ黒川の腕うでに手を伸のばした。


　いくら気取ったことを言っていても、どう見ても頭でっかちのもやしっ子にしか見えない。体育の授業は切り抜ぬけられても、オレの目はごまかせないぜ。


「いいけど、全然自慢ではないよ。あまりないだろう？」


「……！」


　オレはおそるおそる黒川の二の腕から手を離はなした。


「細マッチョ……」


　そうなのです。黒川くんは、ゴリゴリの筋肉こそないものの、すらりとした手足にさりげなく男らしい隆りゆう起きが現れた、それはそれは女の子にモテそうな体型をしていたのです。


「……瀬木くん。瀬木くん？」


　悔くやしさと羨せん望ぼうとで茫ぼう然ぜんとしていたオレは、黒川に呼びかけられて我に返った。いつの間にか、オレたちは駅の改札に入っていた。


「ああ、もう着いたのか……」


　黒川はオレと逆方面の電車のようなので、一人よろよろとホームへ向かおうとした。


「瀬木くん」


　そこを呼び止められて振ふり向むくと、黒川は畳んだ傘をオレの方に差し出していた。


「これ、君が持っていっていいよ」


「え、でも……」


「僕の家、駅の近くなんだ」


　そう言ってオレの手に折り畳み傘を押しつけると、黒川は洗顔料のＣＭに出てくるお兄さんのようなさわやかスマイルを浮うかべ、逆方面のホームへ去っていった。


「なんなんだ、アイツ……」


　あんなヤツとオレが、同じ二足歩行をする生き物でいいんだろうか。


　オレはなんだか四つん這ばいで歩きたいような気分になりながら、やってきた電車につんのめるようにして乗った。


　自分でヒーロー最有力候補と目星をつけたのだから、オレにだって黒川のすごさはわかっていたつもりだ。けれども、実際サシで話してみると予想以上の手ごわさで、手も足も出ないとはまさにこのことだ。


　あんなヤツに勝つなんて、青いネコ型ロボットでも手に入れないかぎり不可能だ。


　そう考えて肩かたを落としたとき、頭に浮かんだのは、じーちゃんの顔と蜂はち子こちゃんの悲しいまなざしだった。


　そうだ。別にオレがヒーローになる必要はないんだ。ただし、ヒーローに近づく努力をしなければ、ヴィーナスにふさわしい男にはなれない。


　黒川はすごいヤツだが、高校生としてとりわけ特別なことをしているわけじゃない。校則を守って、文武に励はげんで、他人を思いやって生きているだけだ。そんな当たり前のことを当たり前にできるヤツが、世の中には案外少ないのかもしれない。


　柄がらにもなくそんなことを考えていたオレは、電車の窓に薄く映った自分の姿を見つめた。


　――髪の金メッシュが校則違い反はんで減点。


　真弓先生の厳しい言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。


「とりあえず、変えられるところから変えるとするか」


　そうして、最も寄より駅に着くと黒川に借りた傘を差し、近所の美容院に寄って帰宅した。





　　　　　☆





「見た？　フェミ男が、あのライオンとトラの混血みたいな髪形やめたわよ」


「見た！　制服着き崩くずすのもやめたよね。カップル試験に向けて、モテようとしてんのかしら」


　次の日、予よ鈴れいのかなり前に登校したオレのナチュラルダークヘアを見て、女子たちが口々にざわめいた。


「早さつ速そく、話題の人になってしまったか……フフ……」


　オレは着席してほくそ笑み、一人悦えつに入ってぞうきんの並み縫ぬいを始めた。


　超ちよう時空イケメン、パーフェクト成道サマの復活だぜ！


「ミッション達成まで、あと十五枚だーっ！」


　そうやってスイスイ針を進めていると、予鈴五分前になって妹尾がやってきた。


「おはよう、妹尾」


　どうだとばかりに顔を向けると、妹尾はオレの顔をじっと見た。


「おはようございます、瀬木くん」


　あれ、何もなしか。


　少々がっくりしたオレは、彼女にイメチェンの感想を聞くことなく孤こ独どくな裁さい縫ほうを続け、そのうちに本鈴が鳴ってしまった。


「今日は皆みなさんに、『バースデー・デート』についての確かく認にんを行います。皆さん、説明会のときにカップル試験についての冊子を渡わたしましたが、ちゃんと読んでいますか？」


　入ってきた真ま弓ゆみ先生が教きよう卓たくから尋たずねると、生徒たちは前後左右の級友と顔を見合わせた。先生は大きくため息をつき、肩と一いつ緒しよにボインが上下する。


「では、改めて確認します。貴方あなたがたは全員、自分の誕生日に『バースデー・デート』をする権利を持っています。自分が誕生日を祝って欲しいと思う異性一人に、三日前までに申し込んでオーケーをもらってください。あとは専用のデート報告書を提出すれば、当日は自由にデートできるのよ。ただし、デート場所は校内限定、時間も二時間までと決まっています。また、このデートを行わなかった人の成績ポイントは、警告を受けたのと同じくらい下がります」


　えーっ、という不満の声が教室内から起きた。この分だとみんな冊子を読んでいないようだ。オレも、なまじ他人より予備知識があるだけに油断していた。


「準備期間より前に誕生日だった人は振り替かえられますが、このクラスに該がい当とう者はいません。バースデー・デートをする意志のある人は、早めに届けをお出しなさいね」


　オレはふむ、と唸うなった。


　オレの誕生日はまだまだ先だが、絽美の誕生日は七月四日、「ナシの日」だ。ここで絽美からデートの申し込みを受けられれば、彼女と両りよう想おもいになるのも夢じゃなくなる。


　なんとしても、オレのイケメンパワーで絽美のバースデー・デート権をもぎとる！


　当面の目標を見み据すえ、オレは大きく鼻の穴をふくらませた。





　　　　　☆





　その日は午前中に体育があった。


　聖☆ジュウは一クラスがあまり大きくないので、体育や音楽、美術のような特別科目は二クラス合同で行われる。ＡとＢから順番に組み合わされ、オレたちＣ組はＤ組と一緒だ。


　今日の授業は、体育館でバレーボールだ。うちの女子の体操着は、変態じーちゃんの暴走によって時代錯さく誤ごなレトロブルマに決まっているから、女子たちが太もものきわどいところを揺ゆらしてボールをレシーブする姿が、なんとも顔のにやける逸いつ品ぴんだった。


「絽美、行ったよ！」


　隣となりの女子コートから声が聞こえ、オレは自分の試合そっちのけでネットの向こうを見た。


　絽美はブルマ姿もかわいい。彼女が普ふ段だんから愛用しているニーソックスが、ブルマとセットになると、また違った魅み力りよくを醸かもし出している。「瑞みず本もと」と書かれた上着は体にぴったりと添っていて、本人が気にしている貧ひん乳にゆうが如によ実じつにわかるのも愛らしい。オレは大きくても小さくてもイケる口なので、絽美の体操着姿は大のお気に入りだった。


「はいっ！」


　絽美は大きく叫さけんで、ボールを拾うため宙に身を投げ出した。かなり遠かったので間に合わないかと思いきや、絽美は小さな体を目いっぱい伸ばし、右手の先がなんとかボールを弾はじくことができた。彼女の体はそのまま勢いよく床ゆかに叩たたきつけられ、オレは思わず心配で身を乗り出す。その脚あしや肘ひじは、早くも真っ赤に腫はれていた。


「ナイス、絽美！」


　ボールはつながって敵コートで得点になり、絽美のチームは彼女を囲んで喜び合った。


　絽美はいつでも、何事に対しても一いつ生しよう懸けん命めいだ。あんなキラキラした素す敵てきな女の子、他ほかではちょっとお目にかかれないと思う。


　そんなことを思いながら、ふと視線をずらした。コートの隅すみには、本日の体育見学者たちが並んで座っている。何気なくそのメンツを見て、オレは固まった。


　妹尾と黒川が、並んで座っている。それだけではない、彼らは何事かをずっと話していて、他の見学者から二人だけが明らかに離れていた。


　妹尾が笑った。


　オレに見せるのと同じ笑顔を、彼女は黒川にも見せて歓かん談だんしていた。





　　　　　☆





「どーしたんだよ、成道。いつにも増してシケたツラしやがって」


　授業が終わって更こう衣い室に帰るとき、石田がまたオレをからかいに来た。


「なんだよ。どうもしないって」


「何怒おこってんだよ。機き嫌げんわりぃな」


　あきれたような石田の言葉を聞いて、初めて気がついた。オレ、怒ってるのか。


　誰だれに？　何に？


　その答えは、教室に帰るとすぐにわかった。席に戻もどって妹尾を見たオレは、さっきのことを問いただしたい衝しよう動どうを抑おさえられなかった。


「妹尾、今日体育見学だったんだな」


「はい」


　オレのただならぬ雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、彼女は圧あつ倒とうされたように頷うなずいた。


「どうして。体調でも悪かったのか。そんな風に見えなかったけど」


　その問いに、妹尾はしばらく視線をさまよわせた。やがて、オレが断固たる構えであるのを認めると、おずおずと口を開いた。


「ええ、ちょっと……あの……」


　……！


　そこでオレはピンと来てしまった。そうか、つまり、その、女性特有の日とか、もしかしてそういう事情か。


「じゃ、じゃあ、なんで黒川と話してたんだ？　まさか友達だとか？」


　慌あわてて質問を続けると、妹尾はこくりと頷いた。


「友達です」


「え、なんで？　去年も違ちがうクラスだっただろ」


「小学校の頃ころ、わたし、黒川くんのお母さんにピアノを習っていたんです。だから、あの人のことはこの学校に入る前から知ってました」


「へえ」


　そんな答えは予想外だったので、いつの間にか怒いかりを忘れて興味を引かれた。


「妹尾、ピアノなんか弾ひけるんだ。すごいなあ」


「すごくないです。もうやめたことですし」


　そう言った顔は、オレの目にもわかるほどさびしげだった。


「もう習ってないのか」


「はい」


「もったいないな。じゃあ、吹すい奏そう楽がく部とか入ればいいのに。あとは軽音とか……ん？　軽音にピアノってあったっけ」


　オレが迷っていると、妹尾が笑った。


「どちらにも、ふつうピアノのパートはありませんよ」


「あ、そう……なの」


　とんだマヌケをさらしてしまい、立ったまま肩を縮めて恥はじ入った。そこで妹尾はオレを見上げる。


「瀬木くんは、部活が好きなんですね」


　まぶしそうな、少し大人びた表情をする彼女。


　なんだろう、妹尾と話していると、オレはうんと年上のお姉さんとお話ししているような気分になってしまう。


「だって、楽しいじゃんか、部活。みんなでワイワイ一つのものを作ったり、その中で好きな人ができたり……」


　しどろもどろに答えていると、妹尾は再び口元に微び笑しようを敷しいた。


「ピアノは音が強いから、なかなかみんなと合わせることができないんです。たった一台で、力強い旋せん律りつを奏かなでてしまう楽器だから」


　その言葉に、オレはなぜかはっとした。


「ピアノ……が？」


「はい、ピアノが」


　妹尾は不思議そうに頷く。


　オレが思い出していたのは、公園でデートしたときの彼女の美しい横顔と、凍いてついた刃やいばのようにその場の時間を止めた彼女の言葉だった。


「妹尾……」


「瀬木くん」


　オレが何か言おうと口を開いたとき、妹尾がこちらを見つめて微ほほ笑えんだ。


「その髪形、素敵ですね」


　甘い音色の声が、このときばかりは鋭するどい弾だん丸がんとなってオレの胸の中央を射い貫ぬいた。





　　　　　☆





　まいった。実にまいった。


　あれから、オレの頭を妹尾が離はなれてくれない。


　翌朝、ようやく乾かわいた黒川の折おり畳たたみ傘がさを持って、重い足取りで学校へ向かった。


　オレは断じて、妹尾に惚ほれたのではない。妹尾はおさげ眼鏡めがねなダサ子ちゃんだし、オレが好きなのは学年一カワイイ絽美であって、カップル試験でヴィーナス賞を獲とるためにも、オレは絶対に絽美と両想いにならなければならないんだ。


　そうだ。これは思春期にありがちな、ちょっとした気の迷いだ。


　自分にそう言い聞かせて校舎に入り、まだ予よ鈴れい直後だったのでＤ組へ直行した。少しでも、妹尾の近くにいる時間を減らしたかった。


「黒川、これありがとう……」


　手にした折り畳み傘を返すと、すでに着席していた黒川はコホコホと咳せき込みながらそれを受け取った。昨日体育を休んだだけあって、かなり体調が悪そうだ。


「ごめんな、黒川。やっぱオレに傘貸したから風邪かぜ引いたんだろ」


「いや、君のせいではないよ。帰ってからすぐ着き替がえればよかったのに、億おつ劫くうがってそのままでいたものだから」


　具合の悪いときにまでこれって、コイツ、どこまでもナチュラルにいいヤツなんだな。


「……なあ、石田。ヒーローって誰だと思う？」


　教室に帰ると、まだ席に着きたくなくて悪友の元へ向かった。


「んあ？　なんだよ、いきなり」


　机に突つっ伏ぷしていた石田は、眠ねむそうに頭を起こす。


「んなもん、黒川将に決まってるだろ」


「やっぱりか……」


　オレは肩かたを落として嘆たん息そくした。


「はー。あんなカンペキな男、どうして聖☆ジュウなんかに来たんだろ。カイセーとかワセダとか、もっと頭いい私立はあるじゃんか。アイツなら行けただろうに」


「大方、理事長のコネ目当てじゃねぇの。おまえのじいさん、学校だけじゃなくて、いろんな会社の経営してんだろ。業界関係者にもうちの卒業生が多いっていうし、うちの偏へん差さ値ちがいいのも、美少女目当ての野や郎ろうと、就職目当てのヤツらがいるからだって話だぜ」


「ふーむ。案外あさましいヤローなんだな、黒川……」


「当たり前だろ。あんなサイボーグみたいなヤツ、ロクな人間じゃないぜ」


　石田は顔をしかめ、大げさに拒きよ絶ぜつ反応を示した。


「ったく、ああいう野郎は苦手っつーか、ほんと合わないんだよなぁ、俺」


　そりゃ、オマエとは百八十度違う人間だもんな。オレともだけど。


　でも、オレは黒川を見習うと決めたんだ。


　渋しぶい顔をする石田を見ながら、オレも早くコイツから敬遠される存在になりたいと願った。





　　　　　☆





　さて、オレが黒川を目指すに当たって、大きな難関がある。


　ズバリ成績だ。学年二位が定位置の黒川に対して、オレは入学以来、百番の壁かべを切れない中の下の成績順位をキープしている。


　一学期末の試験では、まず二ケタ台にはならなくては。


　四月は授業日が少ないので、あっという間に連休がやってきた。遊ぶお金も友もないオレは、このゴールデンウィークこそ勉強しようと覚かく悟ごを決めた。が、決めたそばから恋れん愛あいシミュレーションゲームの女の子たちがオレを誘ゆう惑わくする。


　貴重な休日を二日も使ってシオリちゃんをオトし、連休三日目にして自分の部屋を出なければダメだと悟さとった。とにかく、家にいたら勉強なんかできない。


　かといって、連休中の図書館は本気の自習生で席が埋うまりまくっているし、行き場のないオレは仕方なくファーストフード店に入って、百円ドリンクでねばろうと方針を固めた。


　一人で二人席に腰こしかけ、テーブルの上に英語の教科書とノートを広げる。けれども英文がサッパリわからず、単語から覚えようと単語帳を開いた。そして、気づけば三十分同じページを眺ながめていても、スペルが覚えられたのは最初の一単語だけなのに愕がく然ぜんとした。


　ダメだ。誰かオレに勉強を、いや、勉強のやり方を教えてくれ……！


　絶望的な気分に陥おちいり、みるみるやる気が減退しているときだった。


「かわいい娘こだなぁ……」


　お昼時になって人が増え始めた店内で、トレイを持ってこちらにやってくる一人の少女に目が留まった。小さくて、目がぱっちりしていて、ちょっと小こ悪あく魔ま顔で、ふわふわのショートボブで……と、鼻の下を伸のばして観察しているうちに気がついた。


　あれは絽美だ。


　ダボっとしたトップスにミニスカートがかわいい、初めて見る私服姿の絽美だった。


「絽美、絽美」


　気づかずに通り過ぎようとしているので、こちらから声を掛かけた。


「あ、成道くん」


　絽美がオレを認めて笑顔になる。やっぱり絽美は抜ばつ群ぐんにかわいい。


「こんなところでどうしたんだ？　絽美が一人だなんて珍めずらしいな」


「今、予備校の自習室で勉強してたの。この近くにあるんだよ。友達はみんな来てないけど、家にいるとどうしてもダラけちゃうから」


「えらいなあ。まだ二年なのに」


「そう言う成道くんだって、お勉強してるんでしょ？」


　絽美がオレのテーブルの上を見て言う。


「ああ、うん、オレは今までがアレだったから、今回の期末でいい点取らないと……」


　キミにふさわしい男になれないから、という言葉は呑のみ込んだ。


「そっか。一いつ緒しよに頑がん張ばろうね！」


　とびきりのスマイルを向けられ、心がほわほわと躍おどった。やっぱ、ゲームの女の子より断然、絽美がいい。


「ねえねえ、成道くん、今一人？」


「ああ、うん」


　オレはいつだって、大体一人だ。


「じゃあ、ご一緒してもいいかな？」


「もちろんさ」


　緊きん張ちようしながらも、心は歓かん喜きで踊っていた。


　そうして、絽美がオレの前に座って食事を始めた。絽美は顔が小さいので、大きなハンバーガーを食べている姿は、エサの時間の小動物のようで愛らしい。いつも笑っているように見える口がもぐもぐしているのも、なんだかハムスターっぽいのだ。


「成道くん、お昼食べないの？」


　オレの不自然な凝ぎよう視しに気づいたのか、絽美がもぐもぐをやめて尋たずねてきた。


「ああ、お腹なか空すいてないから。オレくらいのイケメンになると、光合成だって可能になるのさ」


　本当は昼代をケチってるだけなんだが、カッコつけてそう答える。


　すると、ハンバーガーを食べ終わった絽美はアップルパイに手を伸ばし、包みから出した中身を真ん中できっかり半分に割った。


「これ、食べる？」


「えっ、いいよ。絽美のなのに悪いよ。甘い物好きだろ」


　と言いつつ、本当はさっきからお腹がグーグー鳴ってしょうがない。


「全然いいよ。実は私、もうお腹いっぱいになっちゃって」


　絽美はにこっと笑って言う。そう言えば彼女が小食だったのを思い出したオレは、それならばと、未だアツアツのアップルパイを受け取った。


「おいしい、おいしい」


　そうして慈じ悲ひ深ぶかい絽美からお恵めぐみを受けていたところで、はっとした。


　せっかく休みにファーストフードまで来て何やってんだ、オレは。絽美はすでに自習室でガッツリ勉強してきたところだというのに。


「なあ、絽美。英語ってどう勉強してる？　オレ、単語すら覚えられないんだけど……」


　情けない告白だとは思ったが、オレはつい最近までindividualインデイビジユアルという単語を「インディーズで活動するビジュアル系バンド」のことだと思っていたくらいの英語オンチなのだ。


「うーん、単語か。確かに、覚えるのって大変だよね」


　絽美はそう言い、親身になって相談に乗ってくれた。


「私はね、ノートにひたすらスペルを書いて覚えてるよ。本当は書きながら発音を声に出すのが一番いいみたいだけど、自習室で勉強することが多いから、ただ書くだけ。覚えようとかなんにも思わず、ただ機械的に十回ずつとか書いてるだけで、あとで確認してみると案外覚えてたりするんだよ」


「へえ」


　書く、などという方法は思ってもみなかったオレは、すっかり感心した。


「じゃあ、教科書の勉強はどうやってやってる？」


「教科書は、基本的に本文を暗記するようにしてるよ。まるごと覚えちゃえば、テストのときも焦あせらないでしょ？　付属のＣＤを毎日十五分、寝ねる前に必ず聴きくことにしてるの。リスニングの勉強にもなるし、一石二鳥だよ」


「へえ。やっぱアナウンサー目指してるから？」


　オレが聞くと、絽美はちょっと頰ほおを染めて頷うなずいた。


「それも、あるかな」


「やっぱ大きな目標がある子は違ちがうなぁ」


　それにひきかえ、オレの目標は「じーちゃんの作った変態学園をつぶす」って、オイ。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。成道くん、頑張り屋だもん」


　やさぐれかけていると、絽美が明るく励はげましてくれた。


「手芸の腕うでだって、去年の四月に入部したときに比べれば、うんと上達してるよ。文化祭の制作にも積極的に協力してくれてるし、勉強だってその調子でやればすぐに成績上昇するよ！」


　彼女の口角がひときわきゅっと上がり、オレの胸はきゅんとした。


「ほんと？　手芸うまくなったかな、オレ」


「うん。前より並み縫ぬいの目が細かくなった！」


　それを聞いて、オレは俄が然ぜん自信をつけた。そして舞まい上がった。


　ああ絽美、キミはそんな風にオレを見てくれていたのか。


　よし！　今が押しドキだぞ、男前と気合が同居する男、瀬木！


「なあ、絽美。バースデー・デートの相手って決めたか？」


　オレが尋ねると、コーラを飲んでいた絽美は、ラブリーな唇くちびるをストローから離した。


「ううん」


　心なしか、その表情が優すぐれないように見える。


「早く決めなくていいのか？　七月なんてあっという間に来るぜ」


　まあ、絽美に誘さそわれたら当日でも断る男なんていないだろうけど、オレは矛ほこ先さきを自分に向けたくて必死だった。


「……正直、迷ってるの。この試験どうしようかなって」


「えっ、どうして」


「たとえ一日でも十数時間でも、私には佐さ々さくんっていう彼氏がいたんだよ。試験だからって、そんなにすぐに他ほかの男の子を見ていいのかなって、良心がちくちくするの」


　絽美は俯うつむき、テーブルにあるトレイの上に視線を注いでいる。


「絽美……そんなに一晶のこと好きだったのか」


「実は、それも自信ないんだ」


　そう答えて、ほうっと小さく息を吐はく。その薔薇ばら色いろのため息を吸い込もうとオレが深呼吸したとき、彼女は話を続けた。


「友達の好きと恋愛の好きって、どう違うのかな。好きな友達はいっぱいいるけど、彼氏って、きっとそういうのとは違うんだよね。私にはまだよくわからないけど……」


　確かに、絽美の周りには男女問わずたくさんの人間が集まっていて、彼女はいつも輪の中心にいる人気者だ。もちろん女の子の親友はいるんだろうけど、特定の男と親密にしている様子は見たことがなかった。


「でも、佐々くんはかっこいいと思ったし……顔じゃなくてね、サッカーに真しん剣けんなところとか、すごいなって尊敬してたの。だから、付き合ったら恋こい人びととして好きになれるかなと思ったんだ。何より、すごく優やさしくしてくれる人だと思ったから」


　目を覚ませ、絽美。それは一晶が絽美を狙ねらっていたからだ。アイツは本ほん性しようを隠かくしているだけなんだぞ。


　小学校からずっと、一晶はロクなヤツじゃない。三度のメシより女性が好きで、彼女いない歴十六年のオレが今までの人生で何度か女の子の生パンティを拝むことができたのも、全部アイツが目の前でスカートめくりをしてくれたおかげだ。


「絽美、それは……」


　一晶の正体を暴ばく露ろしかけたとき、ぎょっとして口をつぐんだ。


　絽美の愛くるしい目から、涙なみだがぽろりと零こぼれたのだ。


「どうしてこうなっちゃったんだろう。カップル試験の伝説は知ってたけど、まさか私たちの代であるとは思わなかった」


　今や絽美の両目は真っ赤に腫はれ、元々ふっくらした涙るい堂どうがさらにぽってりとし、こんなときになんだがすごくセクシーだ。


「ありきたりだって笑わないでね。でも、彼氏と一緒に登下校したり、休みの日にデートしたり、そんな普ふ通つうの学園生活に憧あこがれてたの、私」


「絽美……」
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　いつしかオレの目にも涙が浮うかんでいた。何を隠そう、オレは人一倍涙もろい。ドラマで人が死ぬシーンでは必ず号ごう泣きゆうしてしまうし、目の前で泣いている人がいると例外なくもらい泣きしてしまう、心優しい十六歳の男子高生だ。


「成道くん……なんで泣いてるの？」


　オレがテーブルの上にボシャボシャ涙を落としていると、絽美は啞あ然ぜんとして泣きやんだ。


「だって、絽美がかわいそうだ」


　かわいい少女のささやかな夢が、悪あしきカップル試験によって打ち砕くだかれたんだ。そりゃ、その夢の相手として一晶を認めるわけにはいかないけど、乙女おとめの純情を踏ふみにじった試験の罪は重い。


「絽美、オレがこの学園を変えてやるよ！」


　思わずそう叫さけび、勢い余って椅い子すから立ち上がった。


「オレは試験でヴィーナス賞を獲かく得とくして、この学園の理事長になる。そんでもって、この変態学園を変えるんだ！」


「……そんなこと、できるの？」


　絽美はびっくりしてオレを見上げている。


「できるさ。仮にもオレは瀬木家の人間だぜ。じーちゃんは将来、兄貴に理事長の座を譲ゆずりたいみたいだけど、もしオレにヴィーナスをオトすくらいの器量があるとわかれば、きっとオレを認めて願いを聞いてくれるはずだ。そしたらここを一から立て直して、もう絽美みたいに悲しい思いをする生徒が二度と現れない、いい学園にしてみせる。だから……」


　だから絽美、試験でオレの名前を書いてくれ。


　そう言いかけて、そこで止まった。


「成道くん……？」


　いきなり押おし黙だまったオレを、絽美が不安げに見つめる。


「や、なんでもない」


　オレはそのまま元通り椅子に座った。


「……すごいね、成道くん」


「ん？」


「私、成道くんのこと、応おう援えんする」


　もう絽美の目に涙はない。小さな両手の拳こぶしに力を入れて瞳ひとみを輝かがやかせる姿は、心からオレを信じてくれているようだった。この分だと、自分がそのヴィーナスかもしれないとは、微み塵じんも思っていないのだろう。


「頑張ってね、成道くん！」


　絽美は正義感の強い娘こだし、カップル試験には迷いも多いみたいだから、オレがこの目標のために名前を書いてくれと頼たのめば、もしかするとその通りにしてくれるかもしれない。


「ありがとう、絽美……」


　でも、それじゃイヤなんだ。そのことに、さっき気がついた。


　オレは絽美に、ちゃんとオレを好きになって欲しい。


「……でも、そっか。成道くん、お兄さんいるんだね。知らなかったよ」


　思わぬ方向から話を再開され、イヤな予感にひやりとして顔を上げた。


　絽美はにこにこしている。


「妹さんがいるのは知ってたけど、三人兄弟だったんだね。私、お兄ちゃん欲しかったから羨うらやましいな。成道くんのお兄さんって、どんな人？」


「えっ……？　ええーと……」


　思い出すだけで鬱うつになる、一つ年上の兄貴。優ゆう秀しゆうでじーちゃんに気に入られていて、現在じーちゃんの援えん助じよによって海外留学している、オレとは相あい容いれない瀬木家の長男……。


　ダメだ。話したいことなんか一つもない。


「そ、そんなことよりさ、絽美はヴィーナスって誰だれだと思う？」


「えっ？……うーん」


　強ごう引いんに話題転てん換かんしてみると、絽美はやや戸と惑まどっていたが、すぐにちまっと腕うで組ぐみした。


「……そうだなー。たぶん、Ａ組の恵え比び寿す莉れい子こさんじゃないかな」


「えっ？」


　まさか、そう来るとは思っていなかった。


　恵比寿莉子。


　大病院の一人ひとり娘むすめで断トツの金持ち、頭脳も明めい晰せきで、成績は黒川をも寄せつけない学年不動の一位という、なんでこんな学園に来たんだかわからないような才女だ。


　そして、かなりの美人だ。おまけに背はスラッとしていて手足はモデルのように長く、全体的に日本人離ばなれした美び貌ぼうを持つスーパー女子高生である。オレ自身、名めい簿ぼを見てヴィーナスの目星をつけていたとき、成績と容姿の評価で、絽美と共に最後まで残したのが彼女だった。けど、なあ……。


「絽美、恵比寿さんは性格がちょっと……」


「そうかな？　気前が良くて芯しんが強くて、私は好きだよ」


　絽美は小首をかしげて反論する。


　そりゃ、絽美みたいなイイ娘に嫌きらわれる人間がいたら、ソイツはきっと本物の悪党だ。


「芯が強いっていうか……そりゃ良く言いすぎだよ」


「そうかなぁ」


　ダメだ、絽美の評価はあてにならない。


「じゃあ絽美、ちなみにヒーローは誰だと思う？」


「黒川くんじゃない？　うちのクラスの」


　即そく答とうだった。


「あ、そうね……」


　もしかしたら「成道くん」と答えてくれるかもと淡あわい期待を抱いだいたオレが、バカでした。


　そうしてしばらく雑談を続けていると、ふと絽美が店内の時計に目を走らせた。


「あっ、もうこんな時間なんだ。ごめんね、勉強のお邪じや魔まして」


「いや、いいよ、いいよ」


　本当なら、もっと話していたいくらいだ。で、欲よくを言えば二人きりでどこかへ遊びにいって、もっと欲を言えばそのまま夜になって、イヒヒヒヒ……。


「あっ！」


　絽美が大きな声を上げたので、不純な妄もう想そうが見破られたのかとギクリとした。


「ねえ、成道くん。これってもしかして、ハプニング報告書の対象になるのかな」


「うん、まあそうだろうな。連休明けに届けを出そうか」


　ところが絽美は身を硬かたくして俯うつむき、うんともすんとも答えない。


「絽美？」


「成道くん、私のお願い聞いてくれるかな」


　そう言うと、彼女は顔を上げてオレに訴うつたえた。


「今日のこと、二人だけの秘密にして欲しいの」


　ドッキーン！


　二人だけの！　ヒミツ！　だと!?


　つぶらな瞳に見つめられ、思わず何度も頷うなずいてしまった。頭の中では、絽美が女め豹ひようのポーズを取って「成道くぅん、絽美のオ・ネ・ガ・イ」とウインクしながら誘さそってくる。


「よーし、わかった！　オジサン、オネガイ聞いちゃうぞ！」


「……？　よ、よかった」


　絽美は一いつ瞬しゆんたじろいだ顔をしたが、そう言って微ほほ笑えんだ。


「ハプニング報告書出しちゃうと、私たちが会ったことが学園中にわかっちゃうでしょう？　たとえ偶ぐう然ぜん会ったとしても、男の子と二人で一時間以上も食事しておしゃべりしてたって知ったら、佐々くんはいい気分しないと思うんだ。私だって、自分が同じ立場だったらイヤだと思うの。まだ一か月も経たってないのに……」


　沈しずんだ顔でそう言う絽美には悪いが、オレは鼻クソでもほじりたい気分だった。


　だって絽美さ、あの一晶だぜ？　アイツの方には、そんな誠意あるもんか。


　けれども、今そんなことを言うと、オレの人物が矮わい小しようになるので言わないでおく。


「でも絽美、先生たちにバレたらどうするんだ？」


　そう尋たずねると、絽美は笑った。


「バレっこないよ。学校の近所でもないし、連休中だし、こんな小さなお店だよ？」


「まあ、そうだけど……」


　どうやら絽美は、うちの学校を見くびっているようだ。


「バレずに済むかなあ……」


　そうは思ったものの、約束してしまった手前、報告書は出さないことにする。


「ありがとう、成道くん。じゃあまた、学校でね」


　小さな手をひらひらさせて自習室に帰っていく絽美を見送り、オレはほっこりした気分で、早速ノートに単語を書き始めたのだった。




　第三章　ジェイソンと言われたオレ




　連休が明けると共に準備期間が終わり、いよいよカップル試験の本期間に突とつ入にゆうした。


　とはいえ、準備の関係から、イベントの多くは二学期に集中している。とりあえずオレたちにとって最初のイベントは、七月の期末テスト後に学校の裏山で行われる「大だい納のう涼りよう祭り」だ。


　どんなイベントかというと、まず校庭で男女が別に集まり、同性同士で二人か三人のグループを作る。それから縁えん日にちへ繰くり出して、好きな異性のグループを誘って一組になり、肝きも試だめしイベントをクリアして合格、というものだ。


「ここで皆みなさんに注意してもらいたいのは、作った男女混合グループの合計人数が、必ず五人にならなければいけないということです。つまり、たとえば男子だけで三人のグループを作った場合、その人たちは二人組の女子グループしか誘えません」


　ある朝のホームルームで、真ま弓ゆみ先生はこのイベントについてそう説明した。


「ですから、もしお目当ての異性が自分と同じ数のグループにいた場合は、諦あきらめて違ちがう異性のグループを誘ってください。男女合わせて五人になれば結構です」


「なんで五人じゃないといけないんですか」


　石田が手を上げ、だるそうに質問した。


「貴方あなた、まだ説明冊子を読んでいないの？」


　今日の先生はジャケットのインナーに深いＵネックを着ており、先生が嘆たん息そくすると、グランドキャニオンも真っ青の谷間がオレたちの方にコンニチハする。


「このイベントで組んだ男女五人のグループは、一日限りのものではありません。この五人組は夏休み中に行われるイベント、臨海学校のコテージメンバーになり、期間中はずっとそのメンバーと共に過ごすことになります。コテージの定員が五人なのよ」


　へえーっ、という声が上がった。どうやら石田のようなヤツがまだちらほらいたらしい。


「そういうわけですから、夏休み直前のイベントですが、気を抜ぬかず真面まじ目めに取り組むようにしてください」


　そこで真弓先生の話は終わり、一限前の休み時間になった。


「成なる道みちー！」


「絶対にイヤだね」


　待ってましたとばかりにこちらへ直行してきた石田を、オレはすかさず撥はねつけた。


「まだ何も言ってねぇじゃねぇか。どうせおまえも一人なんだろ？　俺が組んでやるよ」


「ん？　マジで？」


「ああ」


「だが断る」


　死をも恐おそれぬ毅き然ぜんとした態度のオレに、石田は肩かたをすくめてみせた。


「それじゃ、おまえ誰とグループ組むんだよ。俺以外につるめるヤツなんていねぇだろ」


「たとえミジンコと組むハメになろうとも、オマエとだけは絶対組まない」


「なんでだよ」


　そこでオレは、今まで言ってやりたかったことを言うべきときが来たと思った。


「あのな。オマエと組んだら、オレは確実にモテないんだよ。オマエ、イマドキ風ふ呂ろに週一しか入らないってどういうわけだよ。女の子が好きで、かわいい娘のリサーチは怠おこたらないくせに、そのヘンな髪かみ形がたといい、努力するとこ間違ってんだよ！」


　言ってやった。


　オレは黒川と下校したあの日、下げ駄た箱ばこで女子から声を掛かけてもらったことが未いまだに忘れられないのだ。あんな奇き跡せきは、石田と一いつ緒しよにいたんじゃ未み来らい永えい劫ごうやってこない。


「……あんなぁ、成道」


　石田は特にショックを受けた様子もなく、やれやれと反論を始めた。


「俺はおまえみてぇに、すぐフラフラ他人の意見に流される人間じゃねぇんだよ。俺はポリシーを持ってんだ。俺は世間の女子に、真の男らしさとはなんたるかを見せつけてやってんだぜ。これは俺なりのアピールだ。最近じゃあ、やれ男性向け化け粧しよう品ひんだのなんだの色々なグッズが出てっけど、そんなモン使ったナヨナヨした男がモテると思うか？　やっぱりいつの時代でも、真にモテる男は芯から男らしい男だと思うわけよ。だから俺は、これからもトコトン男くさく行くぜ」


「いや、そのポリシー自体は別にいいんだけどな……」


　オマエの場合の問題は、その「男くささ」が、ともすれば本物の臭しゆう気きに結びつきかねないということだ。


「ま、納涼祭りのグループの件は、気が変わったら言えよ」


　石田はそう言うと、いつものように飄ひよう々ひようと去っていった。


「瀬せ木き君、ちょっといらっしゃい」


　そのタイミングでオレを呼んだのは、教きよう卓たくのところにいた真弓先生だ。出席簿ぼに何かつけたりして、まだ教室に残っていたようだった。オレは席を立った。


「はい、なんでしょう」


「貴方、何か出す物があるのを忘れてるんじゃない？」


「えっ？」


　あの「中の下ショック」以来、オレは真弓先生の前に立つと冷ひや汗あせがでる。あまつさえ鋭するどいまなざしを向けられて、全身から汗が噴ふき出した。


「お、お金ならありませんよ。なんですか、それ」


「自分の胸にお聞きなさい」


　オレは先生の胸の谷間をのぞきこんだ。


「自分の胸に！」


　すぐさまツッコんでくれた。意外にお茶目な人だ。


「いや、でも先生、オレ本当になんのことかわからないんですけど……」


「連休三日目、瑞みず本もと絽ろ美み」


　ヒントを出すように言われて、「あっ」と思い出した。


　やっぱり、あのファーストフードでの一件は誰だれかに見られていたんだ。


「早く届けをお出しなさい。三日以内に提出がなければ、貴方がた双そう方ほうに警告を出します。警告が出るとポイントが引かれて、最終成績に響ひびくのは知っているでしょう？」


「はい……」


「まったく、そんなことでヴィーナスをオトそうっていうの？　先が思いやられるわね」


　弱り果てていると、先生が追い打ちをかけてくる。


「貴方が言ったのよ、この学園を変えてみせるって。自分の言ったこともやり遂とげられないでどうするの。あまり私を失望させないでちょうだい」


　激げき励れいするような口調に、おやと思って顔を上げた。


　先生は不敵に微笑んでいた。


「せいぜい頑がん張ばりなさい。私、貴方に少しだけ期待してみることにしたのよ」


　耳をくすぐるような小声で囁ささやくと、真弓先生は辺りに魅み惑わく的な香こう水すいの香かおりをふりまいて教室を出ていった。


　先生……。


　オレは先日の屈くつ辱じよくも忘れて胸をときめかせ、そのお色気たっぷりの後ろ姿を目で追った。


　よし。真弓先生のためにも、頑張るぞ……！





　　　　　☆





　改めてそう決意したものの、まず問題なのはハプニング報告書だ。


　絽美はきっと、カップル試験そのものを甘く見ているに違いない。しかし、これはあくまでも、れっきとした「試験」なんだ。カップル試験で手を抜けば、どんなに普ふ段だんの学科試験でいい結果を出しても、成績や内申がたちまち下がってしまう。


　あんなにひたむきに頑張っている娘こが、そんな目に遭あっていいはずがない。でも、彼女の優やさしい心も大切にしてあげたい。


　迷いに迷ったオレは、その晩、机に向かって手紙を書いた。内容は、オレが絽美のストーカーであるという告白であり、ストーキングの結果、休日に彼女と出会ってムリヤリお茶することに成功したが、絽美は「自分は被ひ害がい者しやなので届けなど出したくない」と言い張り、署名がもらえず報告書が出せない、と説明した。


　書いているうちに気分がノってきて、オレは手紙の中でゴキブリ並みにしつこく、ジェイソンのように神しん出しゆつ鬼き没ぼつな、とびきりタチの悪い真性ストーカーになった。


「よし、できたぞ」


　朝の五時、便せん十枚に亘わたってつづられた、ほぼオレのストーカー手記と化した手紙が完成した。まあ、オレは絽美を追って手芸部に入ったくらいだから、ストーカーもあながち間違いじゃないかもしれない。


　これで届けを出さなくても、絽美の成績が下がることはないだろう。


　届けさえ出さなければ、生徒間にオレたちがハプニングデートをした事実が漏もれることはない。純真な絽美の心は守られるわけだ。また、カップル試験の決まりに「ストーカーをしてはいけない」という項こう目もくはないから、オレの成績に悪あく影えい響きようが出ることもないだろう。


　我ながらカンペキだ。


　充じゆう実じつ感かんに満たされたオレは、寝ね不ぶ足そくでフラつきながら登校し、職員室に堂々と手紙を提出したのだった。





　　　　　☆





　数日後、オレの身辺にちょっとした変化が起こり始めた。


「やだ、ラブＪよ。怖ぁい」


「瑞本さん、かわいそう」


　休み時間、廊ろう下かを歩いていると、やたらと周囲の視線を感じるようになったのだ。


「よぉ、ラブ・ジェイソン！」


　戸と惑まどうオレの元にやってきたのは、性しよう懲こりもなく石田だった。


「ラブ？　ジェイソン？」


「知らねぇのか。おまえの新しいコードネームだぜ」


「は？」


「ジェイソンみたいに瑞本絽美をストーカーしまくったんだってな。職員室にある『今週のハプニング報告者』の欄らん外がいに、先生の誰かがメモ書きしてたぜ」


　な、なんと……！


　ハプニング報告書さえ出さなければ、みんなに知られないんじゃなかったのか。


「おまえ、すげぇよなぁ。『フェミ男』から『ラブ・ジェイソン』か。男らしくなったじゃねぇか。よっ、出世魚！」


　石田の野次すら耳に入らないくらい、オレは茫ぼう然ぜんとしていた。


　この際、世間の反応なんかどうでもいい。


　ただ、絽美にだけは。絽美にだけは、知られたらまずい。オレがストーカーだったなんて知ったら、彼女はきっとオレを嫌きらいになる。そうなればヴィーナス賞も夢の彼方かなただ。


「なんてこった……」


　悪いことに、今日は週に一度の部活の必修活動日だ。もしこのことが絽美の耳に入っていたら、彼女の反応がダイレクトにわかってしまう。そんなのは怖こわすぎる。


　放課後、オレは足取りも重く部室に向かった。


　手芸部の部室は、クラブ棟とうの一階にある。聖☆ジュウはやたら敷しき地ちが広いので、建てようと思えば同好会棟だって仮か眠みん棟だって惰だ眠みん棟だって、まだまだ建設する余地はある。重い体を引きずり、校舎をつなぐ無意味に長い渡わたり廊下を歩いた。


　今日はＣ組の終礼が一番遅おそかったから、きっともう他の二年生はそろっている。仮入部期間が終わって数名の一年生も入り、いよいよこれから活動していこうという活気に満みち溢あふれた時期に、オレは一体何をやっているんだろう。


「どうかまだ絽美がいませんように……」


　手芸部の前に立つと、そう祈いのりながらドアを開けた。


　次の瞬しゆん間かん。


「成道くん！」


　思わずドアを閉めてしまった。


　一いつ瞬しゆん目の合った絽美が、これまで見たことがないくらい険しい顔をしたからだった。


「何してるの、成道くん」


　入口の前でオロオロしていると、ドアが開いて絽美が顔を出した。


「ねえ、私、成道くんに聞きたいことがあるの」


　来た！


　絽美の顔は、心なしか怒おこっているように見える。初めて見る、彼女の不ふ機き嫌げんな表情だ。それでも相変わらずかわいいから、絽美の顔を作ったご両親は天才だと思う。


「ねえ、成道くん。その話はあとにするから、とりあえず部室に入りなよ」


「い、イヤです」


　そうして部活が終わって何かひどいことを言われたら、オレはショックで泣いてしまう。


「じゃあ、今話してもいい？」


　すると絽美は怖い顔のまま部屋を出て、こちらへやってきた。


　うわ！　やめろ、やめてくれ！


　絽美がかわいい声で「キモいんだよ、このストーカーが！」などと言うところを想像して、思わず失禁しそうになった。


「ごめん、絽美！　また今度……！」


　耐たえきれなくなって、彼女に背を向けて廊下を走り出した。そう、情けなくも逃にげたのだ。それでも、絽美に罵ののしられるよりはずっとマシだ。


「成道くん！」


　渡り廊下を全力疾しつ走そうしていたとき、聞こえてきた声に驚おどろいて振ふり向いた。


　なんと、絽美がオレを追って走ってきている。


　絽美は足がとても速い。去年の運動会では、団長の他にクラスリレーのアンカーも引き受けていたくらいだ。


　そんな彼女をオレがいつまでも引き離はなしておけるはずがなく、本校舎の一階に入ってすぐ、調理室の前の廊下であっけなく御ご用ようとなった。


「つ……かま……え、た」


　片手でオレの学ランの裾すそをつかみ、もう片方の手を自分の膝ひざに置いて、絽美は肩かたで息をついた。はあはあと荒あらい吐と息いきがエッチでぞくぞくしたが、自分もゼェゼェしていたし、第一それどころじゃない心境だ。


　料理部がケーキでも焼いているのか、辺りには甘い匂においが充じゆう満まんしている。肺に満ちるお菓か子しの香りにむせ返りそうになりながら、しばし無言で息を整えた。


「……もう、なんで逃げるの、成道くん」


　ようやく二人とも落ち着いてくると、絽美はオレの服を放して身を起こした。


「いや、だって……」


「成道くん、どうしてあんな噓うそついたの」


「え？」


「先生に聞きにいったの。ハプニング報告のことで、変な噂うわさが流れてるでしょう？　なんであんな噓だらけの手紙を書いたりしたの」


　絽美は両手を腰こしに当て、厳しい顔つきでオレを見上げていた。


「噓だって……わかったのか、絽美」


「当たり前だよ！」


　絽美は一段と声を大きくした。


「成道くんはストーカーじゃないもん。私、成道くんにそんなことされたことない。自分のことなんだから、自分が一番よくわかってるよ」


　けれども、残念ながらあの手紙にはいくつか真実も混じっている。キミを追いかけて部活に入ったり、キミを尾つけて自宅を突つきとめたりしたことは、まぎれもない事実なんだヨ。


「成道くん、ヴィーナス賞を獲とって、この学園を変えるんじゃなかったの。こんな変な噂流れたりしたら、ヴィーナスの子に嫌われちゃうかもしれないんだよ？」


　そう言う絽美の顔は、怒いかりを超こえて悲しそうであった。


「でも絽美、ハプニング報告書を出さなかったら成績が下がるんだよ。手紙の内容がバラされるとは思ってなかったから、ああすれば切り抜ぬけられると思ったんだ」


「じゃあ、届けを出そうって言ってくれればよかったのに」


「でも、絽美は出したくなかったんだろ、一晶のために」


　オレが言うと、絽美は顎あごを引いて床ゆかを見つめた。


　ああくそ、こんなイイ娘に思いやってもらって、一晶はなんてうらやましいヤローなんだ！


　そう思って歯ぎしりしているときだった。


「ねえ、佐さ々さくーん、アタシのケーキも食べてってぇ」


　女の子の黄色い声が聞こえてきて、オレと絽美は同時に調理室の入口を見た。そこから出てきた体操ジャージ姿の男は、なんと絽美の一日だけの元カレ、佐々一かず晶あきだ。


　一晶は、思いっきり今風のイケメンだ。サッカー部は髪かみ形がたが自由なのをいいことに、長めの茶ちや髪ぱつをアイドルみたいにスカしてセットして、部活のときには前髪をヘアバンドで上げたりと常にオシャレぶっている。今日も、ヤツは女子が使うようなラインストーンつきの髪どめで前髪を留めていた。


「そのヘアクリップ、あたしが前にあげたやつ？」


　料理部の娘この一人が、はしゃいだような声を上げた。他にも数人の女子が、一晶にくっついて部屋から顔をのぞかせた。


「そうだぜー！　これメッチャお気に入り！」


　一晶はアホまる出しの能天気な声で言う。そう、こいつは小学生のときから、オレが成績面で圧あつ倒とう的てきな優ゆう越えつ感を味わうことのできる、数少ない同級生だった。


「ほんとにぃ？　じゃあ、また似合いそうなのあったらあげるね」


「あたしもあげる！」


「ねえ、あたしのケーキ食べてよぉー！」


　女の子たちが騒さわぎ出したが、一晶はそのまま廊下に出る。オレと絽美は息の合った動きで、数メートル間かん隔かくで設けられた壁かべの出っ張りの陰かげに隠かくれた。


「わりぃ、おれもう腹いっぱいなんだ。また練習終わったら来るから、そんときなー！」


「ねえねえ、日曜の練習試合のあと、うちの部と打ち上げしてくれるって本当？」


「おーう！　先せん輩ぱいもすっげーノリノリだし、メッチャ楽しみ！」


　一晶がウインクしてピースすると、女の子たちのテンションがさらに上がる。


「ねえ、どんな服着てったらいい？」


「そうだなー、じゃあミニスカ穿はいてきてよー！　パンツ見えそうなくらいのやつ！　つーか、むしろパンツ見してくんない？　みんなチョーかわいいしさー！」


　きゃー見せちゃうかもー！　と女の子たちがバカみたいな嬌きよう声せいを上げた。


　一晶のヤツ、フリーになって早さつ速そくボロを出しやがったな。


　そう、これぞ真の一晶の姿だ。中学のときもずっとこんな感じで、オレの知らないところで女の子とチャラチャラ楽しい三年間を過ごしていたようだ。


　そんな一晶でも、真面まじ目めな絽美に片かた想おもいしているときには、アホなりに苦労して硬こう派はを装よそおっていたみたいだ。だから、こんな姿を見てしまったらさぞかしショックだろうなあと、隣となりの彼女をそろりと盗ぬすみ見みた。


　絽美は俯うつむき、かわいらしい唇くちびるをぎゅっと嚙かみしめていた。泣いているのかと思ったが、そんなことはない。代わりに、燃えるように熱い何かが瞳ひとみの奥に揺ゆらめいていた。


「じゃあまたなーっ！」


　一晶はそうして料理部の取り巻きに別れを告げ、こちらに向かって歩いてきた。


　まったく、なんでこんなヤツがモテるんだ。天然バカだし、胴どう長なが短足だし、身長だってオレより低くて、自じ称しよう百六十八センチのはずが、本当は百六十五だって知ってるぞ。


　一晶はずんどこ歩いてきて、もうオレたちの二メートルほど前までやってきていた。


　すると突とつ然ぜん、絽美がウサギのようにぴょこんと廊ろう下かへ飛び出て、驚く一晶の前に立ちはだかった。


「おーっ、ロミロミじゃん！　おっぱっぴー！」


　すげえ、罪悪感ゼロだコイツ。


　何も目もく撃げきされてないと思ってるんだろうが、イマドキ「おっぱっぴー」って、アホモードが全然切り替かえられてないぞ！


「……どーした？　ロミロミ」


　ようやく絽美の様子のおかしさに気づいたのか、一晶は首を傾かたむけて彼女をのぞきこんだ。


「ロミロミ？　ロ……」


「最低！」


　バキッ、という音が廊下に炸さく裂れつした。なんと絽美は小さな体を宙に躍おどらせ、渾こん身しんの力で一晶を殴なぐったのだ。


　グーで……！


「最低だよ、佐々くん。成道くんに謝って！」


　床に尻しりもちをつき、左頰ほおを押さえてぽかんと口を開ける一晶に、絽美は拳こぶしを握にぎったまま激しく言葉をぶつけた。


「私、佐々くんがそんな人だなんて思ってなかった！　バカ！　最低！　もう知らない！」


　一気に言うと、彼女はヤツにくるりと背を向け、渡わたり廊下へ走っていった。


　取り残されたオレと一晶は、しばらく無言でその場に立ち尽つくした。


「……すっげー」


　やがて、一晶が呟つぶやいた。何かに心底感かん嘆たんしたかのような声こわ色いろだった。


「メッチャいいオンナだな、ロミロミって！」


「……は？」


「今のパンチ！　チェコ代表のキーパーと同じ瞬しゆん発ぱつ力りよくを感じたぜ、おれは！」


　そう言うと、一晶は興奮した面おも持もちでグラウンドの方に走り出した。


「うおーロミロミーっ！　やっぱりおまえはおれのＦＩＦＡランク一位だーっ！」


　一晶の叫さけびはいつまでもあとを引いて続き、そのうちヤツがグラウンドに到とう達たつしたのか聞こえなくなった。


　なんだろう。すごく……やるせないです。


「オレ、あんなヤツに負けたのか……」


　はぁと深く息をついて、やれやれと部室に戻もどった。


　絽美はすでに部室に戻っていたが、明らかに元気を失った様子で、その日は部活が終わるまで彼女の笑顔を見ることはなかった。





　　　　　☆





　翌日、オレは眠ねむい目をこすりながら、朝練に出ようと手芸部を訪おとずれた。文化祭間ま際ぎわでもないのに、なぜか早朝、絽美から非常召集のメールが来たためだった。


「絽美、一晶のことがショックでおかしくなっちまったのかな……」


　昨日の今日だし、思い当たることはそれくらいだ。


　くそう一晶め、などと考えながら手芸部のドアを開けたとき、思わぬ光景に気が抜けた。


「あれ、まだ絽美一人？」


　時計を見ると、朝練はとっくに始まっている時間だ。いきなり言われたので、これが早く来られる限界だったのだ。


「成道くん。来てくれたんだ」


　絽美は長テーブルの椅い子すに座っているだけで、部活らしいことは何もしていない。


「みんなは？　それに朝練って一体……」


「ごめんね、あれウソなの。メールも成道くんにしか送ってないんだ」


「え……？」


　ぽかんとしていると、絽美が立ち上がった。


「わかったの。私、間ま違ちがってた。それを成道くんに謝りたくて」


　そう言う絽美の瞳は、いつになく強い意志の力で輝かがやいていた。


「考えてみたら、私、佐々くんの性格なんてよく知らなかった。サッカー頑がん張ばってるところとか、本当に表面的なことしか見てなかったんだなってわかって、自分がすごく恥はずかしいよ」


　まあ、一晶は黙だまってさえいれば、イマドキのスポーツ系好男子だもんな。オレにはもう、そんな風には見えないけど。


「あんな人と付き合い始めても、すぐダメになっただろうなって思うの。ちゃんと好きになれなくて当然だった。昨日落ち込んだのは、自己嫌けん悪おのせい。あんな人のために成道くんに迷めい惑わくかけたりして、本当にごめんね」


「絽美……」


「だから私ね、これからはちゃんとカップル試験に取り組みたいの！」


　今や絽美はすっかり持ち前の明るさを取り戻し、高らかに宣言した。


「それで、今度こそ本物の恋こいをするんだ。上辺の姿とかに惑まどわされないで、その人の真実の人間性を見極めるの。そうやって本当に好きになれる人を見つけたら、たとえ片想いでも、ちょっとやそっとのことでは諦あきらめないでいられる気がするから」


「いいぞ、絽美。その意気だ！」


　うれしくなってきて、つい声が弾はずんだ。


　じゃあ絽美、一晶より百ギガ倍イケてるオレと、バースデー・デートをしてくれ！


「それでね、成道くん。よかったら、私のバースデー・デート権、もらってくれないかな？」


　あまりのシンクロ率に、一瞬何がなんだかわからず茫ぼう然ぜんとした。絽美は上目づかいで、不安そうにこちらを見つめている。


「やっぱり迷惑かな？　でも、今からこんなことお願いできるの、私の事情を全部わかってくれてる成道くんしかいないと思って……」


「いや、全然！　全然迷惑じゃないっす！　お祝いさせてくださいセンパイ！」


　トキメキのあまり後こう輩はいキャラになったオレに、絽美はいつものひまわりのような笑顔を見せてくれた。


「ほんと？　よかった、楽しみ！」


　今日まで生きててよかったと、ほぼイキかけながら神に感謝した。




　第四章　「イヤだな……」と言われたオレ




　あの絽ろ美みが、石田の独自アンケート「彼女にしたい同級生」で二年連続ぶっちぎり一位の得票数だった絽美が、バースデー・デートの相手にオレを選んでくれた。


　しばらくの間、オレは浮うき足あし立だって毎日を過ごした。が、日が経たつにつれて次し第だいに、浮かれてばかりはいられないことに気づき始めた。


　絽美の誕生日、オレは何をすりゃいい？


　バースデー・デートをする相手を決めたら、本人はもう当日まで何もしなくていい。当日どうするかを決めるのは相手だ。つまり、オレだ。


　デートといっても、校内で二時間という制限つきの中で、どうやって絽美を喜ばせてあげればいいだろう。何しろ、オレにはお金がないという大問題がつきまとっているのだ。


　そんな悩なやみを抱かかえたまま、カレンダーは六月に突とつ入にゆうした。





　　　　　☆





　ある日の五時間目、オレは美術の授業を受けていた。課題は校内のマナーポスター作りであり、生徒は美術室の机に班ごとに腰こしかけ、各自勝手に絵を描かいている。一年のときにリサーチミスをしたせいで、せっかくＤ組と一いつ緒しよの特別科目授業なのに、音楽選せん択たく者の絽美とは離はなれ離ばなれになってしまっていた。


　昼休み後、しかも梅雨つゆ時どきの曇どん天てんの下と、けだるい状じよう況きようがこれでもかと重なって、オレたちは大いにダレていた。うちの学校は散々ムダな活動をしているくせに、エコ先進校とか銘めい打うって、校内の冷れい房ぼうを六月十日からと決めている。衣ころも替がえ移行期間中なので、オレを含ふくめ多くの生徒が夏服になっていたけれども、もはやそういう問題じゃない蒸むし暑さだ。


　授業の初め、机の上にうへぁと伸のびていた隣の班の石田が、次第に椅子の背にうへぁあともたれかかり、そろそろ床ゆかの上に行くんじゃないかと思いながら、オレは今日も絽美の誕生日について頭を悩ませていた。


「やっぱカネがいるよなぁ……」


　誕生日なんだから、まずプレゼントは欠かせない。それにケーキの一つもいるだろう。


「一かず晶あきには負けたくないしな……」


　女の子の手作りケーキをもらっていた一晶を思い出して呟いたとき、いつになく激しい閃ひらめきが脳みそを直ちよく撃げきした。


「そうだ。プレゼントで手作りケーキはどうだ！」


　買うよりも安上がりだし、心がこもっているから立派なプレゼントになる。どうせなら作っているときのオレの雄ゆう姿しから見せて、そのままできたてを絽美に差し出そう。ついでにオレ自身も……などと思考が逸それて身み悶もだえしてから、重大な問題を思い出した。


「オレ、料理できないんだった……」


　卵のカラも割れない人間がお菓か子し作りだなんて、かけ算を知らない人間が方程式に挑いどむような暴挙だ。


「いくらオレが超ちよう時空イケメンだからって、無む謀ぼうにもほどがあるぜ……」


　思いついた矢先から計画が暗あん礁しように乗り上げ、絶望に任せて机に倒たおれ伏ふしたときだった。独り言を言うオレを気味悪げに見守っていた先生が、パンパンと両手を叩たたいた。


「わかった、わかった。まだ授業時間は残ってるけど、今日はもう終わりにします」


　しかし、よっしゃー！　という歓かん声せいも起こらないほど、生徒たちはダレていた。


「はあ。じゃあ帰るか」


　せいぜいこれくらいのテンションだ。


　そうして美術選択者の約三十名がのそのそと教室を出ていく中、美術担当の大おお木き先生という若い女の先生は、一人の生徒を呼び止めた。


「黒くろ川かわ君、あなたクラス委員だったよね。悪いけど、美術準備室に集めたみんなの絵を、名めい簿ぼ順に並べておいてくれない？　まだ時間あるし、大だい丈じよう夫ぶよね」


「はい、わかりました」


　そう答えた黒川は、不快指数八十五の教室内にあってもダレることなく、襟えりのホックまで留めて学ランをきっちり着こんだ、いつもの黒川だ。


　あれ以来、オレと黒川は顔を合わせれば一言二言交わす間あいだ柄がらになった。それがどれくらいの親密度なのか、普ふ通つうの男友達ができたことのないオレには不明だが、三十人分の絵を整理するのはちょっと難なん儀ぎだろうし、手伝ってやらんこともないぞと思って見ていた。


　すると、準備室のドアから顔を出した黒川が、教きよう卓たくを見た。


「先生、紙が大きくて一人では大変なので、誰だれかに手伝ってもらってもいいですか」


「ああ、いいわよ。ありがと」


　先生が頷うなずくと、黒川は首を伸ばして教室の方に目を向ける。


「妹せ尾おさん、少し手伝ってくれるかな」


　その言葉を聞いて、胸がざわついた。


　あのイメチェンの日から今日まで、オレは妹尾との接せつ触しよくを極力控ひかえてきた。彼女は自分から話しかけてくるタイプではないので、それだけでオレたちの距きよ離りは広がった。五月の末には席せき替がえもあって、隣となり同どう士しでなくなった今、目が合うことすらほとんどない。


　それなのに、いつか黒川と和なごやかに会話していた妹尾を思い出し、急に息苦しいような感覚に襲おそわれた。


　妹尾はまだ自分の班のテーブルにいて、絵の具セットのチャックをしめているところだった。彼女は黒川を見ると、わずかに逡しゆん巡じゆんする様子を見せた。が、やがて美術室とつながっている美術準備室へ入っていった。


「なんだよ、アイツら……」


　妹尾の口からは「友達」だと聞いていたが、黒川の方はどう思っているかわかったもんじゃない。大体、黒川のヤツ、あんなにモテそうなのに、一年の頃ころから女のことでまったくと言っていいほど噂うわさを聞かないのも怪あやしい。


　さては、妹尾が本命か。


　そう思うと、いても立ってもいられなくなった。


　このじめじめした空気の中、オレ以外に二人のことを気にしている人間はいなさそうだった。生徒はもうほとんど帰ってしまっているし、先生は美術室でテーブルを片づけたりと忙いそがしそうだ。


　準備室へは、美術室の黒板の横にある引き戸から入る。そろりと歩いていって、まずはその前にしゃがみこんだ。続いて戸に手を掛かけ、片目の幅はばだけゆっくりと開けていく。


　そうして中をのぞいてみて、目の前の光景にいきなりがっかりした。中の二人は、ただ黙もく々もくと絵を片づけているだけだった。


　しばらく見ていても言葉を交わす気配すらないので、つまらなくなってよそ見をした。そして、ちょっと笑える物を見つけた。


　それは、オレのすぐ横の棚たなに並べられていた粘ねん土ど細ざい工くだった。卒業生の作品か何かなんだろうが、幼よう稚ち園えん児じが作ったかのようなヘタクソな男の人形だ。いや、ここまでくると逆に芸術かもしれない。頭がやたらデカくて全身のバランスが悪いし、顔も、怒りながら泣き笑いをしている「なまはげ」みたいなグロテスクな表情だ。掌てのひらサイズだったので思わず手に取り、またすぐにそれを戻もどした。


　そうだ、オレはこんなことをしに来たわけじゃない。


　思い出して準備室をのぞくけれども、二人は未いまだ沈ちん黙もく中だ。いい加減むなしくなって立ち去ろうかと思ったとき、だしぬけに声が聞こえた。


「わたしを呼んだりしなくても、手伝ってくれる人ならたくさんいるでしょう」


　妹尾だった。絵を整理しながら言った声は、穏おだやかではあったが、彼女独特の冷たさをはらんでいる。


　黒川は作業の手を止め、かがめていた背を伸ばして彼女を見た。


「こうでもしないと、話ができないと思ったからだよ。どうもあの体育の日以来、君に避さけられているみたいだから」


　黒川の言葉に、妹尾は答えなかった。


「この前、最後に言った話だけど、考えておいてくれたかい」


　なんと！


　オレは俄が然ぜんドアの隙すき間まに張りついた。


　黒川のヤツ、涼すずしい顔して抜ぬけ目のない男だ。まさか体育の見学中に、女の子へ交際を申し込むなんて。


　妹尾は依い然ぜん、沈黙を守っている。黒川は小さく嘆たん息そくした。


「もう一度言うけど、僕も母さんも、君の家の事情はよくわかってる。月謝はいらないから、週に一度でも月に一度でも、好きなときにうちに来てくれていいよ。君はピアノを続けるべきだと思う。小学生でショパンの即そつ興きよう曲をあれほど弾ひきこなした君なら、ちょっとその気になれば音大にだって入れるよ。もったいないと思わないのかい。昔はピアニストになりたいと言っていたじゃないか」


　おや、と思った。どうやらオレが考えていたような、男女間のナイーブな話ではないらしい。妹尾が黒川のお母さんにピアノを習っていたという話を思い出して、心の中でふむと唸うなった。


　それにしても妹尾、プロを志すほどピアノがうまかったのか。


　黒川にそこまで言われても、彼女は無反応を決めこんでいた。むしろ意地になったように、画用紙を整理する手を速める。


「雪ゆき菜な」


　オレは我が耳を疑った。しかし、黒川はそうはっきりと彼女を呼んだ。


「僕は君のピアノが好きだった。もう一度、君の音が聴ききたい」


　そこでようやく、妹尾は手を止めた。思いつめたような顔をさっと上げ、真しん剣けんな面おも持もちの黒川をじっと見つめる。


「将しようくん、わたし、ピアノはやめた」


　空気を震ふるわすほど強い、凜りんとした声だった。


「……んです」


　俯うつむいて、いつもの口調でそう付け足す。


「そうか。残念だね」


　黒川は眉まゆを曇くもらせて微び笑しようし、それ以上の深追いはしなかった。


　しばらくの間、二人とも何も言わなかった。オレは一人そわそわして、色々な邪じや推すいを働かせた。


　なんだ。なんなんだ、この二人の関係は。


　突とつ如じよ訪おとずれたシリアスな空気についていけず、ただ部屋の中を見守ることしかできない。


「……氷きよ夢むくんの具合は良くなったのかい」


　少しして、黒川が言った。さっきとは打って変わって、朗ほがらかな声こわ音ねだった。


「はい、もうすっかり」


　妹尾は顔を上げ、本日初めての微笑らしきものを見せた。


「四月で小学二年生になったのか。早いものだね」


「わたしたちだって、もう高二ですから」


「あれからもう四年か」


　あれから？


　首をひねっていると、妹尾は再び押おし黙だまった。


　だからなんなんだ、この空気は……。


　緊きん張ちようしてきたオレは、体勢を変えるために右手の支えを探した。そこで、うっかり何かを倒してしまった。見れば、さっきの得体の知れない不気味人形が床ゆかに転がっている。


「ん？」


　その音は準備室の二人にも聞こえたらしく、黒川がガラリと引き戸を開けた。


「瀬木くん。何をしているんだい」


　コソ泥どろさながらにうずくまっているオレを見て、彼は純じゆん粋すいに驚おどろいた様子だった。その後ろには、同じく面食らった顔の妹尾がいる。


「や、やあ……」


　オレは片手を上げてうすら笑いを浮うかべ、どうやってこの窮きゆう状じようを乗り切るかを考えた。そして、とっさに床に転がった人形をひっつかんだ。


「いや、実はこれを見ていたんだ。これは実にすばらしい人形だ。一つの顔面に複雑に表現された人間の喜き怒ど哀あい楽らくもさることながら、人体の絶ぜつ妙みようなバランスがいい。うん、男が惚ほれる男の肉体だよ。もう虜とりこだ、ボクはコイツと心中してもいい」


　途と中ちゆうから、自分でも何を言っているのかよくわからなくなってきた。


「そ……そうかい？」


　黒川はめちゃめちゃ引いていた。


「実はそれ、僕が作った人形なんだけど……」


「えっ!?」


「去年の美術の時間に作った課題作品で、優ゆう秀しゆう作に選ばれて校内展示に回っていたんだ。そんなところにあったのか。よかったら……あげようか？」


　あわわわわ。


　急いで人形をさかさまにして見ると、足元の部分には確かに「一―Ｂ　黒川将」と、作品のダイナミックさとはアンバランスに几き帳ちよう面めんな字で記されていた。


「ああ、うん、いただくよ！　うわぁ、うれしいナァ！」


　オレはなるべく棒読みにならないように感激した。


　それにしても、一年のときの紙粘土の課題……。オレにも記き憶おくはあるが、お題は確か「自分のミニチュア像を作ってみよう」だったはずだ、が？


「もしかしてこれ、オマエなのか!?」


「そうだよ。そういう課題だっただろう？」


「あわわわ……」


　オレはもう、色んな意味でトンデモナイ。


　オマエと先生には悪いけど、ひとっつも似てねーよ！　ヘタクソ！


　しかし、黒川みたいな非の打ちどころのない男前が、こんな像を「僕です」と言って大おお真面まじ目めに提出してきたら、オレが教師でもちょっと判断に困る。もしかしたら、優秀作品にしてしまうかもしれない。
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　だがコイツ、一体どーいうセンスしてるんだ？


「黒川くんの目には、自分がこう見えてるんですよ。独特の美的感覚を持つ人なんです」


　断だん末まつ魔まのなまはげのような像を握にぎりしめて床に座り込んでいるオレに、後ろで事を静観していた妹尾が、ふと歩み寄ってきて囁ささやいた。ふわりと揺ゆれるおさげの髪かみから、えもいわれぬイイ香かおりがする。


　不意打ちの大接近にドキドキして、しばらく彼女の言葉が頭に入ってこなかった。彼女の素す敵てきにやわらかい声だけが、音楽のように耳の中で残ざん響きようを奏でている。


「わたし、先に帰ってますね」


　オレと黒川にそう言うと、妹尾は自分の席から荷物を取って教室を出ていった。いつの間にか休み時間になっていたようで、もう美術室には先生もいない。


「オレたちも帰るか」


　オレが言うと、黒川は思い出したように「あっ」と言った。


「まだ先生から頼たのまれた用事が終わっていないんだ」


　そこでオレは当初の予定通り、準備室で黒川の手伝いをしてやることになった。


「……なあ、オマエ、目でも悪いのか？」


　妹尾が整理していた続きをやりながら、オレはやっと彼女が言っていたことを理解した。


「そうだね、昔よりは悪くなって、五月の検査では一・五になってしまったよ」


　どうやら、視力の問題ではないらしい。


「さっき瀬木くんが言ってくれたこと、お世辞でも少しうれしかったよ。あの人形は我ながらよく似せられたとは思ったけど、僕は自分の見た目が好きではないから」


　そう言う黒川は確かにほのかな照れ笑いを浮かべていて、これが演技だったらコイツはアカデミー賞俳優にでもなれるだろうと思う。


「毎朝、洗面台に立つたびに、鏡を叩たたき割りたくなるんだ。こんな顔に生まれてきて今日までおめおめと生き延びてきた自分を、心底恥はずかしく思って軽けい蔑べつするんだよ。もちろん、見た目が人間のすべてではないとは思うけど、僕にとってこの顔は本当に辛つらいんだ」


　確かに、オレがあんな人形そっくりな顔に生まれついてしまったら、一生ひょっとこのお面をかぶって生活する道を選せん択たくするだろう。


「でもさ、黒川。オマエ、他人から見たら全然そんなことないぜ。今まで付き合った娘ことかにも、そう言われただろ？」


　黒川があまりに深刻な顔をするので慰なぐさめると、彼は首を横に振ふった。


「こんな顔の僕が、女の子となんて付き合えるわけないだろう」


「え？　マジ？」


「たまに冗じよう談だんか罰ばつゲームかで僕に告白しにくる女子もいるけど、そういう子には、僕はただでさえ醜みにくく生まれて深く傷ついているのだから、どうか心なくからかわないでくれと言っているんだ」


「それは……」


　言われた娘の方も傷つくだろう。誠意のない断り文句にもほどがある。


「じゃあまさか、オマエもまだドーテーなのか」


「もちろんだとも」


　黒川は堂々と頷うなずいた。その顔はもはや神こう々ごうしくすら見える。


「そして、僕が女性を抱だく日など永遠にやって来ないだろう。僕はこのまま生しよう涯がい誰だれとも付き合えず、都会の片かた隅すみのうらびれた四よ畳じよう半はんのアパートで、一人さびしくショボくれじいさんになっていく覚かく悟ごができている」


「セ、センパイ……！」


　まさかの同類発見にテンションが上がり、オレは小こ躍おどりしたい気分だった。なんだか、コイツとはイイ友達になれそうな気がする。


　なんて、なんてザンネンな男なんだ、黒川！


「じゃあオマエ、カップル試験とかどうするつもりなんだよ」


　絵の整理が終わって教室に戻もどりながら尋たずねると、黒川は聡そう明めいな顔を一段と引きしめた。


「それは、僕なりに健けん闘とうできたらと思っているよ。実は僕がこの学園に来たのは、伝説のこの試験に、人生最後の望みをかけてみようと思ったからなんだ。一年もかけてみんなが異性を見定めるなら、ひょっとしたら、この恐おそろしい見た目にも怖おじ気けづかずに、僕の内面を見て好きになってくれる子が現れるかもしれない」


「な、なんか『美女と野や獣じゆう』みたいな話だな……」


　ただ黒川が野獣と違ちがうのは、本人以外には最初から王子の姿が丸見えなところだ。


「ちなみにオマエ、どんな見た目の娘がタイプなの？」


　試ためしに聞いてみると、黒川はうーん、と唸うなった。


　オレたちはもう階段を下りて、二年の教室のある二階に戻ってきていた。黒川は廊ろう下かをうろつく男女の間に視線をさまよわせ、控ひかえめに指を差した。


「あの子は美人だと思うな」


「マママ、マジで!?」


　オレは仰ぎよう天てんして飛び上がった。なぜなら黒川が示したのは、学年一迫力のある顔ということで、男子から「鬼おに瓦がわら」と呼ばれている固太りの女生徒だったのだ。


　やっぱコイツ、本物だ。


「じゃ、じゃあ、ちなみに、男だとどいつがイケてると思う？」


　どうか、オレだとは言われませんように。


　そんなことを祈いのったのは、生まれて初めてだった。


「ああ、それなら……」


　黒川はもう思い当たったように笑った。


「去年同じクラスだった石田くんは、近寄りがたいくらいかっこいいね。顔はともかく、髪かみ形がたや全体のセンスがすごくいいと思うな。僕の憧あこがれだよ」


「ぷーっ！」


　オレは思わず噴ふき出した。学ランの下に柄がらシャツを着てしまうような、大部分の女子と教師に大変評判の悪い石田のファッションを思い浮かべ、アイツが聞いたらどう思うだろうかと想像してひとしきり楽しんだ。


　よし、決めた。コイツ、すごくいいヤツだ。


「なあ、黒川。納のう涼りよう祭りのときのグループ分け、オレと一いつ緒しよに組まないか？」


　こういうのは早めの根回しが必勝のカギだ。黒川との二人組ならば、絽美にフラれてしまったとしても組む女の子には困らないだろうし、この様子だと、コイツがオレの恋こい敵がたきになることはまずあるまい。


「いいのかい？　僕は君の足を引っ張るかもしれないよ？」


　黒川は、不安そうに眉み間けんにしわを寄せた。


「いや、全然大だい丈じよう夫ぶ、オレに任せとけって！」


　っていうか、そんなことは絶対にアリエナイ！


　オレが言いきると、黒川は表情を和やわらげた。


「うん、それじゃあ、一緒に組もう」


　そして、相手がオレなのがもったいないくらい、いともカッコいい顔に親しみをこめて微ほほ笑えんだ。


「よろしく頼むよ、瀬木」





　　　　　☆





　そうして相方が決まって上じよう機き嫌げんでＣ組に帰ると、教室は暗く人気がなかった。部屋の後ろにあるロッカーで、女子が一人荷物を取り出している。席に戻る途と中ちゆうで、その後ろ姿が妹尾だと気がついた。


「瀬木くん」


　ロッカーを閉めた彼女が、こちらに振り向いた。


「妹尾、みんなはどうしたんだ？」


「次の時間は体育だから、もう更こう衣い室に移動したんだと思います」


「そうか。すっかり忘れてた」


　そこで会話が途と切ぎれて、オレたちは黙だまって向かい合った。


　結局、妹尾と黒川はただの友達だったんだよな。そう思うと心が軽くなって、不思議と笑えみがこぼれ出た。


「なんだか、妹尾と久しぶりに話すような気がするな」


　っていうか、実際そうだ。主に、オレの迷いのせいで。


　妹尾は黙って微笑んだ。公園デートのときに見せてくれた、胸がしめつけられるような、甘く透とう明めいな微笑だ。


「わたし、瀬木くんに聞いてみたいことがあったんです」


「ん？」


「瀬木くんは、瑞みず本もとさんと両想いなんですか」


「えっ」


　言葉に詰つまって、まっすぐな視線を向けてくる妹尾を見つめ返した。その瞳ひとみの真しん剣けんさに、オレはいつものようなふざけた気持ちでいられなくなる。


「いや、まあ、今のところはオレの一方的な憧あこがれかな」


　精いっぱいカッコつけて告白すると、妹尾はわずかに眉まゆ根ねを寄せた。


「憧れ……ですか」


「あ、いや、このオレが本気になれば、女の子の一人や二人、オチないはずはないんだけどね。あれだろ？　オレがラブ・ジェイソンとか呼ばれてる件なら、あれはちょっと彼女を助けるために脚きやく色しよくしたというか、とりあえずオレはストーカーではないよ」


　本人がそう言ってくれたのだから、たぶんそうなんだろう。


「でも、瑞本さんのバースデー・デートを祝うんですよね。噂うわさで聞きました」


「あれは、そのお礼っていうか、まあ、とにかくそんな感じなんだ」


　でもあの娘こは謙けん虚きよだから、デートすることがオレへのお礼になるとか、そういう風には全然思っていないんだろうけど。


　オレの言葉に、妹尾はしばらく足元を見つめて考え込んでいるような様子を見せた。


　そうだ。バースデー・デートといえば、ケーキどうしよう。当面の大問題を思い出して、一気にそわそわし始めた。


「……なあ、妹尾って、お菓か子し作りはするの？」


　そう尋ねてみると、彼女はやっと顔を上げた。


「しますけど、どうしましたか？」


「いや、今度ケーキを作りたいんだけど、オレって料理の才能はないらしくて、全然ダメなんだ。妹尾はお弁当も上手だったし、よかったら教えてくれないかなあ」


「瑞本さんへのプレゼントですか」


　オレは一いつ瞬しゆん止まった。そう問う妹尾の声が、やけに厳しく感じられたからだ。


「うん、まあ、そうなんだけど、どうかな？」


　すると、彼女は再び俯うつむいてしまった。


　なんか、今日の妹尾は変だ。それとも、久しぶりだからそう感じるのだろうか。


　どうしたのか尋ねようとすると、彼女は顔を起こした。オレと目が合うと、意外に長いまつげを伏ふせて、すぐまた視線を逸そらしてしまう。ややあって、頰ほおと同じ薔薇ばら色いろをした唇くちびるが静かに動いた。


「イヤだな……」


　そう言った顔は、ほんの少しすねているように見えた。


「え……」


「……って言ったら、どうします？」


　うろたえかけたとき、彼女はオレを見上げた。その顔に、もうおかしな様子は見られない。けれども、彼女の大人びた顔つきの中には、いたずらっ子の表情が隠かくれていた。


　オレはからかわれたのか。


「びっくりしたなあ。妹尾ってそういうこと言うキャラじゃないじゃんか」


　ほっと胸を撫なで下おろしていると、妹尾は普ふ段だんの調子で微笑した。


「この本、探してみてください」


　そう言うと、彼女は自分の席に戻って、机からメモを取り出した。それに筆箱から取ったペンで何かさらさらと書きつけたかと思うと、おもむろにこちらへよこす。





「基き礎そからわかる！　大切な人に贈おくりたいハッピースイーツ」





「これは？」


「わたしが中一のとき、弟の誕生日に初めてケーキを作るのに参考にした本です。まだあまり料理もできなかったけど、これを見たらちゃんと一人で作れましたよ」


「あ、ありがとう」


　本を買わなきゃいけないのか。えらい出費だな。


　なんとなく妹尾が教えてくれそうな気がしていたので、ちょっとがっかりした。


「わかった。頑がん張ばってみるよ」


　そう言うオレに、彼女は再び微笑んだ。はかなげでせつないその笑顔は、体育の授業の間中、ずっとオレの心に残っていた。





　　　　　☆





「瀬木くん、昨日の本、もう買いましたか」


　翌日、いつものように予よ鈴れい後になって登校すると、妹尾がオレの席へやってきた。


「あ、いや、まだ……」


　昨日帰ってネットで調べたら定価が千二百円だとわかり、金欠に悩なやまされる身としては買うのを躊ちゆう躇ちよしてしまったのだった。せっかく教えてくれたのに申し訳なくてモジモジしていると、妹尾は安心したように微笑んだ。


「それなら、よかったです」


　そう言って、後ろに回していた両手をオレの前に差し出す。そこにあったのは、教えてもらったタイトルの料理本だった。


「えっ、これ……」


「わたしの本です。よかったら使ってください。男の人がこういう本を買うのは恥はずかしいと思いますから」


「でも、借りちゃっていいのか？」


「はい、この本にあるレシピならもう覚えてますし」


「妹尾……」


　オレは感激して目をうるうるさせた。


　千二百円が浮ういた！


　席に着いてから、早さつ速そくその本を開いた。そして、目をみはった。


　その本には、十品ほどのお菓子のレシピが写真つきで載のっていた。その一つ一つに、鉛えん筆ぴつでの細かい書き込みがある。たとえば「バター一〇〇グラム」と材料が記してある部分には「←七〇グラムくらいがさっぱりしておいしい」といった具合の注意書きだ。


　びっしり書き込まれた繊せん細さいで美しい字は、彼女がいかにこのレシピブックを使いこんでいるかを示していた。よく見れば、ページのあちこちに、水が跳はねてふやけたような跡あともある。


　こんな大切な物を、オレに貸してくれたのか。





　　　　　☆





　その日からオレは、お菓子作りに励はげみ始めた。家で作ると家族に見つかるので、料理部の目を盗ぬすみながら放課後の調理室で孤こ軍ぐん奮ふん闘とうした。練習用の材料を買うお金がないという問題も、料理部のストックを少々失敬することで簡単にクリアだ。


　妹尾が貸してくれた本は、確かにものすごく丁てい寧ねいでわかりやすかった。きっと、少しでも料理ができる人なら「バカにするな」と怒おこりだしてしまうくらいの親切さだ。


　それに、妹尾の書きこみも役に立った。彼女の肉筆は、ときにオレに向けて書かれているとしか思えない部分があった。たとえば、オレが絽美に作ろうと決めたフルーツのショートケーキのページには、「オススメです」と書かれた付ふ箋せんがついていた。また、卵黄と卵白を分ける工程の部分には、「黄身と白身の分け方」と題された説明が、卵の割り方のコツから、かわいらしいイラストつきで書かれていたりした。


「イイ娘こだな、妹尾……」


　調理室で調理実習用のエプロンをつけたオレは、一人きゅんとして本を抱だきしめた。


　妹尾の厚意と優やさしさに支えられて、オレのケーキ作りの腕うで前まえは日に日に上達していった。そして六月も終わりになる頃ころには、娘むすめのお誕生日会で出しても娘に泣かれないレベルの物が作れるようになってきた。


　やった！　将来は主夫でもイケるかもしれない！


　調子に乗ってきたオレは、さらにケーキに一工夫することを考えた。


　このケーキは、絽美への誕生日プレゼントだ。プレゼントにはカードがつきものだろう。というわけで、ケーキにメッセージを書くことにした。


「なんて書こうかな……」


　誕生日の前日、放課後の調理室で最後の予行演習をしていたオレは、デコペンを握にぎって大いに迷った。


　好きです、じゃ直接的すぎる。絽美には来年の三月までに振ふり向いてもらうつもりなのに、こんなところでコクってしまって「ごめんなさい」されたら元も子もない。かといって、「誕生日おめでとう」の類たぐいなら、ケーキ屋さんのメッセージと変わらないじゃないか。


　告白じゃないけど、女の子がグッとくるような、包容力ある男のメッセージはなんだ。


「うぅむ……」


　たっぷり小一時間ほど悩んだオレは、試作ケーキが暑さで溶とけ始めてきたのを見て、慌あわててメッセージを書いた。


「……うん、これでいいだろう！」


　でき上がったケーキを見て、満足感に浸ひたる。そして、いつものようにそれを一人で平らげ、そそくさと帰宅した。




　第五章　「エッチ！」と言われたオレ




　いよいよ七月四日、決戦の日が来た。


　この一カ月、やれることはやってきた。ガリガリすぎると真ま弓ゆみ先生にダメ出しされた体は、連日のホールケーキ完食で五キロ太ったし、その副作用によってできたおでこのニキビも、今日に限っては前まえ髪がみを使って全力で隠してきた。


　あとはイケメン大魔ま人じん・瀬せ木き成なる道みちとして、いつも通り実力を発はつ揮きすればいいだけだ。


　試験当日の受験生のように何度も自分に言い聞かせ、放課後になるとＤ組にいそいそと絽ろ美みを迎むかえにいった。


「あ、成道くん」


　オレを見ると、夏服姿の絽美はにこっと笑った。小さい絽美には、半はん袖そでの夏服がよく似合う。まあ、冬服だって相当かわいいんだケド。


「四時から調理室で、ってことで届けたんだ。そろそろ行こうか、絽美」


「調理室？」


　絽美は大きな目をまばたかせる。


「うん。まあいいから来てくれよ」


　そうして、彼女を伴ともない一階へ下りていった。


「そうだ、成道くん」


　廊ろう下かを歩きながら、絽美が言った。


「文化祭のぬいぐるみの顔ね、みんながやっぱりあっちの写真のがいいって言うから、これ返すね」


　そう言って手て渡わたしてきたのは、オレが数日前、彼女に渡したスナップ写真だ。用意された写真があまりにひどかったので、オレが自分の一番カッコよく見える角度を研究して撮さつ影えいした、セルフプロデュースのブロマイドだ。


「それに、正面顔じゃないと、ぬいぐるみとして変な気がするから……。せっかく持ってきてくれたのにごめんね」


「いや、うん、わかった」


　絽美が申し訳なさそうな顔をするので、渋しぶ々しぶそれを受け取って胸ポケットにしまった。ちょっとヘコんだが、それはそれ、これはこれだ。


　カッコいいところは、写真じゃなくてこれから見せる！


「さ、じゃあ今からプレゼントを作るから待ってて」


　調理室に入ると、オレはエプロンをつけて言った。


　料理部は手芸部と同じで、基本的に週一の必修活動日以外は活動を行わない。これから二時間、誰だれにも邪じや魔まされず、絽美の誕生日を二人きりで祝ってあげられるというわけだ。


「すごい、成道くん。ケーキなんて作れるんだ」


　ボウルで生クリームを泡あわ立だて始めると、傍そばの椅い子すにちょこんと座った絽美が、感かん嘆たんの声を上げた。


「男の子なのにすごいね。私、お菓か子しなんてクッキーしか焼けないよ」


「いやあ、それほどでもないよ。この超ちよう魔ま導どうイケメン・瀬木成道にとってはね、アハハ」


　あまりに思い通りの反応が来たのですっかり天てん狗ぐになり、ここぞとばかりに生クリームをかき回した。いつものように料理部の電動泡立て器きを借りてもいいのだが、ここは男らしさを存分にアピールするため、あえての手動だ。


「……成道くん、ちょっと代わろうか？」


　十分後、絽美が心配そうに話しかけてきた。


「いや……だい……じょーぶ……」


　オレは朦もう朧ろうとする意識の中、必死に平静を装よそおって答えた。


　ダメだ。そもそもオレの腕うでは、プレステのコントローラーより重い物には慣れていない。


　生クリームを手動で泡立てるのは、思ったよりずっと根気のいる作業だった。ボウルの中のクリームはまだまだトロリとやわらかで、とても使える状態じゃない。


「成道くん、頑張って」


　さらに十分後、絽美は椅子を立ち、下した敷じきでパタパタとオレを煽あおいでくれていた。


「ね、本当にムリはしなくていいんだからね」


「なぁに。こっちは腕の一本くらい、ハナっからくれてやる覚かく悟ごで来てるのよぉ！」


　その言葉通り、右腕にはすでに感覚がない。明日あしたはどんな筋肉痛に襲おそわれるのだろうと考えて一人ぞっとした。


　そんな体を張った頑張りによって、ケーキに塗ぬる生クリームが完成した。時間のかかるスポンジケーキは昼休みに焼いておいたから、そこからの作業は計画通りスムーズに運ぶ。


「絽美、少しあっちに行っててくれないか。ちょっとサプライズをしたいんだ」


　いよいよデコレーションの完成したケーキにメッセージを書く段になって、オレは絽美にそう頼たのんだ。


「うん、わかった！」


　絽美は言われた通り、ちょこちょこと教室の端はしに歩いていく。


　ここから先は、ちょっと秘密だ。それで、最後にでき上がったケーキを一気に差し出して、ハッピーバースデー！　という段取りだ。


「むむ……」


　気合いを入れてチョコレートのデコペンを握ったオレは、そこで冷ひや汗あせをかいた。


　ヤバい。さっき腕わん力りよくを使い切ったせいで、右腕のコントロールが利きかない。


　白い生クリームの上に絞しぼり出だした黒い線は、昨日に比べて明らかにヘナヘナだ。けれども、書き始めてしまったからには、最後まで書くより他ほかに方法はない。


「よし、できた」


　なんとかメッセージを入れ終え、安あん堵どのため息をついて完成作を見た。





　キミヲ　シアワセニ　シタイ





　ひと昔前の電報みたいなメッセージだが、オレのような素しろ人うとが書くには、角ばったカタカナが限界だ。それでも握あく力りよくがなくなっていたせいで所々力ちから尽つき、「ア」の部分なんかはどう見ても「マ」だった。


　まあ、いいか。絽美くらい賢かしこい娘なら、きっと文脈から読み取ってくれるさ。


「絽美、できた……」


　彼女に声を掛かけようとした、そのときだった。


「きゃああっ！」


　教室の隅すみから、絽美の悲鳴が聞こえた。


「どうした、絽美！」


「成道くん、アレっ、アレ……っ！」


　絽美は近くの調理台の上に乗って、鞄かばんを胸に抱だいてふるふる震ふるえている。その指が示す方を見て、なんだ、と気が抜ぬけた。


「ただのチャバネゴキブリじゃないか。料理する場所にはよくいるよ」


　それよりも、台の上に膝ひざを折って座る絽美のスカートからイイモノがのぞきそうな気がして、我知らず鼻の下が伸のびた。中に体操ブルマを穿はいていることくらい承知の上だが、絽美の弾だん力りよくのありそうな太ももが見られるだけでも、ちょっぴりウレシイ。


「きゃー！　こっち来ないでー！」


　そうこうしている間に、絽美は泣きそうになって鞄を振っている。彼女の敵は、すぐ下の床ゆかをカサカサしていた。


「いやっ！　やぁん、もうっ！」


　よほど怖こわいのか、絽美はセクシーにも聞こえる声を上げ、なんとそのまま自分の鞄を床に振りおろし始めた。


　その鞄がついに敵を頭上から捉とらえようとしたとき、オレは正気に返った。


「ダメだ、絽美っ！」


　思わず非力な右手で彼女の手をつかみ、左手で流しにある食器洗い用洗せん剤ざいを取った。そのまま振り向きざまに足元の黒い塊かたまりへ液状洗剤を絞り出すと、あれほどしつこく絽美を苦しめていた物体はあっけなく動きを止める。


「……死んだの？」


　目に涙なみだを溜ためた絽美は、信じられないといった顔でオレを見る。


「ああ。ヤツらの体についてる呼吸穴が、合成洗剤の成分で塞ふさがれて窒ちつ息そく死しするんだ」


　そこでオレが手を放すと、彼女は我に返った様子で鞄を引き上げた。


「ヤダ、私ってば何やろうとしてたんだろう。つぶれたら気持ち悪いのに」


「それだけじゃない。コイツはメスで、しかも卵らん鞘しようをつけてる。叩たたいたら卵が散らばるから、洗剤をかけて殺すのが一番いいんだ」


　そう説明していると、絽美はいつの間にかオレの顔をじっと見て、頰ほおを紅潮させていた。


「成道くん、かっこいい」


「えっ？」


「こんなに頼もしい人だったなんて、知らなかった」


　瞳ひとみを輝かがやかせる彼女を見て、今さら顔がニヤけてくるのを感じた。


　ありがとう、我が旧友Ｇ！　非情なことをしてすまなかったが、友オレの恋こい路じのために成じよう仏ぶつしてくれ！


　実は、オレが昔、片かた想おもいの蜂はち子こちゃんのために積んだ修行「Ｇプログラム」とは、その名の通りゴキブリ克こく服ふくのためのプロジェクトだった。一番身近な昆こん虫ちゆうであるＧを捕とらえて虫カゴに入れ、名前をつけてかわいがることで虫むし嫌ぎらいを直そうとしたわけだ。


　結果、虫嫌いは完治できなかったものの、オレはゴキブリの生態にだけ異様に詳くわしくなり、彼らに親しみを覚えるようになった。特に、ゴキ介すけなどはいろんな悩なやみを聞いてくれた中学時代の親友だし、ゴキ美みになんかはちょっと惚ほれていた時期もあった。


　昔取った杵きね柄づか、とはまさにこのことだ。絽美にオレの雄ゆう姿しを見せるのは今日の目的の一つだったけれど、まさかそれがケーキ作りでなく害虫退治で達成されるとは思わなかった。


「あ、そう？　やっぱオレって超魔導イケメンだしな。アハ、アハハ……」


　再び有う頂ちよう天てんになりかけたとき、不意に教室内で物音がした。絽美と同時に振ふり向いたオレの目に映ったのは、一人の女生徒の姿だ。ゴキブリ騒そう動どうでそれどころじゃなかったが、そういえばさっきドアの開く音がした気もする。


　その女子はこちらを向いて、上品な手つきで悠ゆう然ぜんとフォークを動かしていた。って、えっ……？


　彼女がいたのがケーキを置いてきた調理台だとわかり、顔色が変わった。


「何してるんだ！」


　怒ど鳴なりつけるように声を掛けると、その女子はゆっくり顔を上げる。


「げっ！」


　その顔を見て、オレはひるんだ。


「恵え比び寿す莉れい子こ……！」


　調理台の前に立っていたのは、絽美が以前ヴィーナスではないかと予想した、Ａ組の天才美少女だった。


　恵比寿莉子は超ちよう絶ぜつ美形だ。整いまくった目鼻立ちには鮮せん烈れつな美しさがあるし、何で洗っているのか明るい色のロングヘアはツヤっツヤしていて、身長はオレと同じくらいなのに腰こしの位置なんかずっと高い。


「何よ。アンタが話しかけてくるから手元が狂くるったじゃない」


　恵比寿はオレをじろりとにらみながら、口についたクリームを指で拭ぬぐった。すると口紅モデルのような美形唇くちびるが全ぜん貌ぼうを現す。
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「それ、オレのケーキなんだけど」


　勇気を出して、そう言った。


「だからどうしたっていうのよ」


　恵比寿は顎あごを上げ、人を見下した風ふ情ぜいで言い返してくる。


「お金ね？　それならこれで足りるでしょ」


　どこから出したのか、彼女の手には札束が握にぎられていた。真ん中に白い帯が巻かれた、テレビでしか目にしたことのない正しよう真しん正しよう銘めいの百万円だ。


「おお……！」


　迫せまりくる百人の諭ゆ吉きちの誘ゆう惑わくに負けて手を伸ばしかけ、そこで我に返った。


「違ちがう、お金じゃない」


　オレの口からこんな言葉が出てきたのは奇き跡せきだ。


「じゃあ何よ」


「オレが言いたいのは、そのケーキをどうしてキミが食べているのかということだ」


「廊ろう下かを通りかかったらいい匂においがするから、小腹も空すいたし、ちょうどいいと思って食べたの。ちゃんと声だって掛けたわよ。悪いの？」


「悪い！　これはキミのおやつじゃない」


　そこで改めて、恵比寿の背後にあるケーキを見た。どういう食べ方をしたのか、今や表面の部分にところどころ穴が開いた、いとも無む惨ざんな姿に変へん貌ぼうしている。


　オレが絽美のために精せい魂こんこめて作ったんだから、せめて端はしからきれいに食べてくれよ。


　そう思うと、心に沸ふつ々ふつと怒いかりが沸わき起ってくるのを感じた。絽美はというと、オレたちのやりとりを後ろからハラハラした様子で見守っている。


「何言ってるの？」


　恵比寿は台に腰かけて長い脚あしと腕うでを組み、世にも傲ごう慢まんな口調で言う。


「ワタシのおやつ、なんてモノはないの。ワタシが食べたいと思ったモノ、それこそがワタシのおやつになるのよ」


「そんな自分勝手な言い分があるか！」


「素人の作るおやつにしてはまあまあだったわよ。うちのパティシエ、ピエールの作品には遠く及およばないけど」


「だったら、さっさと帰ってピエールのケーキを食べてればいいだろ！」


　オレはもう限界だった。


「これあげるから、もう帰ってくれ」


　そう言って胸ポケットから取り出したのは、先ほど絽美に返された写真だ。


「何よこれ？」


　それを受け取った恵比寿は、口をへの字に結んでいる。


「オレの、スーパーギガントイケてるブロマイドだ。世界に一枚しかない貴重品だぜ」


「いらないわよ、バカじゃないの」


　彼女の手から写真が飛び、それはくるくる舞まってケーキにさくっと刺ささった。見ると、カッコいい写真のオレの顔は、生クリームが跳はねてサンタのおじさんのようになっている。


「恵比寿」


　ついに、オレはキレた。


「女の子だろうがお嬢じよう様さまだろうが、オレは容よう赦しやしないぞ」


「何よ、アンタなんかに気安く呼び捨てにされる筋合い……」


「問答無用！　オマエの目を覚まさせてやる！　カネがなんだ！　ピエールがなんだ！　世の中にはなあ、お金では買えないものだってあるんだぞ！」


　そう言いながら、高々と上げた右手を思いきり振り下ろした。


　ぴたん。


　しかし、調理室に響ひびいたのは、そんな情けない音だった。


　そうだった。オレの右手は、すでに生クリームの泡あわ立だてで筋力が終しゆう了りようし、絽美の鞄かばんをＧから救った時点で限界を超こえてしまったのだ。


　ところが、そんなオママゴトのようなビンタでも、恵比寿には応こたえたようだった。


「信じらんない……」


　彼女はちっとも赤くなっていない頰を押さえ、屈くつ辱じよくに唇を震ふるわせながらオレをにらみつけた。


「お父様に言いつけてやるわ！　ワタシの叔お父じ様は警視総そう監かんなんだから！」


　そんな捨てゼリフを残し、長い指でケーキからオレの写真を引き抜ぬく。


「覚えてなさい！」


　そうして恵比寿は足音も高らかに去っていった。


　その姿を見送ってしばらく後、通り魔まに遭あったような気分で茫ぼう然ぜんとしていたオレは、徐じよ々じよに正気を取り戻もどした。


「……どどどどど、どうしよう！」


　体がガタガタ震え、またたく間にパニックになりかける。


「日本の国家権力を敵に回してしまった……！」


　彼女が写真を持っていったのも気にかかる。もしかして、オレを指名手配にでもするつもりだろうか。斜ななめ横を向いてニヒルな表情をキメるオレの顔写真に「おい、瀬木！」などと印字された手配ポスターを想像して、しばらく悪お寒かんが止まらなかった。


「大だい丈じよう夫ぶ？　成道くん……」


　そうやって子羊のようにプルプル震えるオレの元へ、絽美がやってきた。


「ケーキ、ボコボコになっちゃったね」


　見るなと言ったのをまだ覚えていたのか、オレの背後へ遠えん慮りよがちな視線を向けて呟つぶやく。


「そうだな……」


　はあ、こんなハズじゃなかったのにな。


　そう思って盛せい大だいに落ち込んでいると、不意に絽美が明るい声を出した。


「でも、大丈夫だよね。まだほとんど残ってるもん。ねえ、食べよ！　私、成道くんのケーキ食べたいな」


　そう言って台に手を伸のばしてくるので、オレは力なく後ろを向いてケーキを取ろうとした。そのときだった。


「なんじゃこりゃあ……！」


　恵比寿が気ままにつまみ食いしたせいで、オレの書いたメッセージは、一部の文字が消えてトンデモナイことになっていた。





　キミヲ　マワ　シタイ





　あわわわ、ありえねー！


　しかし、何度見てもそうとしか読めない。


　こんなの、とてもじゃないが絽美には見せられない。誕生日にコレって、サプライズにもほどがある。犯行予告で驚きよう愕がくさせてどうするんだ、オレ！


「ねえねえ、早く見せてよ。もうサプライズじゃなくなっちゃったし」


「ダ、ダメだ、絽美。ちょっと待ってくれ。今のままじゃ別の意味で非常にサプライズなんだ！」


「もったいぶらないで見せてよう。早くしないと二時間経たっちゃうよ？」


　そうして絽美はあろうことか、後ろからひょっこり顔を出してきたのだ。


　ダメだ。


　何がなんでも、絽美にコイツを見せるわけにはいかない！


「んが────っ！」


　オレは咄とつ嗟さにケーキへ顔を突つっ込こんだ。


　クリームが耳に入って、世界が無音になる。終わった。オレのバースデー・デート計画。


　おそるおそる顔を上げると、案の定、絽美はビミョウな顔をしていた。


「ごめん、絽美……」


　顔中の穴という穴に入りこんだクリームをかき出し、真しん剣けんに謝る。


　ああ。学園のアイドルの絽美が、せっかく年に一度の誕生日をオレと過ごしてくれたのに。一か月前から、あれほど苦心して準備を進めてきたのに。


　オレは結局、自らの手で計画を台無しにしてしまったんだ……。


「ひどいよ、成道くん。今日は私の誕生日なのに」


　予想通り、不服げな声が聞こえる。オレはもう絽美を見ることもできなかった。


「先にやっちゃうなんて、ずるいよ。どいて！」


「えっ」


　小さな手に押しのけられて振ふり返ったとき、絽美はもうケーキに顔面を埋うずめていた。


「ろ、み……？」


　何が起こったのかとこわごわ声を掛かけると、絽美は顔を上げ、ぷはぁと息をついた。


「一度やってみたかったの！　ケーキダイブ！」


　かわいい顔を真っ白にして、絽美は楽しそうに笑った。長いまつげにクリームがたっぷり乗り、なんだか前衛的なファッションモデルみたいだ。


「成道くん、サンタのおじいさんみたい」


　茫然とするオレの顔を見て、彼女は笑いながら言った。その様子は心から愉ゆ快かいそうで、落ち込んだ気持ちが少し救われた。


「そう言う絽美も、すごい顔してるよ」


「ほんと？　見たい、見たい」


　絽美はふきんで手を拭ふき、自分の鞄から鏡を出した。そして、自分の顔を見て再び声を立てて笑った。


「ねえねえ、写真撮ろ！　私、カメラ持ってきたんだ」


　そう言って、今度は小さなデジカメを取り出す。


「ここ座って。一いつ緒しよに写ろうよ」


「ああ、うん……」


　言われた通り調理台に腰こしを掛けると、隣となりに座った絽美がぐっと上半身を近づけてくる。


　えっ、これはちょっと、接近しすぎじゃないだろうか。


「もっと近づいてくれないと、顔切れちゃうよ」


　絽美は片手でカメラをこちらに向けながら、レンズに反射する像を見て器用に角度を調整している。


「わ、わかった」


　オレは答えて、さらに彼女に身を寄せた。絽美のか細い肩かたがオレの腕に当たり、接せつ触しよくに耐たえられず腕を後ろに引いてしまった。


　どうしよう、この腕。


　もしかしたら、とても大だい胆たんなことだが、今なら絽美の肩を抱だいても不自然じゃないんじゃないだろうか。


　絽美はフレームを合わせるのに集中していて、オレの企くわだてに気づいている様子はない。生クリームの匂においに混じってどこからかシトラスのさわやかな香かおりがしてきて、どうして女の子はこんなにイイ匂いがするのだろうと興奮が増した。


　どうする、成道。やるなら今だ！


「どうしたの、成道くん」


　突とつ如じよ絽美が振り向き、彼女の肩上十センチで右手をふわふわさせていたオレは焦あせった。


「い、いや、なんでもない。撮とろう」


「うん、じゃあ行くよ。ハイ、チーズ！」


　フラッシュが光り、満足した絽美はオレの隣からぴょこんと跳び下りた。「絽美の肩を抱く」という野望を実現するまたとない好機は、あっけなく去ってしまったのだ。


　くそっ、オレの意い気く地じなし……！


　床ゆかに四し肢しをついて大地を殴なぐりたい衝しよう動どうに駆かられていると、目の周りのクリームを拭ぬぐった絽美がくるりとこちらを向いた。


「成道くん、今日は私のためにありがとう」


　まだ半分白い顔で笑い、ペコちゃんのように舌を出して口元をペロリとなめる。


「うん、おいしい！」


　そう言って、またオレに微ほほ笑えみかけてくれる。


　ああ、なんてイイ娘こなんだろう。オレは今、世界一の幸せモノだ。


　そんなことを思って少女のように胸をきゅんきゅんさせていると、顔を拭き終わった絽美はこちらに戻ってきて、台の上のケーキに手を伸ばした。


「もったいないから、食べよ、これ」


「えっ、でも……」


　オレの一か月の努力を結集させたショートケーキは、今や二人の魚ぎよ拓たくならぬ顔拓によって原形を留とどめていなかった。


　できるなら、絽美の唇くちびるの部分だけ食べたいケド。


「成道くん、ここちょっと汚よごれちゃったから、あっちに持ってって食べよ？」


　オレがよこしまなことを考えている間に、絽美はケーキを皿ごと持って、隣の調理台に移動しようとしていた。言われてみれば、オレたちが顔も拭かずに遊んでいるうちに、垂れた生クリームで床はすっかり汚れている。


　ああ、あとで掃そう除じしなきゃな。っていうか、掃除は二時間に入るのか？


　そう考えてちょっとイヤな気分になっていたとき、皿を運んでいた絽美に異変が起きた。


「きゃっ！」


　なんと、生クリームの床で足を滑すべらせた彼女が、ケーキごと前につんのめろうとしていたのだ。


「危ない！」


　ぷにゅっ。


　彼女を助けようと後ろから手を差し伸べたオレは、両りよう掌てのひらに伝わる感かん触しよくに刮かつ目もくした。


「きゃーっ！」


　次の瞬しゆん間かん、転ばずに済んだ絽美がくるりと身を翻ひるがえし、あたかもパイ投げのごとき動きで、片手に持ち替かえた皿をオレの顔へ投げつけてきた。


「ふがっ……！」


「成道くんのエッチ！」


　顔に張りついた皿を取り、瞼まぶたにまとわりつくケーキを払はらいのけて見ると、絽美は真っ赤な顔で胸を押さえている。


「何するのよう。こんなとこ、他人に触さわられたの初めてだよ」


　よく見れば彼女は涙なみだぐんでいて、オレは罪悪感に震ふるえた。


「ご、ごめん。助けようと思ってつい、その、絽美は背が低いし、ちょうど手が届きやすかったというか……」


　目を白黒させながら弁解していると、途と中ちゆうで彼女がはっとした。


「あっ、ごめん、ケーキ！　拾わなきゃ！」


「いや、もういいよ……」


　皿ごとオレの顔にぶつけられたケーキは、その大部分がボロボロに崩くずれて床に落ち、たとえ「あとでスタッフがおいしくいただきました」とテロップを出したところで、視し聴ちよう者から「ウソつけ！」と猛もうツッコミを入れられること請うけ合いの状態だった。


「ごめんね……」


　自分がしてしまったことに気づいたのか、絽美はしゅんとしている。


「いいよ。ちょっとでも絽美が喜んでくれたなら、このデラックス・エロカッコいい瀬木成道、一ひと肌はだ脱ぬいだ甲か斐いがあったってもんだぜ！」


　さわやか師し匠しようの黒川を思い浮うかべ、思わず親指を立てたくなるような会心のスマイルを作った。そう、モテ男はさわやかさが命だ。


　絽美はしばらくもじもじしていたが、やがて顔を上げてオレを見た。


「成道くんって、いいね」


「えっ？」


「一緒にいると、すごくおもしろい」


「えっ、えっ……？」


　それってどういう意味？　とドキドキしていると、絽美は突とつ然ぜん、我が慢まんできないといった風に笑い出した。


「顔、白いままだよ」


　指し摘てきされて気がついた。こんな白しろ塗ぬり顔でエロカッコいいもあったもんじゃない。


「絽美、ハッピーバースデー！」


　開き直って、そのまま驚おどろきの白さで究極さわやかスマイルをキメたオレに、絽美は少し照れた様子で微笑む。


「ありがとう、成道くん」


　そして、小首をかしげてこちらを見上げた。


「また来年、ケーキ作ってくれる？」


　今度は投げたりしないからね、と小声で付け加えるのがかわいくて、オレは何度もキツツキのように頷うなずいた。


「もちろん！　絶対に忘れないよ。『ナシの日』だもんな」


「もう！」


　顔をしかめた絽美は、再び自分の胸を押さえた。


「気にしてるんだから、言わないでよう」


「あわわ、そういう意味じゃないって！　それに絽美、ちょっとは『あった』よ！　ぷにゅって手ごたえが……わっ、ゴメン、すいません！」


「もう、バカバカバカ！」


「ごめん、ごめんってば！　もう物投げるのヤメテ……！」





　　　　　☆





　そうやって、成功したのかしていないのかよくわからないうちに、絽美とのバースデー・デートは終しゆう了りようした。


　夢のような二時間が終わった次の日、オレは授業中にもニヤニヤが止まらなかった。


　絽美、かわいかったなぁ。


　自分の両手を見つめ、ふにふにと何度も動かして昨日の感触を思い出そうとする。


　胸のない娘って、あんな感じがするのか。大きい娘に比べて、慎つつましやかな感触が実にいいぞ。っていうか、大きい娘の感触なんて知らないケド。


「ないない言ってても、オレのとはやっぱり感じが違ちがうもんなぁ」


　そう独り言を言って自分の胸を揉もんでいると、左右の級友からおかしな目で見られた。


　フフフ、いくらでもおかしな目で見たまえ。ボクは昨日までの瀬木成道とは違うのだよ。今日からは、女の子のおっぱいを触ったことがある、瀬木成道なのだ！


　絶好調のオレは、早さつ速そくこの体験を誰だれかに自じ慢まんしたくなった。


　てっとり早く石田……と考えて、アイツに自慢すると、かえってその他のことで倍以上の心理ダメージを加えられそうなのでやめた。


　となれば。


　オレは休み時間になるやいなや、隣のＤ組に直行した。


「くーろかわー！」


　嬉き々きとして近寄ってきたオレに、着席して教科書の用意をしていた黒川は、いつもの笑顔を見せた。


「ああ、瀬木。どうしたんだい」


「なあ、オマエ、女の子のおっぱいって触ったことあるか」


　オレの発言に、周りのヤツらが一いつ斉せいにオレを見た。なんだコイツ、といった視線である。


　黒川もちょっと眉まゆをひそめたが、すぐにいつもの様子に戻もどって口を開いた。


「あるけど、それがどうかしたのかい」


「あああ、あるの!?」


　オレはチビりそうなくらいびっくりした。


「なんで、誰の、どこで、いつ、地球が何回回ったとき!?」


「ほぼ毎日だよ」


　そう言うと、目ん玉をひんむいて泡あわを吹ふきそうになっているオレを尻しり目めに、憂ゆう鬱うつそうなため息をついた。


「うちには姉と妹がいるんだけど、二人とも僕をからかうのが好きみたいでね。しょっちゅう下着姿で部屋に遊びにくるし、一いつ緒しよに風ふ呂ろに入らされることもあるよ」


「おお……！」


　そんな天国のような生活を思い浮かべ、脳内にお花畑ができた。


「ちょっと待て、黒川。オマエのねーちゃんと妹ってことは、ひょっとしてすんごい美人なんじゃないのか？」


「残念ながら、二人ともそれはそれは酷ひどいものだよ」


　黒川はさもおぞましいものを想像するかのように首を振ふった。


「僕と妹は母似で、姉はどちらかというと父親似なんだけど、父も母も甲こう乙おつつけがたく前世の業ごうを背負った容よう貌ぼうをしているから、これも仕方のないことだろうね」


「美形一家……！」


　オレは拳こぶしで黒川の机を殴なぐった。


「で、瀬木の話ってなんだい？」


「もういいです！」


　そう叫さけび、うわぁんと泣きながら教室を走り出た。同じドーテーとはいえ、美人姉し妹まいと日夜パフパフイチャイチャして遊んでいる男に、たった一度、ハプニングで女の子の胸を触っただけのオレが、一体何を自慢できるというんだ……！


　すっかりヘコんでＣ組に帰ると、オレの机に思わぬ待ち人がいた。


「あっ、成道くん」


「絽美……！　どうしたんだ？」


　オレを見て表情を明るくする絽美を見て、人気者の彼女がわざわざオレに会いに来てくれたのかと一気に気分が上じよう昇しようする。ゲンキンな自分がつくづくありがたい。


「成道くん、これ」


　絽美が笑顔で渡わたしてきたのは、一いつ封ぷうの封ふう筒とうだった。


「昨日の写真だよ」


　開けてみれば、中から出てきたのは顔を真っ白にした昨日のオレたちのアップ写真だ。そういえば絽美は機械オンチの超ちよう文系っ子なので、去年の文化祭のときも、デジカメ写真をお店プリントで焼き増ししてきてくれたのだった。


「楽しかったね、昨日」


　写真を眺ながめていると、彼女が脇わきからのぞきこんできて言う。


　オレは正直ドキドキしてしまって、絽美の目を見ることができなかった。昨日の今日だけあって手に残る感触もまだ生々しく、ほうっておくとオレの想像力は本人を目の前にして良からぬ方向へ大脱だつ線せんしそうだ。


「ねえ、成道くん」


　絽美に呼びかけられて、心臓をドコドコさせているオレはようやく彼女を見た。絽美は両手を後ろに組んで、まっすぐオレを見上げている。


「私、成道くんのこと、好きになってもいい？」


「へっ？」


　なんの冗じよう談だんかと思っていると、彼女はほんのり頰ほおを染め、瞳ひとみをきらきらさせた。目が合うとちょっと逸そらし、照れ隠かくしのようにてへっと笑う。


「……なんてね」


　肩かたをすくめた彼女は、それからすぐに、弾はずむような足取りで教室を出ていった。


「な、なんだ、今のは……」


　す、好きっていうのは、そういう意味の「好き」でいいのか？


　それとも「好きな言葉は真心です」とか、その程度の「好き」なのか？


　絽美がオレを好きになるなんて、そんなの、いいに決まってる。むしろ、こちらからぜひお願いしたい！


　しかし、「好きになってもいい？」とはどういうことだ。そんなことにオレの許可がいるんだろうか。許可が出なかったら、オレのことを好きになってくれないのか？　じゃあ、なんなら今からでも「いいですヨ！」と言いに行った方がいいのだろうか。けれども、いかんせん彼女は最後に「なんてね」と言っていたのだ。すべては男の純情をもてあそぶ冗じよう談だんだったのか？　いや、絽美はそんな娘こじゃないはずだ。


　だけど、いや、そんな、などと悶もん々もんとしながら写真をしまおうとしたとき、鞄かばんの中に妹尾から借りていた本を見つけた。


「……妹尾、コレありがとう」


　彼女の席へ本を返しに行くと、読書していた妹尾は顔を上げた。


「瀬木くん。うまく行きました？」


「ああ、うん、おかげさまでなんとか成功したよ」


　予期せぬハプニングだらけで、一時はどうなるかと思ったが。


　オレの言葉に、妹尾は微び笑しようを浮かべた。胸がせつなくなるような、例の微ほほ笑えみだ。


「よかったですね」


「あ、ああ……」


　その笑顔に魅み了りようされて何も言えなくなっていると、妹尾はたちまち真顔に戻った。


「瀬木くん」


「は、はい、なんでしょう」


「やっぱり、女性は見た目も大事だと思いますか」


「へ？」


　質問の意図がわからなくて、オレはただマヌケ面づらをするしかない。すると、妹尾は自分の発言を恥はじるかのように目を逸らした。


「なんでもないです」


「あ、そう……？」


「明日あしたから……またよろしくお願いします」


「明日……？」


　わからんコトだらけで混乱しかけるオレを、そのとき、向こうの方から手招きで呼ぶヤツがいた。


「おーい、成道」


「なんだよ、石田」


　オレは妹尾の席を離はなれ、イヤな予感満タンで顔をしかめた。ヤツが愉ゆ快かいそうに笑っていたからだ。経験上、この顔を見たときにはロクなことが起こらない。


「成道、そういや昨日のバースデー・デート、どうだったんだよ？」


「企き業ぎようヒミツだ。瀬木・モテキング・成道のスーパーテクニック満まん載さいのデート内容は、もったいなくてとてもオマエには教えられない」


　しかし、そんな返答にも石田はニヤつきを加速させるだけだ。


「まぁよ、それはあとでゆっくり聞くとして、おまえ、あの恵比寿莉子に何かしたのか？　さっきから廊ろう下かに仁に王おう立だちで、ひたすらおまえをご指名中だぜ」


「えっ！」


　それを聞いて、昨日のことを思い出した。


　そうだ。コトによるとオレは、すでに全国指名手配犯になっているかもしれないんだ。


「どどど、どうしよう、石田」


「なんだよ？」


「恵比寿のヤツ、パパとか弁護士とか警察とか連れてなかったか？」


「いや、一人だったぜ？」


「悪いが、オレはいなかったことにしてくれ！」


　叫びざま脱だつ兎とのごとく走り出し、廊下には逃にげられないことに気づいてベランダに出た。


　そうして残りの休み時間を窓の下にしゃがんで震ふるえながら過ごし、次の休み時間も、その次の休み時間も、ベランダで恵比寿に恐きよう怖ふしながら過ごした。そう、彼女はそれから、休み時間のたびにオレを訪ねてきたのだ！


「……ああ、それはヤベぇな。おまえの命も終わったな」


　昼休み、オレに付き合ってベランダで食事をしている石田が、そう脅おどしてきた。


「やめてくれよ石田！　あと、オマエはオレよりデカいから、もうちょっとかがんでくれ」


　オレは焼きそばパンをかじりながらも、絶えず窓から教室をのぞいて恵比寿の姿がないか確かく認にんし、生きた心ここ地ちがしない。


「ま、よかったじゃねぇか。明日からテストだし、試験期間の三日間さえ逃げつづければ、次の日は陸上の記録会で、その次の日から一週間、試験休みに入るだろ。んで、終業式で一日登校すればもう夏休みだし、うまくすれば逃げ切れるんじゃねぇの」


「しかしだねえ、キミ……」


　反論しかけたオレは、そこで固まった。


「試験？」


「試験だろ」


「明日から？」


「明日から」


　当然のように頷うなずく石田を見て、目の前がさーっと暗くなるのを感じた。


　恵比寿どころじゃない。


　オレは勉強なんか何もしていないじゃないか。


　思い返せば、連休明けくらいまでは勉強する気満々だったのに、絽美とのバースデー・デートが決まってからというものの、浮うかれてぼんやり過ごしたり、ケーキ作りに明け暮れる日々が続いたりして、ほとんど身を入れて学習に取り組んでいなかった。


「終わった……」


　膝ひざを抱かかえてヘコんでいると、石田は再びニヤニヤし始めた。


「まぁそう落ち込むなよ。次の期末で頑がん張ばりゃいいだろ。それより、テスト後の納のう涼りよう祭りイベントの方が、カップル試験には大事なんじゃねぇの」


「まあ、そうだな……」


　だから俺と組もうぜ、と続ける石田を無視して呟つぶやきながら、オレが思い出していたのはさっきの妹尾の言葉だった。


　――明日から……またよろしくお願いします。


　そういえば、定期テスト中の席は出席番号順に戻もどるのが決まりだ。彼女が言ったのはそのことだろうかと考えて、律りち儀ぎな子だなぁと今さら感心したのだった。





　　　　　☆





　翌朝、オレは全身から負のオーラを発して登校した。外は梅雨つゆの晴れ間でピーカンだが、オレの心には一条の光も射ささない。


「一いち夜や漬づけって、ほんと意味ないよな……」


　少しでも頭を振ふると、なけなしの知識がこぼれ落ちる気がする。さっきから脳内で「バンダルスリブガワン」という単語が陽気に腰こし振ふりダンスを踊おどっているのだけれども、それが世界史の国名なのか地理の地名か、はたまた生物の名前なのか、それすらわからない惨さん状じようだった。


「もうダメだ……」


　そんな薄うす暗ぐらい気持ちで教室に入ったオレは、教室の中にひときわ光ひかり輝かがやく美少女を見つけて立ち止まった。


　あんな娘、うちのクラスにいたっけ？


　そういえばどこかで見たことあるなあと考えたとき、彼女が座っているのがオレの隣となりの席だと気づいて震しん撼かんした。


「せっ、妹尾……!?」


　そう、よく見れば、それは確かに妹尾だった。ただし、昨日までのダサおさげは軽かろやかにほどかれ、暗い印象を与あたえていた鬱うつ陶とうしい前まえ髪がみは軽快な長さに生まれ変わり、邪じや魔まな眼鏡めがねもなくなって、目の表情がはっきり見えるようになった。


　彼女は、オレの予想を遙はるかに上回る美人だった。
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きれいな孤を描えがいた眉まゆと、優やさしげで深い色合いの瞳がとりわけ魅み力りよく的で、一度見たら目が離せないような、周りの景色をも変えてしまうような、そんな雰ふん囲い気きのある美しさに圧あつ倒とうされた。


「おはよう、妹尾……さん」


　自分の席に着いたオレはついよそよそしい挨あい拶さつをしてしまったが、彼女はいつもと変わらぬ様子で微笑んだ。


「おはようございます、瀬木くん」


　ヤバい、ヤバいぞ。


　挨拶するだけでも、超ちようときめく！


「ど、ど、どうしたの、妹尾」


「え？」


「その髪かみ形がたとか、今日、あの……」


　ドギマギしてロクに話せず、眼鏡のジェスチャーをしたりして尋たずねる。


「はい。コンタクトにして、イメチェンしたんです」


「な、な、な、なんでまた、急に？　なんでテスト初日の今日？」


　そう尋ねてみても、妹尾は何も言わずに少しはにかむだけだった。





　　　　　☆





　その日から、妹尾は男子の注目の的になった。彗すい星せいのように現れた美少女を一目見ようと、テスト期間だというのに、休み時間になるとＣ組以外からも色んな男がやってきて、彼女の机の周りにハイエナのように群がった。ちょっとトイレにでも行こうものなら、戻ってきたときオレの席は間ま違ちがいなく別の男に占せん拠きよされていた。


　男ってこんなにわかりやすいものなのかと、同じ男のオレはそれを眺ながめて嘆たん息そくするばかりだ。


「妹尾のあの、ちょっと憂うれいのある表情がいいんだよな。見てるだけで癒いやされるよ」


「よく見たら、スタイルもかなりいいぜ。あの巨きよ乳にゆうにパフパフされてぇ」


「スレンダーなのに女らしいっていうのが最高だよな」


「やっぱ顔だよ。特別目がでかいわけでも、鼻が高いわけでもないのに、各パーツのバランスが絶ぜつ妙みようっていうか」


「本当の美人って、きっとああいう娘このことを言うんだよな」


　今日も男子更こう衣い室で、にわか美少女評論家のようにしたり顔で説く連中がいる。テストがあらゆる意味で終しゆう了りようした翌日、陸上記録会のための着き替がえの時間、オレはそれを苦々しい思いで聞いていた。


「ああ、雪菜ちゃんのブルマ姿が見てぇ」


　一人の男が、魂たましいからの呟きを天に放った。


「ああ、見たいな」


「うん、見たい見たい」


「激しく見たいぞーっ」


　周りの男どもが一いつ斉せいに同意する。


「そういえばあの娘、確かいつもブルマ穿はいてないんだよな」


　そうなのだ。学年の女子でもただ一人、妹尾は体操服でブルマを着用しない。


　けれども、代わりに穿く男子用のハーフパンツがまた……。


「でも、男物を穿いてるところもエロくていいよな」


「そうそう。俺たちと同じもん穿いてるってのが、また、な！」


「けど、やっぱブルマも見てぇ～」


　言いたいことを残らず代弁され、オレは苦虫を二十匹ぴきくらい嚙かみつぶしたような顔になった。


　なんだよ、オマエら。オレはその妹尾と、仮にも二人きりでデートしたんだぞ！


「どーしたんだよ、成道。まぁ、おまえのことだから、どうせまたニヒルな表情の研究でもしてんだろうけどよ」


　体育着に着替え終わった石田が、いつの間にか隣に来てニヤニヤしていた。


「うるさい。ボクにはキミのような低てい俗ぞくな輩やからと会話している時間はないのだ」


「妹尾雪菜のことか」


「ち、違ちげぇよ、アホ石田」


　ズバリ当てられ、オレはマッハで真面まじ目めキャラを放ほう棄きした。石田は意味ありげに笑う。


「彼女、男たちからのデートの申し込み、今のところ全部断ってるらしいぜ」


「えっ？」


「マジでおまえ、あの娘に気に入られてたんじゃねぇの。あんな美少女、諦あきらめちまうのか。あの美び貌ぼうは、今や学年でも一、二を争うぜ」


「いや、でも、オレはヴィーナスと両りよう想おもいにならなきゃいけないしだな……」


「もし、妹尾雪菜がヴィーナスだったらどうするんだ？」


「は？」


「知らねぇだろ、彼女、かなり成績いいんだぜ」


　石田が得意げに見下ろしてくる。また執しゆう念ねんで情報を集めたのか。


「いいって、どれくらいだ？」


「そうだなぁ、一年の学年末試験じゃ、学年で二十位以内だったはずだぜ」


「ふうむ」


　オレは腕うで組ぐみして考えた。


　確かに、今の妹尾を絽美と並べて、どっちがかわいいかを決めるのは至難の業わざだ。というより、完全に好みの世界だ。しかし、絽美は学年で常に一ケタの順位を取る成績の良さだ。加えて、裏表のない明朗快活な人ひと柄がらの絽美に比べ、妹尾にはどこか謎なぞめいた陰かげの部分が見え隠かくれする。


「……やっぱり、オレは絽美で行こうと思う」


「お、やたら上から目線だな。さては妹尾雪菜にモテて自信ついたか？」


「だから、それはオマエの誤解だって言ってんだろ！」


　いつもなら流せる石田の神経逆さか撫なで発言だったが、今日はなぜか食ってかからずにいられなかった。


「オレはヴィーナス賞をもらって、この学園をなんとかしなきゃいけないんだ！　じゃないと、オレはいつまで経たっても世間から笑い者にされるし、じーちゃんにだって認められない、どこでも中ちゆう途と半はん端ぱな『中の下』のままなんだよ！」


　オレが声を荒あららげたので、周りの男子が一いつ瞬しゆん静かになった。次いで、あちこちから失しつ笑しようが起こる。


「頑がん張ばれよー、瀬木」


「俺はおまえの味方だぞ！」


　うぐぐ、悔くやしい。オマエら、半笑いでバカにしやがって。


「とにかく、わかったか、石田！」


　ぐぎっと音がするくらい顎あごを上げて悪友をにらみつけると、あろうことか石田は小指を耳に突つっ込こみ、明後日あさつての方向を見ていた。


「……コ、コノヤロー！」


　オレ今、めちゃくちゃカッコいいコト言ったんだぞ!?


「恥はじだけかかせやがって！」


「わっ、落ち着け、成道」


　オレが半分本気で殴なぐりかかると、石田は大げさに驚おどろいて飛びのく。行き場を失ったオレの体を受け止めたのは、ヤツの背後にあったドアだった。


「ぐえっ！」


　床ゆかに叩たたきつけられ、踏ふみつぶされたカエルのような声が出た。誰だれかが扉とびらをきちんと閉めていなかったせいで、ドアへの激げき突とつどころか、一気に廊ろう下かにまで投げ出されたのだ。


「おのれ……」


　リノリウムの床にしたたかに顎あごを打ちつけ、気持ちシャクレながら顔を上げようとしたときだった。


「瀬木くん……？」


　驚きを嚙かみ殺ころしたような声にはっとして見上げると、目の前に女子の脚あしがあった。


「あっ」


「ち、違ちがう！　のぞこうとしたわけじゃないって！」


　相手があまりに素す早ばやい動きでスカートを押さえるので、声が上ずって余計怪あやしくなった。


「違うんだってば、妹尾！」


　そう、そこにいたのは妹尾だった。


「大だい丈じよう夫ぶですか、瀬木くん」


　行動とは裏腹に、彼女は落ち着いていた。


「あ、ああ……」


「これ、出席簿ぼです。女子の日直の子が、さっき保健室へ行ってしまったので」


　立ち上がったオレに、彼女は黒い出席簿を手て渡わたしてくる。


「あ、今日の日直って、オレか」


　登校数時間後とは思えぬノンキ発言をかましてしまったが、妹尾は黙だまって会え釈しやくをすると、そのまま女子更衣室の方へ立ち去った。


「……まさか聞かれてなかったよな、今の」


　ヴィーナス賞を獲とるとかデカい声で宣言したばかりだったので、少し不安になる。直前には妹尾の話もしていたし、聞かれていたら相当気まずい。


「わざわざそれ届けるために待っててくれたのか？　えらいイイ娘だな」


　背後から一部始終を見守っていたらしい石田が口を出し、オレも更衣室に戻もどった。


「うん、イイ娘なんだよ……」


　オレはしみじみと同意した。


　イイ娘だから、気になってしまうんだ。せっかく妹尾と距きよ離りを置いていたというのに、最近の接せつ触しよくと、トドメのイメチェンで、今オレの心は千ち々ぢに乱れていた。


「オレが好きなのは、絽美なんだ」


　石田はもう聞いていなかったが、オレは静かにそう呟つぶやいた。





　　　　　☆





　一週間の試験休みのあと、テスト返へん却きやく日を兼かねた終業式の日がやってきた。


　テストの結果は、案の定さんざんだった。


「もしかすると、前回より下がったかもしれない……」


　ホームルームで返された生物の答案用紙を見て、オレは頭を抱かかえた。生き物の名前を問うすべての欄らんに「バンダルスリブガワン」と埋うめたものの総バツで玉ぎよく砕さいし、最後の「バンダルスリブガワン」の欄の下には、先生の赤ペンで「←なぜ…？　これはブルネイの首都名では？」と書かれていた。


「オレだって『なぜ…？』だよ……！」


　ああ、せめて三日前から勉強していれば、こんな珍ちん解答はしなかったのに……！


「はい、それでは終礼に移ります」


　オレが机を叩いて悔し泣きしていると、テストを返し終わった真弓先生が、悲喜こもごもの生徒たちを見み渡わたして仕切り直した。


「皆みなさん、試験お疲つかれさまでした。さて、明日はいよいよ『大だい納のう涼りよう祭り』の日です。二年生は全員、四時に校庭へ集合です。欠席者には大おお幅はば減点と臨海学校でのグループ選せん択たく権がなくなるペナルティがありますが、遅ち刻こくでも当然、減点の対象になります。いいわね？」


　はーい、という声が教室中から起こる。いつも思うのだが、こういうときに元気な返事ができるヤツらは、きっとクラスに友達が大勢いるんだろうな。


「なお、基本的に服装は制服と決まっていますが、浴衣ゆかたに限っては着用が認められています。特に女子生徒は全員浴衣を着るようにと理事長が強くおっしゃっているので、女子の皆さんはなるべく浴衣を着てきてください」


　出た、スケベジジイめ。


　しかし、女子たちの反応は思ったより上々で、「じゃあ今日これから浴衣買いに行こうよ」などと女の子同士楽しげに会話している。


　もちろん、男たちの下心もといモチベーションは急きゆう上じよう昇しようした。オレも悲ひ惨さんなテスト結果を忘れ去り、気持ちはたちまち明日へと向かう。


「本来ならば学校行事とは無関係のお祭りではありますが、二年生に限ってはカップル試験の公式イベントになりますし、臨海学校のグループも決まる重要なイベントです。必ず参加してください」


　またもや「はぁーい」という声が上がり、真弓先生の話は終わりになった。


「なぁ、成道。グループ分けの相手決まったか？　大人しく俺と組もうぜ」


　挨あい拶さつをして解散になると、石田がそう言ってやってきた。


「な、いいだろ。どうせおまえに友達なんていねぇんだからさ」


「ところがどっこい、ボクには新しく友達ができたのだ！」


　しかも、どこへ出しても恥はずかしくない、一いつ緒しよにいるだけで女子モテ率五割増は間ま違ちがいなしの、超ちようイケメンの友達が、だ。


　勝かち誇ほこった顔のオレを見て、石田は意表を突かれたようだった。


「なんだよ。誰だよ、それ」


「明日のお楽しみな」


「まぁいいや、じゃあそいつと三人で組もうぜ」


　なんだかんだ言って、コイツもオレ以外に友達いないんだな。


　石田が割と必死な様子なので、ちょっと気の毒になってきた。


　でも、オレは三人組になるわけにはいかないのだ。人気者の絽美は、おそらくあちこちのグループから引っ張りダコで、かなりの確率で三人組を作ってくるだろう。それに、もし絽美にフラれてしまったとしても、どうせなら女の子三人のところとグループを組めた方が楽しいに決まっている。


「なぁ、成道。頼たのむよ。今夜は風ふ呂ろに入るからよう」


「許せ、石田。オレは男の友情より女の子を取るぜ！」


　そもそも、コイツとの間に友情などあるのか不明だが。


　むしろ、あちこちの男子グループでたらい回しにされて、日ひ頃ごろオレをバカにしてきたことを存分に悔くやむがいいと思っているくらいだ。


　オレはヴィーナスと両想いになる！


　そして、この学園を変えるんだ！




　第六章　ぬりかべと言われたオレ




　翌日は朝から晴天で、梅雨つゆ時どきにしては珍めずらしいほどのいい陽気だった。買ったばかりの浴衣に身を包んだオレは、夕方を前に武む者しや震ぶるいしながら学校へ向かった。


　駅ビルのショーウインドーに映る自分を確かく認にんして、そのあまりのダイナマイト色男ぶりに惚ほれ惚ぼれとする。


「うーん、この美しさはもはや飛び道具だぜ……」


　あとは縁えん日にちでいち早く絽ろ美みのグループと出会い、オーケーをもらうだけだ。


「女の子たち、みんなどんな浴衣着てくるんだろうなあ」


　あれこれ妄もう想そうをしてムフムフ歩いていたオレは、学校の校門が見え始めたとき、何やら辺りの様子がおかしいのに気づいた。


　やたら派手な装そう飾しよくのうちの正門の脇わきに、物々しい数のＳＰがいる。すべて女性で、黒いパンツスーツにグラサンという風ふう体ていであるが、決してゲーム系のコスプレ的なノリではなく、全員が女コマンドーのような凜り々りしさを放っていた。


　そして、彼女たちの中心で何やら指示を出していると思おぼしき人物を見て、オレは凍こおった。


「いい？　何がなんでも絶対に見つけるのよ。瀬せ木き成なる道みちの写真はみんな持ってるでしょ。もし誰も見つけられなかったら、全員解かい雇こよ、解雇！」


　恵え比び寿す莉れい子こだった。今日は彼女も浴衣を着ている。白地に赤い薔薇ばらの散った、洋服のような柄がらで、帯ともどもやたら高そうだ。


　恵比寿の発言に、ＳＰたちは緊きん張ちようの面おも持もちで胸ポケットから何かを出して眺ながめる。おそらくオレのあの写真のコピーなんだろうが、こんなに大勢の女性に見られているとは、カッコいいポーズで撮とって本当によかった。


「しかし、まずいぞ……」


　この様子じゃ、これ以上は近づけない。諦あきらめて裏門に回ると、恵比寿がいないだけで、状じよう況きようは正門と同じだった。


「あわわわ……」


　木こ陰かげに隠かくれて校舎の時計を見れば、時刻はもう三時五十分になろうとしている。四時の出欠確認までに校庭に辿たどりつかないと、初めから何にも参加できなくなってしまう。


　それだけは避さけないと！


　とはいえ、こっちも命は惜おしい。どうしようかなあとオロオロすること約五分、いよいよパニックになりかけてきたオレの前を、おかしな男が駆かけ抜ぬけていった。


　猫ねこ背ぜの瘦やせた体たい軀くに、二次元でしかお目にかかれないような銀ぎん髪ぱつロン毛の一つ縛しばり、どこからどう見ても石いし田だだ。


　石田は浴衣を着ていたが、その柄が珍ちん妙みようだった。全面に毛書体で「ゆとり・ゆとり・ゆとり」と隙すき間まなく書かれた壮そう絶ぜつな柄模様で、履はいているのも茶色い便所サンダルと、全体的に妙みようちきりんなことこの上ない。


「待ちやがれー、この泥どろ棒ぼう！」


　石田は中年のオッサンに追いかけられていた。その人がつけていたエプロンには「スーパー銭湯　ゆとり屋」という文字がプリントされている。


「あとで返すっつってんだろー！　時間がねぇんだよ！　休きゆう憩けい室にリクライニングソファなんか用意しやがるから、ついうっかり寝ね過すごしちまったじゃねぇか！」


　石田は両手で浴衣の裾すそを持ち、膝ひざ下した全開で裏門に向かって駆けていく。大体事情を把は握あくしたオレは、自分が窮きゆう地ちにいるのも忘れて、その捕とり物ものを見物した。


　銭湯「ゆとり屋」のオッサンは、石田が門に近づくと恵比寿のＳＰたちに叫さけんだ。


「おい、おめぇら！　そいつを捕つかまえてくれ！　そいつは泥棒だ！」


　それを聞いたＳＰたちは一いつ瞬しゆん顔を見合わせたものの、次には石田を捕ほ縛ばくするための戦線を展開し始めた。


「どきやがれ！」


　すると石田は便所サンダルを脱ぬぎ、彼女たちに投げつけ始めた。ＳＰといえどもやはり女性、いかにも水虫がうつりそうなサンダルが飛んでくると、その軌き道どうから悲鳴を上げて一いつ斉せいに離はなれる。石田はその隙すきを突ついて校門を通っていった。


「何やってんだ！　逃にがすな！　捕まえろ！」


　オッサンは走りながら青筋を立てて怒ど鳴なり、ＳＰたちは気け圧おされるように校門の中に入って、石田を追いかけ始めた。


　この思わぬ幸運に、オレはほとんど茫ぼう然ぜんとしながら歓かん喜きした。


　やった！　これで間に合う！


　時計はまだぎりぎり四時前だ。慌あわてて校門へ走っていき、広いグラウンドが紅白幕で半分に分かれているのを確認する。白線で「男」と書かれた方へ行ってＣ組の列を探そうとすると、前方を走る黒スーツの集団と、それに追われるゆとり模様が目印になった。


「石田晋しん哉や」


　真ま弓ゆみ先生がその名前を読み上げた瞬しゆん間かん、石田はＣ組の列に突っ込こんでいった。


「はいはいはいはいー！」


　それに続いてオレが列に飛び込むと、タイミングよく点呼の順番が来た。


「瀬木成道」


「はいっ！」


　勢いよく返事をした瞬間、前方で石田を追いつめていたＳＰたちの動きが止まった。


　し、しまった……。


　ダメだ、オレはもう恵比寿に捕まって打ち首獄ごく門もんだ。尻しりから八やつ裂ざきの刑けいだ。


「……何ですか、貴方あなたたち」


　覚かく悟ごを決めて歯を食いしばったオレの耳に、真弓先生の声が飛び込んできた。目を開けてみると、先生は出席簿ぼをパンパンと打ち鳴らしてＳＰたちをにらんでいる。


「ここは学校です。部外者は速すみやかにご退出ください」


「し、しかし、私たちは莉子お嬢じよう様さまから……」


「ご退出ください」


　先生は毅き然ぜんとしていた。


　すごい。恵比寿家の権力にもひるまないとは、さすが教師だ。聖職だ。


　ＳＰたちは悔くやしそうに帰っていき、オレは当面の身の安全を得てほっと一息ついた。


「それでは、これからカップル試験の公式イベント『大だい納のう涼りよう祭り』を始めます。臨海学校のコテージは四十棟むねあり、二年生はほぼ男女同数で総勢百九十六名ですから、とりあえず男女共に二人組、三人組が二十組ずつできると考えてください。どちらかの人数のグループが定員に達すると、それ以降は二人組、三人組のどちらかのみしか作ることができなくなるので、メンバーが決まったところはすぐに縁日に出るようにした方が得策ね」


　真弓先生の話によれば、オレたち生徒は、まず紅白幕で仕切られた校庭内で同性と組を作って届け出て、それから裏山の祭りへと進んでいけばいいらしい。


「それでは、七時までに、肝きも試だめしをクリアした証明の札を持ってここへ戻もどってきてください」


　先生が言い終わると、間かん髪はつをいれずに校庭のスピーカーへ一斉放送が入った。


「皆みなの者、こんばん猥わい談だん～！」


　こ、この声は……！


「理事長の瀬木重蔵じゃ！　夏の夕方、ハレンチに楽しんでおるかな～？」


「おーっ」


　と答えるのは当然、給料を上げて欲しい一部の教師たちだけだ。


「夏の祭りは日本の心じゃ、伝統じゃ、浴衣のオナゴはエロさ五割増じゃ！　それでは皆の者、れっつ・あばんちゅーる！」


　パァンと銃じゆう声せいがして見ると、オレたちのすぐ近くで、鬼おに沢さわが競技用のピストルを撃うっていた。


　さあ、いよいよ始まりだ！


　そそくさとＤ組の列に行こうとしたとき、オレの目の前に石田が立ちはだかった。


「なぁ、成道！　お願いだから俺と組もう！」


「なんだよ、ゆとり野や郎ろう」


「俺、昨日の夜から今日の昼まで、ずっと風呂に入ってたんだぜ！　気合い入れて銭湯で垢あかすりよ！　ほら、いい匂においすっだろ！」


　そういう石田の体からは確かにほのかなせっけんの香かおりがして、急激に気分が萎なえる。


「いや、そういう問題じゃなくてだな……」


　それでも、いつもと形勢が完全に逆転したことについては気持ちがいい。


「大体オマエ、なんでそんな必死なんだよ。ここで全員が組み終わるまで待ってれば、どこかしら人数足りないところが誘さそってくれるだろ。一人になるわけでもあるまいし」


「それが、一人になるかもしれねぇんだよ！」


　そんなに孤こ独どくが怖こわいのか、石田は発はつ狂きようせんばかりの形相で訴うつたえてきた。


「おまえ、うちの学年が百九十六人だって知ってるだろ？　コテージは五人ずつ、つまり百九十六人目は余るんだよ！　そして、男子は女子より二人多いんだ！」


　オレは思わず、小学校のときの算数の文章題を思い出した。


「で、なんだ。女子の数でも求めるのか？」


「ちげーよ！　つまり、余るのは絶対に野郎なんだ！　んで、野郎は今日、学年で一人も欠席してねぇんだよ！　このスケベどもが！」


　自分を棚たなに上げてわあわあ喚わめく石田に足留めをくらい、オレは早くも組を作って出口に並び始める男たちを見て気が気じゃなかった。


「瀬木」


　そのとき、背後から聞こえてきた声に救われた気がした。


「げっ、黒川」


　石田がオレの後方を見て顔を引きつらせる。そうだ、コイツ黒川が苦手なんだ。


「じゃあ石田、そういうわけだから、オレは黒川と組むぜ。じゃあな」


　これ幸いとその場から逃げ出し、黒川と合流して出口の列へ並んだ。


「石田くん、とてもセンスのいい浴衣を着ていたね。僕もああいうのにしたかったよ」


　待ち時間、黒川がそんな信じられないことを言いだした。


「ええ？　もしあんな浴衣着るハメになったら、オレなら『ゆとり屋』から一歩も出られないぞ」


「そうかい？」


　そういう彼の浴衣姿は、普ふ段だんのクオリティから考えて至し極ごく順当にイケていた。縁えん側がわで夕ゆう涼すずみして一句ひねってしまいそうな、純和風の男前である。


「オマエ、えらく浴衣きれいに着てるな。もしかして、ねーちゃんと妹か？」


「ああ。買ってきたのも姉と妹だよ。彼女たちはどうも僕の趣しゆ味みが気に入らないらしくて、自分たちで買ってきたもの以外、なんとしても僕に着せまいとするんだ」


「ああ……」


　ねーちゃんたちの美的感覚は正常なんだな。


　そんな話をしていると、いよいよオレたちの番になった。


「ふうん」


　出口の机で待ち受けていた真弓先生は、オレと黒川の組み合わせを見ると、何を思ったのかおもしろそうに笑った。


「頑がん張ばってるみたいね。で、貴方たちは二人組でいいのね？」


「はい、そ……」


　そのときだった。


「くぉらー！　待ちやがれぇー!!」


　耳にビリビリくる大声に振ふり返ると、なんとさっきのオッサンが石田を追いかけていた。その手にはヤツが投げた便所サンダルがある。ちなみに、逃げ回っている石田は裸足はだしだ。


「こらっ、浴衣返しやがれ！」


「助けてくれ、成道！　このオッサンに脱がされる！」


　そう言って、後ろから浴衣をつかまれた石田が、オッサンを引きずりながらオレのところへ突とつ進しんしてきた。


「うわ、やめろ！」


　オレは反射的に飛びのいた。


　オレたちがいたのは出口のところで、紅白幕はちょうどそこで終わりになっている。その最後の部分に、石田とオッサンはもんどりうって転がり込んだ。


「わあーっ！」


　ビリィッ！　と激しい音を立てて、紅白幕が破れた。幕は男女スペースの仕切りで、幕の先には当然、女子の側の出口が設けられている。きれいに破れ落ちた布の向こうの少女と目が合って、オレは瞠どう目もくした。


「絽美！」


　彼女は今まさに、グループを教師に届け終わったところのようだった。出口から出ようとしたところで、この事件に遭そう遇ぐうしたらしい。その後ろに控ひかえていた女子を見て、オレの驚おどろきは何倍にもふくれ上がった。


「妹せ尾お……！」


　どういうわけか、それは確かに妹尾雪ゆき菜なだった。


「二人で、グループ組んだのか？」


「うん、そうなの」


　ドキドキしつつ尋たずねると、浴衣姿の絽美は笑って答えた。


「二グループの友達が組もうって誘ってくれて、同じくらい仲いい子たちだから選べなくて困ってたら、雪菜ちゃんが二人で組もうって声掛かけてくれたんだよ」


　なるほど、人気者にはそんなパターンもアリなのか。


　感心していたオレは、そこでハッと我に返った。


　ヤバい。このまま出口を出たら、二人組にいるオレは絽美とグループになれない！


「いででで……」


　そのとき、破れた紅白幕を下した敷じきに伸のびていた石田が、首をさすりながら起き上がった。


「大だい丈じよう夫ぶか、石田！」


　オレは迷わず彼の元へ走り寄った。


「ケガはないか、祭りには行けそうか？」


「あ？　ああ……」


　助け起こされながら、石田はわけがわからないといった顔をしている。オッサンの方は、打ちどころが悪かったのか地面の上で気絶していた。


「オレは気づいたよ、石田」


　汚けがれのない瞳ひとみで、オレは友を見つめた。


「オマエは大切な親友だ。ぜひオレと組もう！　うちのグループに入ってくれ！」


「えぇ？　だっておまえ、黒川もいんだろ？」


　声をひそめて尋ねる石田に、オレは同じく声をひそめて言った。


「大丈夫だ、黒川はオレたちの仲間だ、ドーテーだ。おまけにシスコンでドＭで、その上○○○○らしいぜ！」


　あることないこと吹ふきこんでやると、石田の目が一いつ瞬しゆん輝かがやいた。


「マジで……？」


　だが、すぐにオレの後ろに立っている本人に目をやって、首を振る。


「やっぱムリだ！　だって全然そんな風に見えねぇもんよ！　たとえ○○○○でもいいから、俺もああなりてぇ！」


「いいから、オマエはオレと組むんだ！」


　もう最後は実力行使だ。


「黒川！　石田がオレたちと組みたいって言うんだけど、いいよな！」


　オレの脅きよう迫はくじみた問いかけに、黒川は笑顔で頷うなずいた。


「いいよ。でもちょっと緊きん張ちようするな」


「そらきたぁ！」


　そこで、ちぎれた紅白幕を見上げて啞あ然ぜんとしている真弓先生に向かった。


「先生！　瀬木成道と黒川将と石田晋哉で一グループです！　三人組です！」


「え？　ああ、はい……」


　そこで先生はようやく自らの仕事を思い出したらしく、急いで名めい簿ぼにそう記入した。


「よっしゃあ！」


　こうなりゃもう、こっちのモンだ。


「絽美イィィィ！」


　そのままのテンションで、出口から裏門へ向かおうとしている二人に声を掛けた。


「絽美！　オレたちと組んでくれ！」


　走り寄って鬼き気き迫せまる表情で言うと、立ち止まった絽美と妹尾はこちらを振り返った。だいぶ遅おくれて、黒川と石田もオレについてくる。


　オレたちの人数を目で確認して、絽美はにっこり笑った。


「私はいいよ。雪菜ちゃんはどう？」


　尋ねられた妹尾は、オレの目を見て微ほほ笑えんだ。はっとするような、優やさしい光のともった瞳だった。


「わたしも、いいですよ」





　　　　　☆





　そうしてめでたく五人組になったオレたちは、裏山の公園にある縁えん日にちへ向かった。


　オレは改めて、浴衣姿の絽美を観察した。


　薄うすい水色の地に小花模様のかわいらしい浴衣は、小さく可か憐れんな絽美によく似合っている。どうやってアレンジしているのか短めの髪かみを器用にまとめていて、普段は隠かくれているうなじが見えるのがたまらなくセクシーだ。今日は何か塗ぬっているらしく、ピンク色の唇くちびるがちゅるるんと音を立てそうに潤うるおっているのも見み逃のがせない。


　対して、妹尾は制服だった。浴衣姿が見られないのは残念だったけれども、よりにもよって同じグループになってしまった今、これ以上意識しないためにも、かえってよかったような気もする。


「けど、驚いたな。二人は友達だったのか？」


　公園に向かう階段を上りながら尋ねると、前を歩く絽美が振り向いた。


「うん、去年同じクラスだったんだよ。前後の席になったこともあったよね」


「はい」


　その隣となりにいる妹尾も頷く。


　確かに、絽美の感覚でいえば一応「友達」なのかもしれないが、どう見てもこの二人、そんなに親しいようには見えない。現に、さっきからオレがこうやって会話をリードしないと、同い年の男女が五人もいるというのに、ともすれば無言の時間が続きがちだった。


　まあ、男の方もかなりビミョウなメンツなので、他人のことは言えないが。


　石田はいつの間にか、さっきの便所サンダルを履はいていた。ヤツは典型的な内うち弁べん慶けいなので、異性やイケてる同性の前では無口になりがちだ。だから、オレは最初から石田には期待していない。清潔にしてきてくれたことだけが、せめてもの救いだ。


「なあ、絽美と黒川は、同じクラスだけどなんか接点あるのか？」


　さあ、しゃべれ、黒川。おまえが頼たよりだ。


「私たちクラス委員だから、たまに話すよね」


　絽美が言うと、黒川はあいまいに頷うなずいた。


「うん、そうだね」


　そして、そわそわと続けた。


「それにしても、石田くんの浴衣は本当に素す敵てきだね」


　この人、まだ言ってるー！


　思わずオレはハニワのような顔になった。


　まあでも、黒川にしてみれば絽美と妹尾なんて自分と同じくらいブサイクな人種に入るんだろうし、女子よりも石田のハイセンス浴衣が気になる気持ちはわからなくもない。


「ごめんな、黒川。鬼おに瓦がわらのグループを誘さそってやれなくて……」


　申し訳なくなってきてこっそり言うと、黒川はとんでもないといった風に首を振った。


「僕は自分を知っているからね。そんな高望みはしないよ」


　そのセリフ、鬼瓦が聞いたらハンカチ嚙かみしめて悔くやし泣なきするだろうな。


　そうこうしているうちに階段を上りきり、提ちよう灯ちんが連なる縁日通りにやってきた。普段は緑が多いだけの通路の両側に、様々な屋台が終わりも見えないほどずらりと並んでいる。辺りはまだまだ明るいけれども、木々が鬱うつ蒼そうとしているので、この一帯だけ日が落ちてきたような雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


「うわぁ、なんかお祭りって感じだね」


　絽美がはしゃいだ声で言った。


「なんかお腹なか空すいてきちゃった。みんな、たこ焼きでも食べない？」


「いいですね」


　そう答えたのは妹尾だ。


「じゃあ私、買ってくるから待ってて」


「僕も行くよ。熱いし、一人だと何個も持てないだろう」


　黒川が言って、屋台へ向かう絽美についていく。


　一時はどうなるかと思ったが、みんなそれなりに空気を読み始めてきたようだ。何せこのメンバーは海でも一いつ緒しよなんだから、今から気まずくちゃ先が思いやられる。


　絽美たちを待つ間、オレと妹尾は二人きりになった。人見知り続行中の石田が、フラリとどこかへ行ってしまったからだ。


　なんだよ、なんで二人きりにするんだよ……！


　こっちはなるべく意識しないようにしているのに、こうなったら妹尾に話しかけるしかないじゃないか。


「……ゆ、浴衣、着てないんだな」


　あれこれ考えた挙句にそう言ってみると、妹尾はやや気落ちした様子で頷いた。


「着ようと思っていたんですけど、先に弟の夕飯作ったりしてたら間に合わなかったんです。わたし、和服を着るのが苦手で、すごく時間がかかりますから」


「そんなのみんなそうだよ。お母さんとかにチャッチャーっと着せてもらっちゃえばいいじゃんか。オレ今日そうだぜ」


　すると、妹尾は黙だまったまま顔を上げた。


　ヤバい、マザコンだと思われて引かれたか？　と内心焦あせっていると、遠くの木々の隙すき間まを見つめる彼女が口を開いた。


「いないんです。わたし、お母さん」


　その視線の先からさらりと風が吹いてきて、妹尾の髪が後ろになびいた。そうしてあらわになった横顔はいつかオレの心を動かしたときよりさらに美しく見えて、こんなときに不ふ謹きん慎しんかもしれないけれども、とてもドキドキした。


「あ……そ、か……。ごめん、なんか……」


　なんとも言いようがなくてへどもどしていると、妹尾は安心させるような微笑を見せた。


「大丈夫です」


　何が、と聞きたかったけれども聞けなかった。


　オレは今日までの妹尾との会話を省かえりみていた。彼女の告白の内容は、オレがもうちょっと敏びん感かんな人間だったら、とっくに推察できていたかもしれないことだった。


「おまたせー！」


　そのとき、絽美と黒川が一個ずつたこ焼きのパックを抱かかえて戻もどってきた。


「アツアツだよ。食べよ！」


　いつの間にか石田も帰ってきて、黒川の背後からこっそり手を伸のばし、たこ焼きにありつこうとしている。


「はい、成道くん」


　そう言われて、妹尾を見つめていたオレは絽美に顔を向けた。そして、ちょっと驚おどろいた。


　絽美は串くしに刺さした一つのたこ焼きを、オレに向けて差し出している。特筆すべきは、串の部分でなく、たこ焼きの方を向けているということだ。これは、その、いわゆる「あーん」というヤツを迫せまられているのではないだろうか。


　そんな！　こんなみんなの見ている前で！


　恥はじらいながら、おそるおそる口を開けた。


「はい、あーん」


　絽美のかわいい笑顔が近くなり、ヤケドしそうに熱い塊かたまりが口の中に突つっ込こまれた。
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「あふっ……！　あっふ！」


　ベタなオレのリアクションに笑いながら、絽美はもう一度たこ焼きを刺した。


「はい、雪菜ちゃんも、あーん」


　そう言われると妹尾は絽美の方を向き、たこ焼きをフーフーしてからぱくっと食べた。


「おいしい？」


「はい」


　美少女同士が見つめ合う場面に、オレは和なごみながらも若じやつ干かんがっくりきた。


　でも、そうだ。これが絽美なんだ。


　そんなことを思いつつ、たこ焼きタイムを満まん喫きつしていたときだった。


「ロミロミーっ！」


　聞き覚えのありまくるアホ声に、戦せん慄りつを覚えて振ふり向いた。


　出た。オレの恋こい敵がたき、佐さ々さ一かず晶あき……！


　浴衣姿の一晶は、後ろに二人の男を引きつれていた。どうせサッカー部の人間なんだろうが、どっちもヤツと似たようなチャラメンだ。


「ロミロミ、そんなやつらとじゃなくて、おれとグループを組んでくれーっ！」


「絶対イヤ」


　瞬しゆん殺さつだった。


「もう私にかまわないでよ、佐々くん。この前言ったでしょ」


「ごめん、ロミロミ！　おれに悪いところあったら直すから！」


　ふくれっ面つらを作る絽美に、一晶は必死に食い下がる。


「とにかく、雪菜ちゃんと私はこの人たちと組むって決めたの！　違ちがう女の子探してよ」


　すると、一晶はこれ以上彼女に言っても埒らちが明かないことを悟さとったらしく、今度はオレをにらみつけてきた。


「よし、じゃあおまえら、おれたちと勝負しろ！　勝った方のグループがロミロミと肝きも試だめしに行けるってことにしよーぜ！」


「なんでだよ。オレたちはもう絽美のグループにオーケーもらってるんだよ！」


「お、逃にげるのかぁーっ、ナルミチ！」


　挑いどむように見み据すえられて、オレの男のプライドがひくりとうずいた。


　オレは一度、一晶に負けている。でも、今こうして絽美が選んでくれたのはオレだ。


「……確かに、オマエとはこの辺で勝負をつけた方がいいかもしれないな」


　オレが言うと、一晶はニヤリと笑った。


「そうこなくっちゃなーっ！」


「で、勝負方法は？」


「じゃあ、三対三でＰＫ合戦……」


「あ、それ、ムリね」


　オレはあっさり手を振った。黒川はともかく、あとがオレと石田では勝負が見えている。


「じゃあなんだよー？　バスケにでもするかぁ？」


「それもムリ」


「じゃあ腕うで相撲ずもう！」


「あー、ダメダメ」


　これだから体力自じ慢まんは、とため息をついた。


「もっとさあ、麻雀マージヤンとか、カードでデュエルとか、そういうのにしようぜ」


「麻雀には一人ずつ足りねぇだろ」


　石田がオレの頭上でぼそりと言った。久しぶりにコイツがしゃべるのを聞いた気がする。


　オレと一晶との勝負の種目は、両者の得意分野が致ち命めい的てきに異なるため、なかなか折り合いがつかなかった。


　話し合うこと約十分、オレたちは合議に合議を重ねた上、お互たがいにとってこれ以上なくフェアな勝負を思いつき、ついに合意に至った。


「最初はグー、じゃんけんポン！」


　これなら、オレと一晶の一対一で、スピーディに勝負がつく。シンプルイズベストだぜ！


　そう思ったのも束つかの間、勝負は思わぬアイコ合戦にもつれ込んだ。


「アイコでショー！　アイコで……ちょ、ちょっとタンマ」


　五十回くらいアイコを重ね、いい加減イヤになってきて言った。


「こんな勝負、意味あんのか？　これ以上アホに付き合ってられねーよ！」


「そうだよ、成道くん。どうせ佐々くんが勝ったって、私はそっちとは組まないもん！」


　オレと絽美がぎゃあぎゃあ抗こう議ぎしていると、ふと妹尾がオレに近づいてきた。ドキリとしていると、彼女は背せ伸のびしてオレに耳打ちする。


「次、グーから出してみてください」


「え……？」


　奇き妙みような助言だと思いながらも、オレは一晶とのじゃんけんを再開した。


「最初はグー！　じゃんけんポン！」


　決まった！


　オレの鋼鉄のグーの前に、へなちょこチョキを出した一晶は屈くつ辱じよくの表情で佇たたずんだ。


「じゃあな、一晶！　負け犬は大人しくドッグフードでも食ってろ！」


　言ってやった！　最高の気分だ！


「ロミロミーっ！　おれは諦あきらめないからなーっ！」


　気持ちいいくらいの遠とお吠ぼえを聞きながら、オレたちは縁えん日にち通りを先へ進んだ。


「……でも妹尾、なんでグーだと思ったんだ？」


　不思議がって尋たずねると、妹尾はちらりとオレを見上げる。


「黒川くんが気づいたんです。あの人、同じ順番で形を変えてるって」


「最初から最後までずっとチョキ、グー、パー、チョキ、グー、パー、だったんだよ」


　黒川が言い、オレは愕がく然ぜんとした。


　なんだそれ。五十回もアホすぎるだろ……。


　でも待てよ。その一晶とずっとアイコを出しつづけていたオレは、アイツとまったく同じ思考回路で、まったく同じ立場にいたんじゃないか。


「一晶の仲間がアホばっかでよかった……」


　オレはつくづくこのグループでよかった！


「教えてくれてありがとうな、妹尾」


　オレが言うと、妹尾は少しはにかんだ。そのとき、後ろから腕をぐいっと引っ張られる。


「絽美？」


「成道くん、あれやろう、あれ」


　絽美が指したのは、射しや的てきの屋台だった。そんなもの正直やったこともないが、運動神経を要する動作全ぜん般ぱんに不安があるオレはギクリとした。


「い、いや……。実はオレ、前世はカウボーイに殺された水牛でさ、射的はトラウマが」


　苦しすぎる言い訳をすると、絽美はちょっと不満げに口を結んだ。


「そうなの。じゃあ、あっちのやろ？」


　次に示すのは金魚すくいだ。


「え、えーと、実はオレ、水牛時代に金魚食ってノドに詰つまらせたことがあって……」


　我ながら、もうちょっとマシな言い訳は他ほかにあったと思う。


「じゃあ雪菜ちゃん、一いつ緒しよに金魚すくいやろうよ」


「いいですよ」


　すっかりオレを諦めた絽美は、妹尾と連れ立って金魚の屋台へ向かった。


「おっ、いらっしゃい！　かわいい娘こたちにはオマケしちゃうよ！」


　金魚屋のオッチャンは愛想よく言い、二人はポイを渡わたされて台の前にしゃがんだ。


「あっ、逃げられたー！」


「難しいですね」


「うん、でももうちょっとでコツが……あ～ん、もう」


　逃げる金魚が尾おで水面を叩たたき、跳はね上がる水しぶきに絽美は片目をつぶる。


　やっぱり、絽美はかわいいな。


　そう思える自分にほっとして、その隣となりの妹尾を見た。


　さっきはちょっとびっくりしたけれども、妹尾の様子は至って普ふ通つうだ。むしろ、普段のとっつきにくい雰ふん囲い気きを考えたら、今日は絽美なんかともうまくやってるんじゃないか。


　――いないんです。わたし、お母さん。


　リコンだろうか、死別だろうか。そんなことまで聞ける雰囲気じゃなかった。弟はまだ小学生らしいし、家の仕事に忙ぼう殺さつされている彼女を想像すると胸が痛んだ。


「成道くーん、見てー！」


　そのとき、屋台から絽美に呼ばれた。見ると、彼女のお椀わんの中では、赤い金魚が二匹ひきぐるぐると泳ぎ回っている。


「すごいなあ、絽美」


　オレの身体能力では考えられないので、素す直なおに感かん嘆たんした。そうして何気なく絽美の後ろを見たとき、通りを歩く黒スーツの集団が目に入って、思わずそちらを二度見した。


　間ま違ちがいない。恵え比び寿すのＳＰたちだ。


「ん？　誰だれかいたの？」


　オレの表情の変化に気づいたのか、絽美が小首をかしげて背後を振り向く。


「どうかしたの、なる……」


「わあ────っ！」


　頼たのむ、今は呼ばないでくれ、絽美！


　オレは絽美に向かって走り、金魚の水すい槽そうに頭からダイブした。どこでもいいから、とにかく隠かくれたい！


「きゃーっ！」


　絽美の悲鳴が聞こえ、目の前に金魚のヒレがドアップで映る。ところが、金魚の水槽はオレが姿を隠せるくらい深いもんじゃなかった。


「なんてことしてくれんだ、小こ僧ぞう！」


　オレはすぐに金魚屋のオッチャンに首根っこをつかまれ、水深十センチの水槽からつまみ出されたのだった。





　　　　　☆





「あー、えらい目に遭あった……」


　ＳＰたちには見つからずに済んだが、あれから三十分以上、オレは金魚を全身に張りつけたままオッチャンから説教されつづけた。やっと解放されて縁日通りを歩き始めたものの、今やみんなのテンションはマイナスにまで下がっていた。


「ごめんな、みんな。つい水牛のときの血が騒さわいで……」


　冗じよう談だんを言ってみても、かろうじて黒川が愛想笑いを返してくれるだけだ。


　ああ、オレは本当に申し訳ないことをしてしまった。絽美や妹尾はもちろん、なぜか金魚すくいとは無関係の黒川と石田まで、オレの仲間というだけで一緒に怒おこられていたのだ。


「ぶえっくしょん！」


　ヤバい。しかも、今になって猛もう烈れつに寒くなってきた。


　中ちゆう途と半はん端ぱに湿しつ度どが高くて気温は下がりつつある梅雨時の夕方、ずぶ濡ぬれのオレの全身からはぐんぐん体温が奪うばわれていく。


「着き替がえた方がいいよ、成道くん。今日も校舎には入れるから、何か取ってきたら」


　隣を歩く絽美が、心配そうに言う。


「でも、オレ着替え持ってないし……。うち校外でジャージ禁止じゃんか」


「僕の制服、貸してあげようか。ロッカーに入ってるよ」


　そう言ったのは黒川だった。


「えっ、なんで。オマエも今日、家から浴衣だろ」


「不測の事態に備えて、いつも予備を入れてあるんだ。僕は一度も着てない新品だし、冬服でよければ着替えてきたらどうだい」


　そして、不測の事態というのは大たい抵ていそういうヤツには訪おとずれないのだ。


「でも、時間が……」


　妹尾が腕時計を見て、心配そうに言葉を濁にごした。


「ほんとだ、もう六時か」


　道理で、辺りに見知った顔がいなくなってきたわけだ。


「じゃあもう、こいつ置いて先に行ってようぜ」


　人見知りのはずの石田が沈ちん黙もくを破った。たぶん相当オレにイラッと来ているのだろう。


「とりあえず誰かが証明取ってくりゃいいんだろ。間に合ったらあとから一人で来いよ」


「うん、それがいいかもしれないね」


　黒川も同調し、ガタガタ震ふるえるオレは涙なみだを呑のんで回れ右した。


　うう、服も冷たいけど、みんなも冷たい！


「……待って、成道くん！」


　鼻水を垂らしながら一人石段を下りていると、後ろから絽美の声が聞こえてきた。絽美は浴衣の裾すそを押さえ、カタカタ下げ駄たを鳴らして下りてくる。


「私も一緒に行くよ」


「絽美……」


「一人で肝きも試だめし行っても、楽しくないでしょ？」


　にこっと微ほほ笑えみかけられ、体は冷えきっているが心は温かくなった。同時に、男二人と一緒に残される妹尾が気になる自分にも気づいていた。





　　　　　☆





「くそう、黒川のヤツめ……」


　無人の教室で黒川の制服に着替えたオレは、二回ずつ折り返したズボンの裾を見つめて屈辱にうち震えた。ベルトなしでもサイズが合うところが、なおのこと悔くやしい。


「ま、オレ五キロ太ったしな」


　すぐに気を取り直して、袋ふくろに台紙つきで入っているワイシャツもありがたく着させてもらい、長なが袖そでだったのでやはり折り返して、校舎の外にいる絽美の元へ向かった。


「なんか、暗くなっちゃったね」


　玄げん関かんの外で待っていた絽美は、不安そうに空を見上げていた。いつの間にか灰色の雲が全天を覆おおい、辺りはもう夜が来たかのように暗い。


「確かに。いつもだったら、七時くらいまで明るいよな」


「うん……。ね、早く行こ」


　裏山には公園の一部以外灯あかりがないので、夜になると本当に真っ暗になる。それを恐おそれて、絽美と二人、元来た道を足早に上っていった。


　縁日通りを駆かけ足で抜ぬけると、その先に「聖☆ジュウ肝試しコーナー」という横断幕が見えてきた。どうやら公園内の一通路を貸りて会場を設置したようだ。


　横断幕の下では、鬼沢が生徒のチェックをしていた。


「おーっ、おまえら遅おそかったな。黒川たちから話は聞いてるぞ。一応グループ全員がそろわないと出発させられない決まりになっているんだが、おまえだけカラスに集団で落とし物を落とされて、着替えに行ったんだってな。気の毒だったな」


　あ、そういう体ていになっているのね。


「はい、そうなんです」


「じゃあ早く行ってこい。大だい丈じよう夫ぶだ、ウンコがいっぱいついたんだ、今日のおまえはウンがいいぞ！　ウンコだけにな！」


　鬼沢うぜぇー！


　げんなりしながらも、オレは絽美と共にそそくさとコースを出発した。


「みんなに追いつくかな」


　絽美が辺りをきょろきょろしながら呟つぶやく。つられてきょろきょろしたオレは、木々の垣かき根ねを越こえた向こう側の道に、みんなではなく大変不ふ吉きつなものを見つけてしまった。


「何やってるのよ、アンタたち！　いい？　ゴールまでに絶対に捜すのよ。時間的に、瀬木成道はきっともう肝試しに来てるわ。このコースの端はしから端まで、くまなく捜すのよ」


　暗がりでもひときわまぶしい、白い浴衣の恵比寿莉子だった。その周りには、あの黒ずくめのＳＰたちが申し訳なさそうに雁がん首くびをそろえている。


「じゃあ解散！　わかったら早く捜しに行きなさい！」


　ヤ、バ、い！


　そのとき、オレと絽美の目の前に、着ぐるみを着たお化け役の一年が躍おどり出でた。


「ぬ～り～か～べ～！」


「悪い！　それ貸してくれ！」


　オレは迷わずぬりかべに襲おそいかかった。


「うわっ、何するんすか、先せん輩ぱい！　ダメっすよ、これ一応バイトなんすから！」


「頼む！　これ貸してくれないとオレは死し刑けい確定なんだよ！」


「な、何してるの、成道くん！」


「絽美！　そっち持って脱ぬがすの手伝ってくれ！」


　オレの目が血走っているのに恐れをなしたのか、絽美は言われたとおりに手伝ってくれた。そうして、オレは妖よう怪かいぬりかべになった。


「……何かあったの、成道くん。いきなりこんなことするなんて」


「いや、実はな、絽美……」


　オレが恵比寿のことを説明しようとしたとき、後ろから信じがたい声が聞こえてきた。


「ああ、瀬木先輩っすか？　見ましたよ、さっき俺の着ぐるみ奪っていきました。あのぬりかべです」


　あのクソ一年……！


　振ふり返ると、今まさにこちらを見た二人のＳＰと目が合った。


「ヤバい！　逃にげるぞ、絽美！」


「えっ、ちょっ、成道く……」


　オレは絽美の手を引っ張り、一目散に走り始めた。


「いたぞー！　あっちだ！」


　ＳＰが叫さけび、道の両側からも黒スーツが飛び出してくる。


「ええい、どけーい！」


　ぬりかべの着ぐるみで思いきり体当たりし、彼女たちを跳ね飛ばして猪ちよ突とつ猛もう進しんだ。


　こうなりゃもう、肝試しどころじゃない。命あっての物種だ。


　お化け役の後輩たちも、オレがぬりかべ姿で浴衣の娘こをつれているもんだから、おどかしていいのか悪いのかわからずタジタジの様子だ。邪じや魔まが入らないのをこれ幸いと全速力でコースを走り、折り返し地点の到とう達たつ証明札を無視して通過し、周りにＳＰの姿が見えなくなっても速度をゆるめず、もう少しでゴールというところに来たときだった。


「成道！　何してんだ、おまえ」


　呼び止められて見ると、オレはちょうど石田を抜かすところだった。近くには黒川の姿もある。


「おお、やった！　合流できたぞ、絽美！」


「……あれ、雪菜ちゃんは？」


　オレが喜んでいると、絽美が周囲を見回してそう尋たずねた。確かに、妹尾だけが辺りに見当たらない。


「え？　おまえら途と中ちゆうで会ってねーの？」


　気抜けしたような石田の言葉に、オレは身を翻ひるがえしてヤツに向かった。


「は？　なんだよ、それ」


「いや、なんか雨が降りそうだからって、あのあとすぐ、おまえらに傘かさを届けに」


「会ってないぞ。なんでそんな……」


　自分でも不自然だと思うくらい、急に顔がこわばった。


「いや、引き留めたんだぜ、俺……たち、だって、なぁ？」


　石田が顔を引きつらせながら背後に助けを求めると、黒川は頷うなずいた。


「うん、傘なら僕も持ってるし、心配なら代わりに行ってこようかって言ったんだけど、とにかくすぐ戻もどるからって行ってしまったんだ」


　そう言って、持っていた信しん玄げん袋ぶくろから例の折おり畳たたみ傘を取り出す。


　コイツのあだ名は「アンブレラ黒川」で決まりだ。


「でも……雪菜ちゃん、会わなかったよね」


「ああ……」


　絽美とオレが顔を見合わせていると、黒川は刻一刻と暗くなる空を見上げ、不安げに眉まゆを曇くもらせた。


「心配だな。彼女、ひどい方向音おん痴ちなんだ」


　それを聞いて、オレの不安に拍はく車しやがかかった。同時に、なぜかイライラする気持ちが胸の奥に湧わき上がってくる。


「オレ、妹尾を捜さがしに行ってくる！」


「待って、成道くん！」


　踵きびすを返そうとするオレを、絽美が呼び止めた。


「それじゃグループがバラバラになって、七時までにゴールできなくなっちゃうよ。どうせ捜すなら、みんなで一いつ緒しよに捜そ？　行いき違ちがいになっちゃうかもしれないし」


「そうだぜ。もう時間もねぇのに、何言ってんだよ、おまえ」


　時間にルーズな石田までもが焦あせった顔をしている。たぶん相当ヤバい時間なんだろう。


　時間内にゴールできなければ、オレはこのメンバーで臨海学校に行けなくなる。学園を変えるためにはヴィーナスと両想いになることが必要で、ヴィーナスはたぶん絽美なんだ。


「成道くん……」


　絽美がすがるような瞳ひとみでオレを見ている。


　絽美の言っていることはわかる。ここでグループが三手に分かれてしまったら、合流するのは余計に大変になる。オレだって妹尾の居所にアテがあるわけじゃないし、四人で捜した方が、彼女にも見つけてもらいやすいだろう。


　でも、彼女はオレのために傘を届けようとしてくれたんだ。


　そう思って走り出そうとしたオレは、ぬりかべに包まれた肩かたを後ろからつかまれた。


「止めてくれるな、石田よ……」


　その手をほどこうと振り向いて、ちょっと面めん食くらった。


　オレを強ごう引いんに引き止めたのは、石田ではなく黒川だった。


「落ち着くんだ、瀬木」


　黒川はオレを見つめ、諭さとすように言う。


「彼女だって子どもじゃないんだ。そろそろ君たちと行き違いになったことに気づいて、先に校庭に向かっているかもしれない。道に迷ったと思ったら、誰だれかに電話で連れん絡らくしてくるだろう。彼女から着信は？」


「あるわけないだろ！」


　イラつきが高まって、ついカッとなった。


「電話してくるとしても、相手はオレじゃなくてオマエだろ！」


「それはないよ」


　答える黒川は、あくまでも冷静だった。


「残念ながら、僕は彼女の携けい帯たい電でん話わの番号を知らないんだ」


「えっ……」


「もし君が知っていたら、妹尾さんに電話して欲しい」


　ヤツの穏おだやかな口ぶりに、オレは徐じよ々じよに理性を取り戻した。それと共に、電話だなんて、そんな簡単な連絡手段にも気づかなかった自分を情けなく感じる。


「どうかしたの？　成道くん、ヘンだよ。黒川くんは何も悪くないのに……」


　いじけて俯うつむいていると、絽美が取りなすようにオレの前にやってきた。


「……わかったよ。電話するよ」


　オレはケータイを取り出して、妹尾に電話をかけた。四月の初めに公園デートをすることになったとき、彼女とはアドレスと番号を交こう換かんしていたのだった。


「……出ないの？」


　オレがケータイを耳に当てて黙だまっていると、絽美が心配そうに尋ねてくる。


「ダメだ。電源が入ってないか、電波の届かないところにいるって言われちゃったよ」


　電話を切って、改めて考えた。


　空はすっかり雲に覆おおわれ、この辺りはもう夜の暗さだ。こんな中、もし道を外れて山の中に迷い込んでしまっていたら、妹尾はどれだけ心細い思いをしているだろう。


「……やっぱりオレ、行ってくる！」


　叫ぶやいなや、オレは駆け出した。


「成道くん！」


　後ろから絽美の声が聞こえてくる。それでもオレは立ち止まらなかった。


　オレは行かなくちゃならない。もし今、妹尾に何かあったら、それはオレのせいだ。


　――彼女、ひどい方向音痴なんだ。


　そこで黒川の言葉を思い出して、走りながら唇くちびるを嚙かみしめる。


　なんなんだよ、この気持ちは。


「いたぞーっ！　ぬりかべだーっ！」


　そのとき、近くで恵比寿のＳＰの声がして、オレは自分の見た目がぬりかべだったことをいやというほど思い知らされた。


　なんだよ、人がせっかくシリアスな気分になってたっていうのに！


「まあでも、ぬりかべでも隠かくせないのが、オレの内側からにじみ出る美し……」


「ぬりかべーっ、待てーっ！」


　独り言くらい、最後まで言わせて……！


　ガックリしつつコースを折り返したオレは、入口に隣りん接せつする出口に向けて走った。


「おーっ、早かったな。やっぱりウンがついただろ！」


　出口を出るとき、向こう側から鬼沢が声を掛かけてきたが、それどころじゃないオレは答えず走りつづけた。


　肝きも試だめしのコースを抜ぬけ、裏山を下る方向へ走っていると、頭上からぽつぽつと降ってくるものがあった。


「雨か……」


　しかし、たとえ雨が降ろうと槍やりが降ろうと、オレは走りつづけるしかない。


「ぬりかべはあっちだ！」


　周りの木々の間から、そんな声が聞こえてくる。雨は思ったより急速に激しくなり、たちまち地面に叩たたきつけるほどの大雨になった。


　妹尾は大だい丈じよう夫ぶだろうか。


　しかし、彼女を捜している余よ裕ゆうもないほど、オレは追いつめられていた。


「待て待てーっ！」


　いつの間にか、後ろから大勢のＳＰの声が追ってくる。


　これはもう、いよいよ本当にダメかもしれない。


　恵比寿に捕つかまったら、一体どんなことをされるんだろう。現実的に考えて、やっぱり暴力行こう為いの罪で少年院行きだろうか。それとも、法外な示談金を要求されるんだろうか。じーちゃん、オレのためにそんな大金出してくれるかな。オレは兄貴と違って、じーちゃんからのお小こ遣づかいなんか、お年玉の五千円しかもらったことがないのに。


「……くそっ、捕まってたまるかよーっ！」


　やけくそになって、暗い裏山の中をめちゃくちゃに走った。すでに自分がどこにいるのかわからず、わからないまま無我夢中で逃げ回った。


　走るごとに下げ駄たの歯が土に沈しずみ、着ぐるみから出た顔に小枝が刺ささる。いつの間にか、オレは道を外れたところを疾しつ走そうしているのだった。


「まずいな……」


　このままじゃ妹尾を捜すどころか、オレが迷子になってしまう。


　道に戻ろうと考え、走りながら辺りを見回した。そして、遠くに光を見つけた。ＳＰたちが持っている懐かい中ちゆう電灯だったらどうしようと思いながらも、そちらへ向けて走っていく。


「やった、道だ！」


　ありがたいことに、それはちゃんとした灯あかりだった。公園につながる石段の道には、所々に街灯が立っている。ＳＰから逃にげているとき、ずっと坂を上っていた気がするから、学校からはだいぶ離はなれた道なんだろう。


　でも、ここを下りていけば、どこかで妹尾が見つかるかもしれない。


　そう思っていたオレは、石段に飛び出た瞬しゆん間かん、目の前に立っていた人ひと影かげに心底驚おどろいた。


「うわっ！」


「きゃっ！」


　突とつ如じよ現れたぬりかべに脅おびえている美少女は、なんとオレの捜し人本人だった。


「妹尾！」


「瀬木くん……。どう……したんです……か？」


　妹尾は街灯に照らされたオレの姿をまじまじと見つめ、おっかなびっくり尋ねる。


「いや、実はかくかくしかじかで……」


　と明らかに手抜きな説明をしているとき、彼女が折り畳み傘がさを手に握にぎりしめているのに気がついた。


「妹尾、どうして傘差さないんだ」


　見れば彼女は頭から雨に打たれていて、濡ぬれた髪かみが頰ほおに張りついている。


「はい？」


　彼女は不思議そうにオレを見つめ返し、そこで自分の持つ傘に気づいたようだった。


「あ……いえ、わたしそれどころじゃなくて……あっ、時間！」


　慌あわてて腕うで時計に目をやった彼女は、そこで表情をゆがませた。


「七時……五分前……」


「ああ。それくらいだろうな」


　オレがため息をつくと、妹尾はさっと顔を上げる。


「それでなんで、瀬木くんがここにいるんですか」


「なんでって、妹尾がいないから捜しに……」


「どうしてですか。一人くらいメンバーがそろってなくても何とかなるかもしれませんけど、二人いなかったら誤ご魔ま化かしようがないじゃないですか！」


　責めるように言う彼女は、完全にいつもの冷静さを失っていた。迫はく力りよく負けしたオレは、何も言い返せずに彼女を見つめるばかりだ。


「妹尾……？」


　そのとき、意外なほど近くで女性の声がした。


「あっちだ！　誰かいるぞーっ！」


「げっ！」


　オレは地面から軽く三十センチほど飛び上がる。どう考えても、恵比寿のＳＰたちだ。


「瀬木くん？」


　何も知らない妹尾は、いぶかしげにオレを見る。


「瀬木!?　やっぱりそうだ、瀬木成道がいるぞーっ！」


　彼女の声はＳＰに届いたらしく、すぐに上の方の石段から黒スーツが駆かけ下りてきた。


「いたぞーっ！　止まれ！」


「うわぁあ！」


　オレは妹尾を置いて走り出し、そしていきなり驚きよう愕がくした。


　前方の石段横の茂しげみから、頭に自衛隊のような葉っぱをつけたＳＰが現れ、オレは一気に挟はさみ撃うちになったのだ。


　なんだこれ、もうむちゃくちゃだ！


「どけー！」


　イチかバチか、狭せまい石段を強きよう行こう突とつ破ぱしようとした。石段の片側は崖がけになっているから、うまくすればＳＰが撥はね飛ばされて転落すると思ったのだ。女性相手にひどいかもしれないけど、こっちだって命がけなんだ。


「どおりゃ――っ！」


　腹に力を入れ、果か敢かんに体当たりを試みた。ところが、なんと、あろうことか、ＳＰは鮮あざやかな身のこなしで、瞬しゆん時じにオレを避さけたのだ！


「うわあぁ――っ！」


　着ぐるみを着た体はいつも以上に自由が利きかず、土ど砂しやのぬかるむ斜しや面めんに飛び出たオレは、そのまま木々の間を転がって崖下に転落した。





　　　　　☆





　ザ────ッ。


　しばらくの間、雨の音しかしなかった。


　オレ、今どうなってるんだろう。どこも痛くないけど、手足ぐちゃぐちゃになってたりとか、してないよな？


　そう思って手足の指を動かし、どこにも異常がないことがわかってほっとした。


　仰あお向むけになった顔には、不思議と雨がかからない。一体どこに落ちたのだろうと思って目を開け、ちょっと驚いた。


「……瀬木くん？」


　オレの真上に傘を差した妹尾が立っていて、こちらをのぞき込んでいる。遠くに灯りがあるらしく、ぼんやり照らし出された顔は、目元が泣いているかのように赤い。


「大丈夫ですか、瀬木くん」


　咳せき込むように尋たずねる彼女は、本当に心細げな顔をしていた。


「ああ。着ぐるみのおかげで、どこもなんともないよ」


　オレが答えると、妹尾の顔に笑みが広がった。


「よかった……」


　細められた目の中に雫しずくが溜たまり、それは瞳ひとみを宝石のように輝かがやかせてぽろりと零こぼれる。


「妹尾……」


　まさか、オレのために泣いてくれているのか……？


　平生の様子からは想像もつかない妹尾の表情にドギマギしているとき、ふと豪ごう雨うの音にまぎれ、遠くの方から途と切ぎれ途切れに聞こえてくる声があった。


「ぬりかべは見つかったかー？」


「こっちにはいませんー！」


「……まずいぞ」


　焦あせったオレは、動きづらい体をよろよろと起こした。妹尾も目元を拭ふいて顔を上げる。


「そういえば、瀬木くんはどうして追われているんですか。あの人たちは一体……？」


「それを説明してるヒマもないんだ。でも、とにかく捕まったらヤバいんだよ」


「……それなら、あそこに隠れるのはどうでしょうか？」


　焦りまくるオレに妹尾が指したのは、すぐそこにある建物だった。雨にけぶる暗い視野で目をこらすと、それは小さな神社だとわかる。


　そういえば、この裏山には「社やしろ小こ山やま」という名めい称しようがあるのだと聞いたことがある。これがその社か。


「えっ？　あれの、どこに隠れるんだ」


「お社の中に入れば、雨宿りもできますし、あの人たちをやり過ごせると思いますよ」


「で、でも、神様の家なんだぞ？　いいのか、そんなこと」


「よくわからないですけど、神様は人が困っていたら助けてくれるものだと思います。あとでお参りに来れば大丈夫ですよ」


　そう思えるのは、キミが清く正しい毎日を送っているからだ。オレのような煩ぼん悩のうまみれの人間にとって、そんな行為はかなりウシロメタイ。


　とはいえ、ぬりかべが崖から転落したのは目もく撃げきされているし、ここにいれば見つかるのも時間の問題だ。オレは大人しく妹尾に従った。


「失礼します」


　小さな賽さい銭せん箱ばこの前の階段を上がり、格こう子し戸どに手をかけた。古い木独特のギイという音と共に、戸が開く。


「すみません、お邪じや魔まします」


　誰だれもいないのに、オレたちはそう声を掛かけて中に入った。


　社の中は外よりさらに暗く、しばらく身動きも取れなかった。目が慣れてくると、そこは想像していたよりも広い板の間だった。奥に榊さかきのようなものが立てかけられている他ほかには、特に変わった物はない。


　オレたちは少し離れて床ゆかに座り、しばらくの間、無言だった。


「……さっきはすみませんでした」


　先に妹尾が口を開いた。


「わたしを捜さがしに来てくれた瀬木くんに、あんなことを言ったりして……」


「ああ、いや……」


「でも、悔くやしかったんです」


　いつになく強い口調で言って、彼女は目を伏ふせた。


「瀬木くんには、夢を叶かなえて欲しかったから」


「え？」


「ヴィーナス賞を獲とるんでしょう？　そのためには、ヴィーナスに違ちがいない瑞みず本もとさんと同じグループになって、瀬木くんを好きになってもらわないといけないじゃないですか」


　戸と惑まどうオレを、妹尾は真しん剣けんな瞳で見つめる。


「え、なんでそれを……」


　尋ね返そうとしたとき、先日の更こう衣い室前での出来事を思い出した。


　あのときの宣言は、やっぱり聞かれていたのか。


「だから、瀬木くんがゴールを諦あきらめてわたしを捜しに来たことが、すごく悔しかったんです。わたしがドジをしたせいで、瀬木くんの夢が遠ざかってしまったんだって思うと……」


　妹尾はそこまで言うと、力なく頭こうべを垂たれた。


「余計なことをして、本当にごめんなさい」


「余計なことじゃないよ」


　彼女が落ち込んだ様子なので、オレは思わず身を乗り出した。


「オレたちに傘を届けようとしてくれたんだろ？　自じ慢まんじゃないけどオレもなかなかの方向音おん痴ちだから気持ちはよくわかるし、妹尾は悪くないよ」


　それでも妹尾が顔を上げないので、しばらく考え込んだ。


「……あのときちゃんと言ってなかったと思うけど、オレさ、この学園のことでは、小さいときから本当にイヤな思いしてきたんだ」


　腰こしを据すえてそう話し出すと、妹尾は心持ち顎あごを上げた。


「ほら、うちのじーちゃんって、犯罪スレスレの変態だろ？　小さい頃ころから一部の大人には白眼視されてたし、小六の頃には、なぜかクラスの男子から『おナルミチ』って呼ばれて、さすが性せい獣じゆうの孫はスケベサラブレッドだなーとか、何もしてないのに変態扱あつかいだよ。まあ、オレがそのあだ名の意味を知ったのは中学に入ってからだったんだけど……っと」


　妹尾が目をぱちくりさせているので、気き恥はずかしさがこみ上げてその話をやめた。


「と、とにかく、オレにとって、じーちゃんの学校をつぶすっていうのは、小学生の頃からの目標だったんだ。生半可な気持ちで、聖☆ジュウに行こうって決めたわけじゃないよ。オレが最短でこの学園を改革できる道は、ヴィーナス賞を獲ることだけだって思ったからこそ、恥はじを忍しのんで入学したんだ」


「じゃあ、どうして……」


　悲痛な表情をする妹尾に、オレはあっけらかんと笑ってみせた。


「でも、妹尾を捜すって決めた瞬しゆん間かん、もしかしたら学園を変えるより大切なことがあるんじゃないかって思ったんだ」


　彼女は何か言いたげに口を開いたが、そのまま黙だまってオレから目を逸そらした。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。臨海学校で絽美と同じグループになれなくても、まだまだイベントはいっぱいあるんだ。オレはきっと夢を叶えてみせるぜ！」


　よし、キマった！　オレってサイコーにカッコいい！　着ぐるみさえなければ！


　そこでぬりかべのことを思い出し、もう着ている必要がないことに気づいてゴソゴソと脱ぬいだ。これですっかり、水も滴したたるミラクル☆レイン男子だ。


「瀬木くん」


　そうして自分に酔よいしれていると、妹尾が穏おだやかな声こわ色いろでオレを呼んだ。見れば、彼女は独特の深い微び笑しようを浮うかべてこちらを見つめている。


　こうして見ると、つくづくキレイな娘こだ。暗くら闇やみの中にうっすら浮かび上がる大理石のような肌はだと、憂うれいを秘ひめた瞳に、オレは暫ざん時じ魅み入いられた。


「瀬木くん、わたし、決めたんです。あのとき、瀬木くんの夢を聞いてしまったときに、今日は瑞本さんと同じグループになろうって」


「ああ……うん？」


　彼女の言っている意味がわからず、オレはなんとなく頷うなずいた。


「驚おどろきました、わたし。四月の初め、真弓先生にあんなにひどいことを言われていたのに、自分の夢を変えずに邁まい進しんできる瀬木くんはすごいなって、感動したんです」


「ああ……」


　あの「中の下ショック」の日を思い出して、ちょっと鬱うつになった。


　アレもバッチリ聞かれてたんだな……。


「瀬木くんの夢を応おう援えんしたいって、心からそう思ったんですよ」


　それを聞いたとき、なぜか胸がチリッと痛んだ。


「応援って……オレと絽美、を？」


　オレの問いに妹尾は大きく頷き、まっすぐこちらを見つめ返す。


「はい。迷めい惑わく……ですか？」


「い、いや……」


　彼女の顔が曇くもったので、オレは慌あわてて首を振ふった。


「すごくありがたいよ。ケーキ作りのときも妹尾のおかげでずいぶん助かったし。妹尾がいればオレは百人力だよ、うん！」


　場ば違ちがいな大声で言ったオレに、妹尾は安心したような顔で微笑んだ。少しさびしさの残るその微笑に、オレの心は大きく揺ゆれる。


　何を考えてるんだ、オレ。


　そう思って、動どう揺ようを静めようとしていたときだった。


「おい、こっちで声が聞こえたぞーっ！」


　屋根を叩たたく雨音に混じって、外からそんな声が聞こえてきた。


「ヤベ……」


　一気に緊きん張ちようして呟つぶやくと、妹尾はオレを見て頷く。と、次の瞬間、彼女は宙に身を躍おどらせ、座っているオレに抱だきついてきた。


「なっ……！」


「しっ」


　白くしなやかな手で口をふさがれたとき、顔のすぐ横の壁かべが懐かい中ちゆう電灯の光に照らされた。


　妹尾は顔を横に向け、格子戸の外の様子をうかがっている。オレの顎あごのすぐ下に、彼女の首筋があった。濡ぬれた髪かみからは、まるで洗い立てのように生々しいシャンプーの香かおりが立ち上っている。


　それだけじゃない。オレたちはかなり密着していて、妹尾のすんなりした太ももがオレの脚あしに触ふれている。片胸に至っては完全に接せつ触しよくしていて、オレは自分の肌の上でやわらかくつぶれる豊かなふくらみの感触に、どうにかなってしまいそうなほど興奮した。


「……行ったみたいです」


　そう言って、オレの口から手を離はなした妹尾が、その体を離しかけたときだ。オレは自分の取った行動に驚いた。


　オレは、彼女を抱だきしめていた。


　腕うでの中に、濡れた服を通して彼女の体温を感じる。妹尾は少し身を硬かたくしたが、抵てい抗こうらしい抵抗もせず、黙ってオレの胸に顔をうずめていた。


　イケる、イケるんじゃないだろうか。


　といっても、何がイケるのかドーテーのオレにはよくわからない。でも、とにかく頭の中の百人のオレが「やれ！　やれ！」としきりに騒さわぎ立てていた。


　神様ごめんなさい。そう謝って、彼女を抱く手に力をこめたときだった。


「……っしゅん」


　腕の中の妹尾が、小さなくしゃみをした。それでオレは我に返った。


「寒いのか。服冷たいもんな」


　そう思ってみれば、彼女の体はさっきから小刻みに震ふるえている。雨が降り始めて、気温はさらに下がっているらしかった。


「……あっ！　ごごごご、ごめん！」


　そこでオレは自分のしでかした行こう為いを自覚し、慌てて手を離した。


「いえ……」


　蚊かの鳴くような声で言って離れる妹尾は、いつにも増して赤い頰ほおをしている。


　妙みような気まずさが漂ただよって黙っていると、妹尾がくしゅんと二度目のくしゃみをした。


「大丈夫か？　さっきのオレみたいに、何か着き替がえるもんがあればいいんだけどな」


「ええ……。ではすみませんが、瀬木くんのシャツ、お借りできませんか？」


　そう言われてみれば、なるほど、オレが着ていた黒川の制服はどこも濡れていない。ぬりかべをかぶっていたおかげで、中身はまるごと無事だったようだ。


「ああ、そうだな……」


　なんとなく頷いてボタンに手をかけたオレは、次し第だいにコトの大きさに気づき始めた。


　ということは、つまりだ。妹尾がオレの前で、ナマ着替えをするってことか？


　今しがたの弾だん力りよくある胸の感触を思い出し、脳ミソが一気にヒートアップする。すぐに社の神様に申し訳なくなり、慌てて心の中で九九を暗唱したりした。


「じゃ、じゃあ、オレ後ろ向いてるからな！」


　自分から威い勢せいよく言って、座ったまま体の向きを変えた。とはいえ、本当に見ないつもりなど毛頭ない。全神経を片目の端はしに寄せ、欲よく望ぼうまる出しで美少女ナマ着替えの立会人になろうと努める。


「すみません……」


　妹尾は恐きよう縮しゆくしながら、こちらに背を向けて制服に手をかけた。


　ふむふむ。そうか、女子の制服はあそこから脱ぐんだな。


　視界の隅すみに集中するオレは、未知の知識を得ることに授業中よりも熱心だった。


　ところが、オレのお楽しみはそんなに長く続かなかった。妹尾は制服を体に残したままシャツを羽織ると、器用に体をもぞもぞさせ、スカートが床ゆかに落ちたときにはすでに、すっかりワイシャツに両りよう袖そでを通していたのだ。


「ありがとうございます。終わりました」


　ええ、知ってます……！


　そっと涙なみだを拭ふいたオレは、次の瞬間にはもう、そんなことなどどうでもよくなるくらいの感激に包まれた。


　シャツを羽織った妹尾の姿は、実にセクシーだった。身長は標準でも、細身の彼女に男物のＬサイズシャツは大きい。その様子はまるで「彼氏のワイシャツを着た彼女」といった感じで、袖は手の甲こうを隠かくして指だけがのぞき、裾すそからはきれいな太ももがあらわに……って、ん？


　彼女の脚を見たオレは、その太ももを覆おおい隠す黒い布に瞠どう目もくした。膝ひざの少し上、ちょうど制服のスカートからはみ出さない丈たけで、白い肌はがっちりガードされている。


　もしかして、スパッツってヤツか……。


　ちょっと、いや、かなり落らく胆たんしたが、オレは気を取り直すことにした。
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　こんな美少女が、オレと二人きりの空間で、これほど無防備な姿をさらしてくれている。しかも、そのシャツはつい先ほどまでオレが袖を通していた物なのだ。


「なんか……恥はずかしいですね」


　妹尾は頰を染め、きまり悪げにもじもじする。


「瀬木くん、もしよかったら、ズボンも貸していただけませんか……？」


「いや、それで大丈夫だよ！　ミニ丈のワンピースみたいでかわいいよ」


　それに、オレがズボンを脱いだらマズイだろう、妹尾よ。キミは思春期の男性の下半身に宿る荒あらぶる神を甘く見ている。


「うん、すごくかわいいぞ！　最高だよ、妹尾！」


　見ているうちに興奮してきて叫さけんだオレが、心の中で「神よ鎮しずまりたまえ」と厳おごそかな祈いのりを捧ささげているときだった。


「瀬木くん」


　ふと、妹尾がオレを呼んだ。顔を上げると、彼女は微笑んでオレを見ている。いつものとは違ちがう、ほんのり甘い微笑だった。


「それ、本当ですか……？」


　え？　と尋たずね返そうとして、それがオレの賛辞に対する問いだと気づいた。


「……ああ、本当だよ」


　頷きながら、いつになく心臓が激しい鼓こ動どうを打つのを感じた。


「妹尾は、かわいいよ」


　その返答に、彼女は一段と甘やかに微笑んだ。


「瀬木くん」


　微笑のまま、彼女は囁ささやくような声で言った。


「公園デートで食べたお弁当ね、本当は、瀬木くんに食べてもらいたくて作ったんですよ」


「……えっ！」


　オレの頭は真っ白にスパークし、一いつ瞬しゆん何を言われたのかわからなかった。


　多くの男が憧あこがれている、新星美少女の妹尾。そんな彼女がデートしてくれて、おまけに、オレのためにお弁当まで作ってくれたのか。


　そう考えたとき、さっきまで苦しかった黒川への感情が、ふっと消えていくのを感じた。


　オレ、アイツに嫉しつ妬としてたのか。


　ってことは、ちょっと待て。オレってもしかして、本当に妹尾のことを……？


「……雨、やみましたね」


　そのとき、場の空気を変えるように、妹尾が格子戸の外を見て言った。


「やっぱり、ズボンの方も貸していただけないでしょうか？　このまま学校に戻もどるのは恥ずかしいので……」


　頰を染めて申し訳なさげに言う彼女を見て、オレはいよいよ勢いづく荒ぶる神に焦あせった。


「……何してるんですか、瀬木くん」


　諸事情から床にひれ伏ふし、一心不乱に祈りを捧げるオレを見て、妹尾は目を丸くした。


「ああ、これは煩ぼん悩のうを……いや、実はオレ、将来イイ父親になれるよう、子煩悩の神様を信しん仰こうしていてね、一日二回、あらぬ方角に向けて祈りを捧げないといけないんだ」


　とっさに考えたメチャクチャな宗教の教義でごまかすと、袖にもぐった手を口元に当て、妹尾はくすくすと笑い出した。


「瀬木くん、やっぱりおもしろいです」




　エピローグ　「カッコよかったよ」と言われたオレ




　外に出ると、雨はもうすっかり上がっていた。神社は裏山の麓ふもとにあったようで、通路に戻ると、すぐに学校の裏門へ続く道路に出る。崖がけから転がり落ちたとき、オレは石段をだいぶショートカットしたみたいだった。


　オレたちはずいぶん奇き妙みような恰かつ好こうをしていた。妹尾はぶかぶかのワイシャツとズボンを身に着けて、一気に「お父さんの服を着てみた少女」になったし、オレは裸はだかの上に着ぐるみだ。本当に、ぬりかべを奪うばっておいてよかった。


　校庭に帰ってきたとき、おやと思った。校舎の時計はもう八時付近を指しているのに、かなりの数の生徒が、ぬかるんだグラウンドをうろついていたからだ。


「瀬せ木き！　妹せ尾おさん！」


　校庭に入っていくと、生徒たちの中から黒くろ川かわが飛び出してきた。


「よかった、間に合って。今からゴール確かく認にんだよ」


「へ？」


　オレは目が点になった。


「だって、もうこんな時間だろ……」


「それが、さっきのゲリラ豪ごう雨うで本部や肝きも試だめし会場が混乱して、先生たちの都合で点呼が遅おくれているんだ。僕たちも今まで校舎内で雨宿りしていたんだよ」


　なんと！　なんたる幸運！


　すいません、鬼おに沢さわ先生！　やっぱりオレにはウンがついていたのかもしれないです！


「じゃあ、オレたち同じグループになれるのか！」


「ああ、もちろん。やったな！」


　黒川は、真夏の青空を先取りしたかのようなさわやか笑顔を見せた。


「よっしゃ────！」


　ともかく、これでオレの労苦は報むくわれたわけだ。


「成なる道みち、遅おそかったじゃねぇか」


　そのとき、石田が遅れてこちらにやってきた。


「さっきから変なカッコして走り回って、何やってんだよ、おまえ」


「その言葉、そっくりそのままさっきのオマエに返すぞ……」


　とは言いつつも、黒川には華か麗れいにスルーされっぱなしだったので、この恰好にツッコんでもらえたことにホッとした。


「大体、服着き替がえたりしてるのが怪あやしいよな？　一体どこでナニしてたんだよ」


　石田が、妹尾を見ながらオレに言う。まだ人見知りは続いているようだ。


「い、いやー、これには事情が……」


　救いを求めるように妹尾を見ると、彼女は恥ずかしげにオレから視線を逸そらす。もじもじとウエストを押さえているのは、そうしないとズボンが落ちてしまうからだ。


「ごめんなさい、黒川くん。制服、わたしが借りてしまいました」


「いや、僕は全然かまわないよ」


　そうやって四人でワイワイしているとき、オレはようやく、周囲の生徒たちにまぎれている絽ろ美みを発見した。


「雪ゆき菜なちゃん！」


　絽美はトコトコ駆かけ寄よってくると、妹尾を心配そうに見つめた。


「大だい丈じよう夫ぶだった？　電話も通じないっていうし、どうしたのかと思ったよ」


「ご迷めい惑わくをかけてすみませんでした。道に迷ってしまって、ケータイも圏けん外がいで……」


「ううん、無事ならよかった」


　そう言って、絽美はいつものように明るく笑いかける。そこで彼女はふと視線をずらし、オレたちの目が合った。


「成道くん」


　そこで絽美はちょっとオレの方に近づいた。


「お帰り！　雪菜ちゃんも見つかったし、間に合って本当によかったね」


「ああ」


　答えながら、絽美の制止を振ふり切って妹尾を捜さがしに行ってしまったことを思い出した。


「……さっきはごめんな、絽美」


「ううん」


　絽美はぶんぶんと頭かぶりを振り、それからほんの少し声をひそめて言った。


「あのときの仲間思いな成道くん、ちょっとカッコよかったよ」


　オレにしか聞こえないような、ひっそりと辺りをはばかる声だった。絽美の頰ほおはほんのり上気し、その瞳ひとみは輝かがやいて見える。


「……この前言ったことだけどね、あれ、どう思った？」


「えっ？」


「忘れちゃったの？　私、けっこう本気で聞いたのにな」


　ちょっとふくれっ面つらになった絽美は、すぐにオレに背を向け、妹尾と雑談を始めた。


　しばらく経たってから、オレはバースデー・デート翌日の絽美の言葉を思い出した。


　――私、成道くんのこと、好きになってもいい？


「えぇっ!?」


　びっくりして、思わず大声を上げて数歩飛びのいた。そのときだった。


「ここのグループはそろってるかしら？　肝試しの証明札を出してちょうだい」


　生徒たちの間を回っていた真ま弓ゆみ先生が、オレたちのところにやってきた。その手にはカルテのようなボードがあり、人数と証明札をチェックしているようだ。


「……はい、結構です。では、貴方あなたがた五人を一グループと認めます」


　確認が済み、先生が立ち去ろうとすると……。


「待ちなさい！」


　オレの背後から投げかけられた甲かん高だかい声に、辺りの人間は一いつ斉せいにそちらを向いた。そして、オレは驚おどろきのあまり尻しりもちをつきそうになった。


「げげっ、恵え比び寿す！」


　そこに仁に王おう立だちになっていたのは、とうとう黒スーツのＳＰではなく、恵比寿莉れい子こ本人だったのだ。


「ワタシったら何を考えていたのかしら。最初からこうすればよかったのよ。正せい攻こう法ほうで取り組もうなんて、人まで使ってバカみたいだったわ」


　そう言うと、オレの元へつかつかと歩み寄り、やおら手を伸のばしてぬりかべを脱ぬがしにかかってくる。


「何ヘンなモンかぶってるのよ。こっちは真しん剣けんなのよ」


「いや、ちょっと待った！　これはオレの正装なんだ！　紳しん士しのたしなみなんだ……！」


　今のオレにとって、このぬりかべは外界との調和に満ちた関係を守るための、唯ゆい一いつ無二の防ぼう壁へきなのだ。


「いいから、ふざけてないで早く姿を現しなさいっ！」


「ふざけてないっ！　今のオレは未いまだかつてなく真剣だ！」


　何せ、今日のパンツは、巣す鴨がもで買った勝負用の赤ブリーフなんだ。ジジイでもお笑い芸人でもないのに、こんなものを易やす々やすと皆みなさんのお目にかけるわけにはいかない。


「うおおお────っ！」


「うるさいわね、黙だまって出てきなさい！」


　全身の力を振り絞しぼって抵てい抗こうしようとするオレを、恵比寿は両手で持ち上げた。そして、お嬢じよう様さまの細ほそ腕うでとは思えぬような力で、つかんだ着ぐるみを上下に振る。


「きゃあ――っ！」


　ぺちんと地面に叩たたきつけられたオレを見て、周りにいた女子たちが悲鳴を上げた。見れば、妹尾はズボンを押さえたまま後ろを向き、絽美も慌あわてて両手で目め隠かくしをする。


「やっと本体が出てきたわね」


　貝からほじくり出されたヤドカリのようなオレを見下ろし、恵比寿は満足げに言った。あまりの羞しゆう恥ちになすすべもなく倒たおれ伏していると、彼女は次にオレの腕をつかみ、ひょいっと立ち上がらせてきた。されるがままになっているオレの手首に、すぐに冷たい金属の感かん触しよくが走る。


「ええっ!?」


　気づいたときにはカシャン、カシャンと音がして、オレは両手に手て錠じようをかけられていた。


「言ったでしょ。ワタシの叔お父じ様は警視総そう監かんなのよ」


「だからって……」


「ワタシを、アンタのグループに入れなさい！」


　たっぷり五秒間ほど、何が起きたのかわからなかった。


「……は？」


「この前、アンタに殴なぐられたことをお父様に言いつけたの。そうしたらお父様、なんとおっしゃったと思う？　『彼はきっと素す晴ばらしい男だ。彼はおまえのためを思って手を上げたんだろう』って」


　それ以前に、あれを「殴る」と言うのか甚はなはだ疑問だ。


「ワタシはそんなこと全っ然思わないけど、お父様がそうおっしゃるなら仕方ないわ。アンタを監かん視しして、本当に素晴らしい男かどうか、お父様に報告するのよ」


「なんだそれ……！」


　オレは開いた口が塞ふさがらなかった。


「じゃあ、あれからオレを捜していたのって……」


「そうよ。臨海学校でアンタと同じグループになるためよ」


　きっぱり言い切った恵比寿は、そこでさっと真弓先生の方へ向き直った。


「そういうわけだから、ワタシをここのグループに入れなさい！」


「何を言っているの、貴方」


　先生はやれやれといった風に肩かたをすくめた。


「このグループはもう定員の五名に達しました。コテージには五名分しか寝しん台だいがありません。貴方の言っていることは不可能よ」


「……わかったわ。そう来ると思ったわよ」


　恵比寿はふうっとため息をつき、自分の浴衣の胸元に手を入れた。一いつ瞬しゆんドキリとしたオレだったが、そこから現れたものに、ある意味もっとドキリとした。


　それは調理室で見たのと同じ、百万円の束だった。恵比寿はそれを持って真弓先生に歩み寄り、なんと彼女のＶネックカットソーから溢あふれた胸の谷間に札束を突つっ込こんだのた。福ふく澤ざわ諭ゆ吉きちの歓かん喜きする声が、オレには聞こえる気がした。


「これで満足でしょ。さあ、早くワタシの名前を書いて」


　ところが、さすがは先生だ。自分の胸に刺ささる札束を見ても、顔色一つ変えず毅き然ぜんとしていた。


「貴方、教師を甘く見ないでちょうだい」


　先生は、ぽってりした唇くちびるを艶つややかに引きのばしてほくそ笑んだ。


　すごいぞ、先生。やっぱり教師は聖職だ。


　そう思っていたオレは、次の先生の言葉に耳を疑った。


「そんなの、お安い御ご用ようよ」


「……えっ？」


　ええ────っ!?


「瀬木成道、黒川将しよう、石田晋しん哉や、瑞みず本もと絽美、妹尾雪菜、それに恵比寿莉子で、貴方たちを一グループと認めます」


「なんだそれ！」


　オレは先生の前に躍おどり出て、猛もう抗こう議ぎを始めた。


「そんなのってないだろ！　こんなのインチキじゃないか、先生！」


　こんなメチャクチャなお嬢じよう様と一いつ緒しよのグループになったら、とてもじゃないが命がいくつあっても足りない。


　そんなオレに、真弓先生は色っぽい微び笑しようを浮うかべる。


「私はお金の味方なの。異議があるなら、貴方も同じことをすればいいわ。もしこれが貴方の物だったら、私は同じように貴方の望みを聞くわよ？」


　彼女は胸元の札束にいやらしい手つきで触ふれ、男子高生には刺し激げきの強すぎるまなざしを送ってくる。


「もちろん、ヴィーナスの名前でも、ね？」


「うわぁん！」


　悔くやしいやら興奮するやらで、オレは手錠をかけられたまま赤パンツ一丁でぴょんぴょん跳はね回った。


「この人サイテーだ！　教師失格だ！」


　しかし、周りからすれば、どう見ても今のオレの姿の方がサイテーで、人間失格だった。


「あら、皆さん、ごきげんようザマス」


　そんな折、突とつ如じよ現れたのは、オレの父の妹であり、この学園の校長である瀬木マリーヌ、本名・瀬木淳じゆん子こだ。今日も社交界のダンスパーティを抜ぬけ出してきたかのような場ば違ちがいな装よそおいに身を包んでいる。


「まあ、成道サン、さすがは重じゆう蔵ぞうパパの孫ザマスね！　その恰かつ好こうは、ヘンタイ紳士の正装！　私が幼い頃ころのパパを思い出すザマスわぁ」


「なんだそれ！」


　っていうか、幼い娘むすめの前でナニやってるんだ、じーちゃん！


「オレは好きでこんなカッコしてるわけじゃないよ、叔お母ばさん！　助けて！」


「『マリーヌさん』ザマスよ、成道サン」


　ぴしゃりと言って、叔母さんは羽扇せん子すで顔を隠かくした。


「ねえ、ご存じザマス？　重蔵パパ、成道サンの野望に気づいているザマスよ」


　そこでぴょんぴょんしていたオレは、ピタと止まった。


「パパったら『おもしろい』って、まるでピチピチギャルを盗とう撮さつしてるときみたいに、目をキラキラ輝かせてたザマス。お気をつけあそばせ、あれは何か企たくらんでいるザマスよぉ！」


　叔母さんは周囲もドン引きの高笑いを残して、それだけ言うと優ゆう雅がに立ち去った。


　あとに残されたオレは、思い通りにならない両手のまま、半ベソで天を仰あおいで咆ほう哮こうした。


「くっそぉ────っ！」


　そんなオレの隣となりでは恵比寿が勝ち誇ほこった表情をしていて、真弓先生は谷間から抜き取ったお金を空に掲かかげて微笑んでいる。絽美はおっかなびっくりオレを見守り、妹尾は穿はいているズボンのゆるさに手こずっている。石田は黒川を敬遠して無意味にその辺を歩き回り、黒川はそんな石田の浴衣ゆかたを物欲しげに見つめていた。


　こうして、コイツらと過ごす、オレの波は瀾らん万ばん丈じような夏休みが幕を開けた。








◆◇◆◇








「失礼します、理事長」


　理事長室で洋モノのグラビア雑誌を見ていた重蔵は、その声で顔を上げた。重厚な木の扉とびらを開けて入ってきたのは、彼のお気に入りの美人教師、真弓梨り佳かだ。


「お孫さんの一学期の結果を持って参りました」


「おお、ご苦労」


　梨佳は理事長机の上に資料を並べ、重蔵は右手のルーペをかざしてそれを読んだ。


「うむ、こりゃひどい成績じゃ。特に生物など目も当てられんわい」


「確かに、学業成績は一年次より下がりました。でも……」


　そう言って、梨佳は口元に艶えん美びな微笑を敷しく。


「その他のポイントは上がりました。特に性格面での向上が顕けん著ちよです。ナルシストは相変わらずですが、自分を客観的に見つめることと、他人を思いやる気持ちを持つことは、以前より格段に多くなったと見ています」


「ふむ、そうかそうか」


　重蔵は感心したように頷うなずきながら、左手をさりげなく梨佳の胸元へ持っていく。しわばんだ指先があと少しではちきれそうな胸に届くかと思われたとき、梨佳は素早い手つきで資料を丸め、その手をゴキブリ退治でもするかのように叩たたいた。


「相変わらず、ケチだのう……」


　左手をさすりながら、重蔵は彼女を恨うらめしげに見上げた。


「月給をあと五十万上げてくださったら、来年には考えて差し上げます」


　艶つやっぽい流し目をくれる梨佳に、重蔵はニマァとだらしなく笑った。


「おぬしには敵かなわんのう」


　そして脇わきにあった手帳を開き、ペンを取って何かを書きつける。


「……ふむ。では、成道の☆ランクは上がったと見てよろしいな？」


「ええ。でも、本人はそんなこと思いもしないでしょうね。生徒たちにはまだ、投票日直前までランクの変動がありつづけることも伝えていませんし」


　梨佳は教師の顔に戻もどって、淡たん々たんと言った。


「ヒーローやヴィーナスの名前でさえ、まだ変わりうるということも」


「ふむ」


　物思わしげに唸うなって、重蔵は自分の手帳に目を落とした。


「ひとまず、臨海学校が楽しみじゃな」


　今しがた書いた文字を見つめながら、彼は呟つぶやいてほくそ笑む。


「成道、ワシからのとっておきの激げき励れい、楽しみにしておれよ……」







あとがき




　はじめまして、長なが岡おかマキ子こと申します。


　このたびは、拙せつ著ちよ『中チユーの下ゲ！』をお手に取っていただき、ありがとうございます。


　この作品がファンタジア大賞で金賞をいただけるというご連絡を受けたとき、私は大きな喜びと、それに勝まさる衝しよう撃げきとで震ふるえました。


「あ、アレで……いいんですか……？」


　かの伝統ある富士見ファンタジア文庫の新人賞、そこへ私が送ったのは、異能力者の一人も出ない完全非ファンタジーの学園ギャグラブコメ、しかも、まさかの本名＝筆名、ひたすらフザケたおしたセンス最悪の長タイトルで、最終候補作に挙がったときには「こんなことなら……」と後こう悔かいで死ねるくらい恥はずかしかったのです。


　何せ投稿したときには「どうせ一次落ちなんだから好き放題やってやれ！」くらいの気持ちでして、というか、どうせ一人の方にしか読んでもらえない作品なら、せめてその下読みさんに「これならトイレでも読めるや」と、シリアスファンタジーの箸はし休やすめとして、気楽に笑ってお読みいただければという思いで書いたのでした。


　そんな作品をそのまま笑ってトイレに流さず上に上げてくださった下読みの方、そして、賞を与えてくださった審査員の皆様や編集部の方々、本当にありがとうございます。


　そういうわけですので読者の皆様におかれましても、本作はどうかトイレに座って鼻でもほじりながらお読みいただけると幸いです。すでにお読みくださった方には頷うなずいていただけるかと思いますが、間違っても、机に向かってしかつめらしい顔をして読むような代しろ物ものではございませんので……。





　さて、そんな『中の下！』は一応ラブコメです。


　小説には多かれ少なかれ作者のバックグラウンドが見え隠かくれするものですが、このお話は、私の高校時代の恋愛への憧あこがれを多分に反映したものです。


　それでこの主人公かよ、とか自身にツッコミたいことは多々ありますが、ストーリーの土台の部分に眠ねむっているものは、当時叶かなうことのなかった夢でした。


「学校で恋愛がしたい！」


　つまり、そんな願いです。


　というのも、私は中高一貫の女子校に通っていましたので、校内の同級生や先輩と両りよう想おもいになるのは非常に難しかったのです。なったら楽しかったと思います。プロテスタントの学校だったので、さしずめ「イエス様が見てる」か？


　ちなみに本作の舞台になった美少女の多い高校は、そのまま私の母校のイメージです。セーラーマーズの中学のモデルになったとの噂うわさに期待して入ったら、本当にアイドル級の美少女が多数いて眼がん福ぷくでした。


　ヒロインの一人に使った「ロミ」という名前も、実際に「学年一の美少女」と言われていた同級生から拝はい借しやくしたものです。ロミちゃんと私はほとんど話したこともなく、まさに一年の頃の黒くろ川かわと成なる道みちのような関係だったので、この本を知られたらさぞ気持ち悪がられるだろうなと思うとドキドキします。気分はラブ・ジェイソン。


　脱線しましたが、そんな事情で当時、私の学園恋愛への憧れは募つのるばかりでした。


「共学っていいなあ。カップル大勢いるんだろうな。でも、私がもし共学の生徒だったとしても、よっぽどのことがない限り好きな人と付き合えないだろうな。いっそのこと『カップルにならないと不合格！』とかいうテストでもあれば、死ぬ気で頑がん張ばるんだけど……」


　そんな十代ならではの大だい胆たん不敵な妄もう想そうが、この小説の原型です。本当にまあミもフタもない……。


　今回受賞作を改稿するに当たっては、そんな高校時代の大小様々な思い出をもう一度回かい顧こし、時には勤務先の塾じゆくの生徒を見てイマドキの高校生について学びつつ、このような物語となるに至いたりました。ありがたいことに次巻も書かせていただけるとのことですので、新人らしくがむしゃらに、これからもそんな努力を続けて頑がん張ばります！





　最後になりましたが、私の脳内キャライメージを百倍かわいくイラスト化してくださったごまえさん、投稿作の時点では決定的に完結してしまっていた本作を一緒に一から組み立て直してくださった担当の中村さんに、心から御礼申し上げます。私一人の力では、とんだスベリ芸小説ですよ……。


　その他いつも私を身近で支え、応援してくれている皆に感かん謝しやします。ありがとう。


　そして、これを読んでくださっているすべての方に何より深い謝意を表すべく、これから一いつ層そうおもしろいお話を書くよう奮ふん起きしてまいります。


　今回はお読みくださり、ありがとうございました。


　また二巻でもお会いできますように！





　二〇〇九年十二月




長岡マキ子　
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著者


長岡マキ子


●ながおかまきこ








中チユーの下ゲ！


ランク１.中の下と言われたオレ





長なが岡おかマキ子こ






[image: ]


平成22年2月25日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C) 2010 Makiko Nagaoka,Gomae/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/P175.jpg





OEBPS/images/P087.jpg





OEBPS/images/K001.jpg
N,/w-./\— .7






OEBPS/images/P201.jpg





OEBPS/images/P151.jpg





OEBPS/images/COVER.jpg





OEBPS/images/P294_zzz.jpg





OEBPS/images/P073.jpg





OEBPS/images/K003.jpg





OEBPS/images/P111.jpg





OEBPS/images/P233.jpg





OEBPS/images/K002_1_zzz.jpg
class : ZED%A
name : IRAHEE ‘
club : FZEB(EBR)

height : 152cm
blood type : O®






OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/P013.jpg





OEBPS/images/LOGO.png





OEBPS/images/P039.jpg





OEBPS/images/P271.jpg
e






